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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　Contents









序　「白雪姫と黄金の林檎」

一　「眠れる森と大地の少女」

二　「力への意志」

三　「悪と華」

終　「月を見る度、思い出せ」




















　林りん檎ごの実を口にして眠ねむりにつくなんて、それまではおとぎ話の中だけの話だと思っていた。

『この林檎を食べ終わった後、君は深い深い──眠りに落ちることになる。ただの眠りではない。コールドスリープ凍るような眠りだ。いつ君が眠りから醒さめるかは我々にも分からない。一年後かもしれないし、十年後かもしれない。百年後かもしれないし、千年後かもしれない』

『分かっています』

　黄昏たそがれ色に光ひかり輝かがやく林檎を見つめながら彼女は頷うなずいた。

　言葉が続く。

『ならばいい。そして、世界が予兆を感じ取った時、君は──いや、君達は目覚めることになっている。それがこの《黄昏の林檎》が持つ力だ。……いや、本当はこの林檎にそんな力があるかは分からないんだ。

　けれど、君より前にこの《黄昏の林檎》を口にした者達は──確かに今も眠り続けている。そういう力がある果実だと信じるしかない。吸血鬼達の力は我々人間と比べてあまりにも強大だ。我々クルースニクの数千年を集約しなければ、永遠を生きる奴やつらに対たい抗こうすることは出来ない……！』

『先生、ご安心を。私は全すべて承知の上です。それに、』

　彼女は即そく答とうした。

『私は吸血鬼共を殲せん滅めつするために今まで育てられて来たんです。人々の──人間達の最後の希望となるために』




　それは、彼女が「自分の生まれ育った時代」で記き憶おくしている最後の記憶だった。

　希望。

　水面みなもに浮うかんだ木の葉のように、その言葉だけが頭の中をたゆたう。

　そして、しゃくり、と。

　音が、鳴る。

　齧かじり付いた林檎の甘酸ずっぱい香かおりに抱いだかれ──希望と、自身の使命とを胸いっぱいに吸い込んで、彼女は落ちていった。

　まるで、おとぎ話に出て来るお姫さまのように、深い眠りの中へと。

　──けれど、彼女はまだ知らない。

　自分が遠い未来の世界で、童話に出て来る王子様のような相手と運命的な出会いをするということを。

　その果てに、どれほどの悲劇的な最さい期ごを迎むかえるのかということを。

　この時は、まだ、知らない。
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　彼らの目的地は非常に奇きつ怪かいな場所にあった。

　目印になるのは霊れい峰ほう富士の麓ふもと、鬱うつ蒼そうと茂しげる「青あお木きヶが原はら樹海」の最深部──隆りゆう起きした地じ盤ばんと木の根の隙すき間まだ。そこに何かが存在すると予あらかじめ知っていなければ、絶対に気付かないような場所に、彼らの目的地の入り口があるはずだった。

　地盤の隙間に手を突っ込み、半ば地面と一体化しつつあった木の根を引っぺがす。すると──その先には、充分に人が通れるだけの空くう洞どうが広がっている。

　隠かくし洞どう窟くつだ。

「若！　いました！　やっとあのバカを見つけました！」

「やっとか。どこにいた？」

「えーと、ここから直線距きよ離りで五百メートルほど後方ですかね。かなり道が入り組んでいるので実際の距離にすると、もうちょっと長くなるかなーとは思うんですが」

　トンネルの中に響ひびく声は二つ。

　男が一つ、そして女が一つである。
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「こちらと合流するまではどれくらい掛かかる？」

「うー、十分とちょっとぐらいですかねぇ」

「十分……思ったよりも長いな……」

　男──少年の方は大きなバックルの付いた硬こう質しつ革かわのジャケットにジーンズ、ブーツ。

　非常に都会的で洞窟探検とは掛け離はなれたコーディネートだ。

　だが、彼の外見で何よりも印象的なのは燃もえ尽つきた灰のようにくすんだ黒灰色の髪かみ、そして爛らん々らんと光る血のような赤い瞳ひとみに違ちがいない。

　その横に付きそう女──少女も、これまた山とは不ふ釣つり合いな格好をしていた。

　少女が纏まとうのは背中がガバッと大きく開いた凹おう凸とつのない身体からだのラインにピタリと張り付くような黒のナイトドレス、足元はピンヒール。鉄てつ紺こん色いろの髪を肩かた口ぐちで切り揃そろえ、そして頭部からは髪と同じ色の体毛に覆おおわれた獣けものの耳が生えている。

　あまりに場ば違ちがいな二人組。

　少年の名は聖ひじり。少女の名はルーチェット。

　二人はとある目的のため、この青木ヶ原樹海の地下深くへと向かっている最中だった。

　……もっとも、その最中でもう一人いた同行者（要するに聖達は洞窟に侵しん入にゆうする時は三人だった）が独断専行した結果、見事に二人と逸はぐれてしまい、彼と合流するために聖達は大いに手を焼いているのが現状なのだけれど。

「とりあえず、この辺りの蝙蝠こうもりちゃん達に、あのバカを誘ゆう導どうしてくれるよう頼たのんでおきました。問題ないですよね？」

　言いながら、ルーチェットが頭頂部から生えた自身の長耳をピクン、ピクン、と数回揺ゆらした。自身の髪と同じく鉄紺色の体毛に覆われた獣耳を、だ。

　聖は彼女の言葉に深く頷いて、

「ああ。それぐらいならば、オレ達が目的地に着く頃ころにはおそらく向こうも──」

　瞬しゆん間かん、聖がハッとした様子で続きの言葉を吞のみ込んだ。

　光だ。

　──通路の先に、微かすかな光が見える。

　人の手が入っていない自然の洞窟だけあって、溶よう岩がんトンネルの内部には一いつ切さいの灯あかりがない。それ故ゆえに光が差し込む場所に近付けば、距離が離れていてもすぐに分かる。

　出口。

　もしくは、それに準ずる何かがこの先にあるのは間ま違ちがいないようだった。

「行くぞ、ルーチェ……！」

　口角をクッと吊つり上げ、嬉き々きとした様子で聖が次の一歩を踏ふみ出した。

　元々、聖という少年は自身の感情をあまり外に表すタイプではない。

　だが、この瞬間だけは自身の昂たかぶった感情を一切押し隠すことなく、目的地を発見した喜びを前面に押し出していた。一方、傍かたわらのルーチェットはというと、明らかにテンションが上がりまくっていると思おぼしき主あるじの態度に若じやつ干かん遠えん慮りよした様子で、

「……あのう、若？　エルクのこと待ったりしないんですか？」

　と尋たずねた。ちなみにエルクというのは、渦か中ちゆうの迷子になっている途と中ちゆうで逸れてしまったもう一人の同行者のことだ。聖が大いに不ふ機き嫌げんそうな顔付きで言った。

「……ルーチェ、一つ聞くぞ──今日は何日だ？」

「へ。そりゃあまぁ、十二月二十五日で若の誕生日ですけど」

「そうだ。そして──」聖が断言した。「オレは誕生日兼クリスマスプレゼントの箱を開けずに待っていられるほど、気が長くはない」

「…………」

　誕生日兼クリスマスプレゼント。

　言い得えて妙みような表現だとルーチェットは思った。

　それは、彼女達がわざわざこんな日に洞窟探検をしている理由に直結する。

　十年前に亡なくなった聖の母が最後に遺のこした手帳に──聖が十六歳になる今日この日、この場所を訪おとずれるよう書き置きがあったからなのだ。

「行くぞ、ルーチェ。付いて来い」

　再び、聖が歩き始める。ルーチェットも黙だまって頷うなずき、すぐにその後ろに付いて行く。こうして、聖達は光の向こうに向けて歩き出したわけだったのだが──

「…………これは、驚おどろきだな」

「うっわー。なんですか、この光景……全然、意味が分からないんですけど……あの、ちなみにですけど若、こういう可能性があるって想像してました？」

「……いや、完全に予想外だ」

　光の先へと足を踏み入れた二人の口から飛び出したのは、感かん嘆たんや驚きの言葉などではなく、純じゆん粋すいな「困こん惑わく」だったのである。

　──その場所があまりにも、神秘的な光景だったから。

「地下空洞……ここまでは想像の範はん疇ちゆうだ。だが……」

　霊峰・富士の足元に広がる天然の迷いの森、青木ヶ原樹海……その地下深くに形成された溶岩トンネルの奥には、巨きよ大だいな地下空洞が存在していた。

　ここまではまだ、分かる。

　しかし。

「どうして、樹海の地下トンネルを抜ぬけた先に林檎の樹が生えているんだ……」

　瞬間、甘酸ずっぱい果物の香こう気きが聖の鼻を掠かすめた。

　──その先に地下林りん檎ご園なる光景が広がっているなんて誰だれが想像するだろうか。

　地下空洞の内部では青々とした葉を付け、極きわめて健康的な樹皮を露あらわにした──背の高い巨大な林檎の樹木が何本も生おい茂り、血のように赤い実を付けていた。

　言うなれば、それは「地下の楽園」とも言うべき光景である。

　一方、聖が予想していた光景はというと──

「……やはり『炎ほのお』とは、何の関係もないように見えるな」

　呟つぶやきながら、聖が母の遺品の手帳を懐ふところから取り出した。

　この所々に焼やけ焦こげた跡あとの付いた手帳は不思議なことに使った痕こん跡せきがまるでなく、途中のページにも文字は一切書き込まれていない。ただし最後のページだけは別だ。ここにはこの地下溶岩トンネルへの道のりを示す地図と、聖に対する遺ゆい言ごんが記されている。

『炎の中に、あなたの求めるすべての力がある』

　炎。

　確かに富士山は紛まぎれもない活火山ではある。溶岩トンネルを抜けた先に本物の溶岩流やマグマ溜だまりがあったとしてもおかしくはなかったのかもしれない。

　だが、実際に聖達が辿たどり着いた場所は──そのような「炎」の概がい念ねんとは、あまりにも無む縁えんな空間だった。だから正直、聖は少しだけ落らく胆たんしていたのだ。

　──この空間では、彼の願いは、叶かなえられそうにないから。

「俺の求める、全すべての力か」

　呻うめくように聖が言った。

「決まっている──奴やつに復讐を果たすための『力』だ。だが、この炎とは全く関係ない場所では、俺の目的を果たすのは難しそうだな。母上は何を考えていらっしゃったのやら」

　思わず、聖は肩を竦めた。

　復讐。

　それこそが少年の人生における最も重大な言葉だった。

「若！　ですが、中を調べてみれば予想外の発見があるかも──」

「分かっているさ。そんなことは」

　ルーチェットの台詞せりふを遮さえぎって、聖は足元に転がった紅色の果実を眺ながめながら嚙かみ締しめるように言った。

「だが、この林檎の実がオレの『力』になってくれるとは到とう底てい思えんよ。残念ながらな」
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　林檎。

　原初の時代より、葡ぶ萄どうと並んで、この惑わく星せいの文化と密接に関かかわってきた最もポピュラーな果物の一つ。赤く、丸く、甘酸っぱい木の実。禁断の、果実。

　通常、林檎は野生では中々育ちにくい果実だ。

　というのも、林檎は農薬を使用される前提で品種改良が進められて来た歴史があり、収しゆう穫かくに至るまでに多くの人の手を借りなければ、実を付けることすらなく葉が全て枯かれてしまうことさえ珍めずらしくない。

　だからこそ──この空間は異常さが際きわ立だつわけだ。

　地下空くう洞どうの内部は上に広く、横にも広い円形の空間だった。つまりでっぷりとした円えん盤ばん形だった。いや、底面が広い壷つぼ形とでも表現した方が正確だろうか？

　そしてそこに林檎の樹きが何十本と植わっているわけである。

　赤い実、緑の葉、背の高い幹、力強い根……。

「ひとまず分かることといえば……これが『ピジョンブラッド』だということぐらいか」

　ゆっくりと空洞の奥に向かって足を踏み出しつつ、聖が言った。

　すると隣となりを歩くルーチェットがニヤニヤと笑いながら、

「おっ。ここで脈みやく絡らくもなく宝石の話ですか、若？」

「茶ちや化かすな。そっちのピジョンブラッドじゃない。このリンゴの品種の名前だ」

　聖が淡たん々たんと続けた。

「原産地は『華か』。向こうの言葉でピジョンブラッドはそのまま『鴿グー苹ピン果ゴオ』と呼ばれている。大戦後に密ひそかに品種改良を重ねた末に生まれた品種で、ルビーのように赤く小さい実をまるで針葉樹……例えば杉すぎの木に似ているな。それと同じくらいの高さで大量に実らせる。まさに、こんな風にな」

　リンゴの説明をしながら、ゆっくりと空洞の中心に向かって歩き出した。

「なるほど。その品種でも、やっぱりこんな地下では普ふ通つうなら育たないんですよね？」

「無理だな。確かに、いくつかの条件は満たされているが……」

　聖達の位置からは、頭上が枝葉に覆われているため、この空洞の天てん井じようがどうなっているかは確かく認にんすることが出来ない。ただし内部を照らす照明装置が存在し、何らかの仕組みで内部の温度が一定に保たれていることは中に入ってすぐに分かった。

　光。温度。

　植物の健全な発育に必要な条件が二つは満たされている。この地下空洞は巨大な人工温室に近い造りになっているわけだ。とはいえ。

「一つだけ、こんな場所で……つまり、富士樹海の地下だな。ここで作物を作る場合、奇き跡せきでも起きなければ絶対にクリア出来ない条件がある──土だ」

　聖は地面を軽く蹴けり飛ばした。靴くつの先せん端たんが地じ肌はだに潜もぐり込み、ざくりと小気味良い音が鳴った。しっとりとした、まるで直接食べることも出来そうな肥えた土である。

　忌いま々いましげに大地を睨にらみつけながら聖が言った。

「辺り一面を岩石に覆われたこんな狭せまい場所でこれだけの樹木が育つわけがないし、何よりも富士山近きん郊こうの地質は農作には不向きなのさ。が、実際はどうだ？　馬ば鹿かみたいな数の樹木、豊富に実った果実。異様なまでに豊かな大地──結果がこの異常繁はん殖しよくだよ。異様なまでの土の力で無む理り矢や理りにこの光景が叶えられてしまっているんだ」

「土、ですか……」

　ルーチェットが得体の知れないモノを見るように、自身の足元に目を凝こらした。

　聖は小さく頷いて、

「だから奇き妙みようだし、ありえないんだ。どんなに丁てい寧ねいに開かい墾こんして十分な肥料を与あたえても、こんな異常な土地を造り出すことなんて出来やしない。しかもそれが自然の状態で存在しているなんて夢物語にも程ほどが──ッ!?」

　そこまで言い掛かけて聖は口を噤つぐんだ。ルーチェットは首を傾かしげながら、

「若？　どうかしましたか？」

「……ルーチェ、見てみろ。とんでもなく怪あやしいモノがあるぞ」

　位置的には丁度、空洞の中央付近。深い森の奥。何十本ものリンゴの樹が立ち並び、リンゴの爽さわやかな香気が最も満みち溢あふれた場所に、それはポツンと存在していた。

　──棺、だった。

　大きさは人一人が十分に入れるくらいで深さは浴よく槽そうと比べて半分程度。

　表面はくすんだ銀色で光こう沢たくがあり、蓋ふたの中央には十じゆう字じ架かの紋もん様ようが刻まれている。地面からは蔦つた薔薇ばらのような植物が棺の側面にビッシリと生い茂しげっていて、長い間、この棺ひつぎが同じ場所に安置されていたことが窺うかがえた。

　ルーチェットもそのあまりにも怪しい物体にさすがに怯ひるんだ様子で、

「う、うわぁ……なんということでしょう……イ、イマドキ棺なんて、そんな古典的にも程があるっていうか……な、中には何が入って……？」

「当然、棺に入れるに見合った何かじゃないか」

「し、死体とかでしょうか」

「普通に考えれば、そうだろう」

「ううあ……」

　霊れい的てきなモノが苦手なルーチェットが思わず顔を顰しかめる。一方、聖はそんな彼女を無視して、棺の側にしゃがみ込んで調査を開始した。

「（棺……表面に埃ほこりが大分積もっているな。この積もり方は相当に年季が入っているようだが……む、棺自体は全く老ろう朽きゆう化かしていない……？　どうなっている……この棺、そもそも材質の判断が付かないが一体何で出来て──おっと？）」

　検分していた掌てのひらに聖は僅わずかな違い和わ感かんを覚える。どうも棺の上部に僅かな境目があるようだ。少し力を加えてみると、棺の方に微かすかな揺ゆらぎを感じ取ることが出来た。

　──見つけた。

「よし、ここから開くぞ──ルーチェ。反対側を持ってくれ。ボヤボヤするな」

「あの……棺の蓋を開けるとか、正直、怖こわいんですけど……」

「馬鹿を言うんじゃない。主人だけに働かせる気か、オマエは」

「……ううう、分かりましたよぅ。本来なら、こういう時にこそエルクの出番だというのに……肝かん心じんな時に迷子に……本当に使えない奴ですよアレは……！」

　本当に渋しぶ々しぶという様子ではあるが、ルーチェットが聖の対面にしゃがみ込んだ。

　もちろん泣き言混じりの臣下の言葉など聖には届かない。聖は小さく「行くぞ」とだけ呟き、ルーチェットに合図を送った。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、

「うぇっ!?　お、重っ!?　なんですかコレ！」

　──咄とつ嗟さに彼女が漏もらした声に聖は首を傾げざるを得なくなったわけで。

「重過ぎですよ、若！　こんなの持ち上がるわけないじゃないですか!?」

「……重いだと？」

　ルーチェットが半ばキレ気味に声を荒あらげた。一方で、彼女の予期せぬ反応に聖は完全に面めん食くらってしまう。重過ぎる？　持ち上がらない？

　馬鹿な。そんなはずがない。

「何を言っているんだ、オマエは……相当に重くはあるが、絶対に持ち上げられないほど重くはない。大体、オレよりもそっちの方が圧あつ倒とう的に筋力は上だろうが」

「たっ、確かに私の方が若より大分力持ちではありますけど、ソレとコレとでは話が別です！　この重さは無む茶ちやですよ！　若もやめてください！　腰こしを悪くしてしまいます！　私は若を介かい護ごするより若に介護されたい派です！」

「何が介護だ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。大体、そういう文字通りの汚よごれ仕事はエルクにでもやらせろ。オレは誰だれが相手であろうと、汚お物ぶつの処理をするのは絶対に拒きよ否ひさせて貰もらう」

「えー！　でも、若が赤ちゃんだった頃ころ、私がおしめの世話をやってたんですよ？　だから、私が死にそうな時は、若にお世話して貰いたいんですよねぇ」

　聖は期待の籠こもった目で自身を見上げる臣下から、露ろ骨こつに視線を逸そらしながら、

「……そんな昔の話は知らん──そう、とにかくだ。オマエにはこの棺の蓋はどう考えても持てないほどに重いらしいな？」

「あ、誤ご魔ま化かしましたね！　まぁいいですけど。はいはい、そうです。超ちよう重くて──」

「だとしたら、コレを見てどう思う？」

　──ズズズッ、と。

　瞬間、そんな典型的な重い物体を引きずるような音が響ひびいた。

「はぇっ!?」

「っ……やはりオレ一人で動かすには骨が折れる……だが、絶対に動かせないというわけではないようだぞ？」

「え、え、な、なんで若は動かせるんですかー!?」

　もちろん、ソレは聖が自分一人の力だけで棺の蓋を動かした音だった。

　この棺が非常に重量があるのは間ま違ちがいないが、「超重い」と口にして匙さじを投げるほど絶望的な重さでは決してないはずだったのだから。

「（まさかとは思うが、この棺、開けるには何か条件がいるとでもいうのか？）」

　とはいえ、今は──

「……後回しにするしかないな。ルーチェ、ここはオレ一人でやる。オマエは少し下がって見ていろ」

　結局、聖は一人でその棺と向き合うことになった。

「（現時点で、母上がオレ達をこの場所に誘ゆう導どうした理由は不明。『炎ほのお』の遺ゆい言ごんも意味が通らない。だが、この棺の中身如何いかんによっては、全すべての真実が明らかになる可能性は十分にある──十六歳の誕生日兼けんクリスマスプレゼント、期待させて貰いますよ、母上）」

　吉きちと出るか、凶きようと出るか。

　聖は渾こん身しんの力を込めて、棺の蓋を開け放った。その中に入っていたのは──
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　──聖の予想の更さらに上を行く存在だった。

「生身の女……だと……！」

　聖は咄嗟に自身の手の甲こうで少女の頰ほおに触ふれていた。

　温かい──人ひと肌はだの温ぬくもりを感じる。加えて規則的に少女の胸は上下しており、薄うす紅べに色いろの唇くちびるからは吐と息いきが漏れている。少女が生きていて、今も呼吸をしていることは火を見るよりも明らかだ。

「わ、若っ！　女の子です！　棺の中から生きた女の子が出て来ました！」

「騒さわぐんじゃない。女なのは見れば分かる」

「っ……そ、そうですね！　さすがに男の子には見えませんもんね。とても可愛かわいい顔立ちで、髪かみもおさげで、胸も大きいですし……あ、でも十字架付けてるのは頂けませんね。さすがに時じ代だい遅おくれですし……」

　錯さく乱らんしたルーチェットが声を震ふるわせながら捲まくし立てた。一方、聖は少女の外見にしか注目していない臣下の言葉に頭を抱かかえながら、

「……母上はオレ達とこの女を会わせたかった、と考えるべきだろうな」

　ルーチェットへの説明も兼かねて、まず一番重要なポイントを聖は口に出して示し唆さした。

　聖達は亡なくなった母の指示通りに、この場所を訪おとずれた。

　すると、そこには謎なぞの少女が眠ねむっていた。

　聖の母は息子むすこの十六の誕生日にこの少女との出会いをプレゼントしたかった──そこまでは間違いないだろう。こんな場所、詳くわしい地図と指示がなければ絶対に到とう達たつすることなんて出来ないのだから。

「（……情報が、まるで足りないな）」

　とはいえ、彼女こそが『炎の中に、あなたの求めるすべての力がある』という遺言に該がい当とうするかまでは分からない。加えて棺の蓋を開けてみても少女が眠りから醒さめる気配はなく、棺の中や周囲に、この少女の正体を記した端たん末まつや文ぶん献けんなども見受けられない。

　手て詰づまりである。

　この少女が何者で、母は何を考えて聖と彼女を巡めぐり合わせようとしたのか？

　現時点で、その疑問に答えることが出来るのは、おそらく──

「起こすぞ、ルーチェ。この女が何者なのか判断が付かない以上、本人に訊きくのが一番手っ取り早い」

　少女本人しか、いないはずだ。

「やっぱり若は全く躊躇ためらわずにそうしちゃいますか……ホント短気ですね……もう少し待ってたら勝手に起きてくれるかもしれませんよ……？」

「阿あ呆ほう。蓋を開いてすぐに起きなかったのだから、どうせ待っても無む駄だだ」

　あやふやな情報は事態を迷めい走そうさせるだけ。だとすれば、本人に直接尋たずねてしまうのが一番早くて合理的だろう。となると、肝心の起こし方だが……。

「…………ひとまず外部から刺し激げきを与えてみるべきだな。ルーチェ──殺さない程度にブン殴なぐってみろ。顔……は流石にマズいか。腹がいいな」

「はぁっ!?　な、何言ってんですか若!?」

　まず衝しよう撃げきを与えてみる──一番分かり易やすい目覚めさせ方だと思ったのだが。

　が、しかし、聖の思おも惑わくとは異なり、ルーチェットは八や重え歯ばを剝むき出しにして唇を尖とがらせると、

「お、女の子をいきなり殴るなんて駄だ目めです！　しかも自分の手を汚さずに、それを部下にやらせるとか！　最低過ぎますっ！」

「じゃあ、どうしろと言うんだオマエは」

「えっ、あ……そ、そうですね…………ハッ！　私、ちょっと思ったんですけど！」

　と、ここでルーチェットがぽつりと言った。

「──このシチュエーションって、あのおとぎ話とそっくりじゃないですか。だって『林りん檎ご』と『森の中で眠ってる女の子』ですよ。若もそう思いません？」

「……まぁ。そうだな」

　聖はあまり気乗りしない様子で相あい槌づちを打った。

「確かに、要素だけを抽ちゆう出しゆつすれば『白しら雪ゆき姫ひめ』と大いに酷こく似じしている」

「ですよね！　森の中に林檎があって、女の子は棺ひつぎで長い眠りについているわけです！　そうなると──この子を目覚めさせる方法も決まっているのではっ!?」

　白雪姫。

　細かい話は割かつ愛あいするが、毒林檎を食べて深い眠りについてしまった美しいお姫様を、王子様が目覚めさせるシーンがこの話のクライマックスに当たる。

　そして、ここでお姫様を覚かく醒せいさせる重要な鍵かぎとなっているものが──

「キス、しろと……？」

　呻うめくように聖が言った。

　白雪姫と王子様のキス。キスによる解かい呪じゆ。それは古今東西のキスを鍵とする物語にも大きな影えい響きようを与あたえている手法だった。

　この手の話題に目め聡ざといルーチェットはテンションを更に上じよう昇しようさせて、

「そうですそうです！　やはり眠ったお姫様を目覚めさせるには、王子様のキスしかないのではないでしょうか!?」

「残念だが、オレは王子などという上等な存在ではない」

「いやー似たようなもんじゃないですかー。やっぱキスしかないですよキスしか！」

「……」

　正直、聖的には閉口せざるを得ない気分だった。確かに白雪姫と現状とが符ふ合ごうする条件は多い。だが──同じくらい、違い和わ感かんを感じる部分も多くあるのだ。

「（『鏡よ鏡、世界で一番美しい女性は誰でしょう』……その言葉に当て嵌はまる存在こそが白雪姫であるべきだとすると、この女は明らかに配役ミスではないか……？）」

　マジマジと少女の顔を眺ながめながら、聖は頭かぶりを振ふった。

　少女は一言で表すなら──とにかくひたすら「普ふ通つう」だった。

　顔立ちはそれなりに整っていて、決して不細工ではないし、ルーチェットのように「可愛い」と賞する者もいるだろうが、少なくとも顔の系統は決して「美しい」系ではない。

　つまり「姫」などという呼こ称しようは、決定的に似合わない。

　肩かた口ぐちに垂らした左右二本のおさげは、まさに凡ぼん庸ようの証明だし、ただ一点、胸部の非常に豊かな膨ふくらみだけは平へい凡ぼんとは懸かけ離れているかもしれないが……まぁ、聖にとってはどうでもいいことである。

　全体的な印象としては、雑ざつ踏とうに紛まぎれていたら誰もが振り返ることなく街に溶とけ込んでしまう──本当に、どこにでもいそうな少女にしか見えなかった。

　これで白雪姫？　いやいや……身の程ほど知らずにも程があるのではないか？

「それに『据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ』とも言いますし！　若もそろそろ女性の扱あつかいを覚えてもいい年とし頃ごろで──」

「そんなにキスがしたいなら、オマエがしろ」

「ぎにゃっ!?」

　そんな主あるじの思いなど露つゆ知しらず、依い然ぜんとして「王子様のキス」をガン推おしする侍じ従じゆうのやかましさに聖はイラッと来てしまった。聖はルーチェットの後頭部をグイッと片手で押し込み、力ちから尽ずくで少女の唇に彼女のそれを重ね合わせようとしたのである。

　が、その寸前──唇間距きよ離り数センチというところでルーチェットは踏ふみ止とどまる。膝ひざをプルプルと震えさせながら、グギギと聖の方を見上げると、

「な、な、なぁっー!?　なんてことするんですか、若ァー!?」

　ルーチェットは、ギリギリで乙女おとめのボーダーラインを死守しながら絶ぜつ叫きようした。

　一方、聖はまるで地面に這はいつくばる虫を眺める時のような目でルーチェットを見下ろしながら、

「軽々しくキスなどという言葉を連呼するはしたない家臣に罰ばつを与えている」

「私は別にはしたなくなんてないです！　というか、なんで女の私がキスしないといけないんですか!?　意味不明なんですけど!?　コレはもはや白雪姫への冒ぼう瀆とくでは!?」

「白雪姫の逸いつ話わには諸説あるが、くちづけをする場合、肝かん心じんなのはとにかく喉のどに引っ掛かかった毒林檎を白雪姫が吐はき出すことにある。王子の持つ魔ま法ほうの力か何かで姫が眠りから醒めるわけではないのだ。つまり、キスをするのは男である必要はない」

「な、なんという非生産的な解かい釈しやくを……」

「知るか阿呆。さっさとやれ。舌でも何でも入れて舐なめ回すことも許可してやる」

「イ、イヤですー！　私はそんな軽い女じゃないですし、超ちようノーマルなんですぅう！　女の子相手はボディタッチまでなんですぅうー！」

「ッ……オマエ、そんなに自分が嫌いやなことをよくもオレにやらせようと──」

　半分キレ気味になった聖は更に右手に力を込め、ルーチェットの顔を少女に押しつけようと躍やつ起きになりつつあった…………そして。

　──そんな、瞬しゆん間かんだった。

「う…………」

　棺の中から、奇き妙みような声が漏もれたのは。

　聖のモノでも、ルーチェットのモノでも、果ては未いまだに姿を見せない三人目、エルクのモノでもない。二人が初めて耳にする女の声だった。透すき通るような美声ではないし、特別高くも、低くもない。あえて言うならば──なんとなく馴な染じむ、声。

「ぁ……」

　ぱちり、と──聖達が身構える余よ裕ゆうもなく、渦か中ちゆうの少女が瞼まぶたを開いたのだ。少女は茶色い瞳でもって、眼前で揉もみ合う聖達を怖こわ々ごわと見上げ、そして。

「えっ──!?」

　かすかな悲鳴を嚙かみ殺した。

　瞳。

　眠りにつく際、瞳は必ず閉じられるものだ。

　故ゆえに外部からは無む理り矢や理りに瞼を抉こじ開けでもしない限り、その奥の眼球の様子を窺うかがうことは出来ない──その瞳が何色なのかを、確かめることは出来ない。

「（茶色い瞳……だと……待て、まさかこの女は……！）」

　聖は既すでにこの世界には存在しないはずの瞳の色を携たずさえた少女を見下ろして、その可能性を一いつ切さい考こう慮りよに入れなかった己おのれの浅せん慮りよさを呪のろった。

　聖自身の──血のように赤い紅色の瞳を見開きながら。

「あ、あなた達、何をやって……えっ……？」

　時間差、だった。

　聖もルーチェットも他ほかにも何かをしなければ目を醒まさないと勘かん違ちがいをしていたのである。別に王子様の魔法のキスなんてものは必要なかった。

　棺を開けたことで、少女は、永い眠りから──目覚めたらしかった。

「……あの、それはいいんですけど……二人に……ちょっとお訊きしたいことがあるんです。ええと、よ、よろしいでしょうか……？」

　少女が薄うす紅べに色いろの唇くちびるを僅わずかに動かした。

　唇。

　これも瞳と同様だ。睡すい眠みんの際、閉じられた唇は指を突つっ込んで確かく認にんでもしない限り、その奥に秘ひめられた歯列の様子を窺うことは出来ない。

　──その中に、異様に吸発達した血鋭い犬歯歯が存在するか否いなかを確かめることは出来ない。

　聖は少女の真白い歯に視線を落とし、そして確信する。

「もしかして、赤い瞳をして牙きばを生やした二人は…………吸きゆう血けつ鬼きなんじゃないですか？」

「（この女は、人間だ……!!）」

　少女が自分達、吸血鬼とは異なる存在──人間であるという事実に。
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　唐とう突とつな質問の回答に窮きゆうし、立ち尽つくす聖達に業ごうを煮にやしたのか、少女がゆっくりと身体からだを起こした。

「っ……！」

　一方、二人はそれに応こたえるかのように、一歩、二歩、三歩と後あと退ずさり、距離を取る。気が付くと、少女と二人の間合いは数メートル近く開いていた。

　仲良く起き抜ぬけの談だん笑しようをする──そんなことが出来る雰ふん囲い気きは、一切存在しなかった。

　と、ここでぽつりと少女が口を開いた。

「血のように赤い瞳、発達した牙……吸血鬼の特とく徴ちようそのもの……多分、合ってるはず。でもなんでかな……『機関』の人じゃないと《聖棺アーク》を開けることは出来ないはず……だよね。あ、そうだ。私が目覚めたってことは風ふう華かも……」

「『機関』……《聖棺アーク》……？」

　得体の知れない言葉が並ぶ。

　だが、少女に対する警けい戒かい心しんを聖が限界まで引き上げるには、一つの圧あつ倒とう的な真実さえあれば、それで十分だった。

「（母上に人間の知り合いなどいるわけがない……！）」

　吸血鬼は棺の中で眠ねむる生き物──そんな古典的な描びよう写しやに影響されたわけではないが、聖は少女が茶色い瞳を見開き、吸血歯の存在しない歯列を露あらわにするまで彼女のことを吸血鬼だと完全に誤解していた。

　だが、違ちがった。少女は人間で、聖の母は気高きレディドラヴァンキユパイアリアなのである。

　両者に接点があるようには思えない。

　だとすれば、今、聖達の前にいるのは──

「あの……お二人が私のことを起こしてくれたのは、お礼を言います。ありがとうございます。でも私、その……すいません！」

　──聖の母とは何の関係も無い、超危険人物！

　真っ直すぐ聖の方を見つめながら、少女は腰こしを落とし、スゥッと右の拳こぶしを握にぎり締しめた。

　瞬間、

「若、危ない！」

「なっ……!?」

　叫さけび声と共に聖と少女の間にルーチェットが身体を滑すべり込ませ、大きく両手を広げた。

　続けざまに少女が言った。

「戦う力のない人々を守るために吸血鬼は──一人残らず殺さないといけないんです」

　拳。

　少女の振り上げた拳は目にも留まらぬ速さで聖を庇かばったルーチェットに炸さく裂れつし、彼女の身体をピンボールのように吹ふき飛ばしたのである。

「グッ……」

「ルーチェ！」

　ルーチェットの身体は数十メートル近く吹っ飛ばされ、空くう洞どうに生えていた林りん檎ごの樹きの幹に背中から衝しよう突とつし、ようやく止まった。

　ミシミシと針葉樹を彷ほう彿ふつとさせるほど背の高い林檎の樹が枝葉を揺ゆらし、その衝しよう撃げきで樹に実っていた果実がぼとぼとと音を立てて落下する。

　さながら、その光景は大おお粒つぶの赤い雨が降っているように思えた。

「──っづあぁ！」

　赤い雨が降ろうとも、二人の動きは止まらなかった。

　樹の幹に叩たたき付けられたルーチェットは背骨を竹刀しないのようにしならせ、すぐさま体勢を立て直し、両の脚あしで大地を踏みしめた。

　瞬間、ルーチェットの身体に変化が起こった。

　ぱっくりと背中が開いたナイトドレスの間から、二本の翼つばさが出現したのである。

　もちろんソレは天使や鳥のソレではない。彼女のルーツをそのまま反映させた──禍まが々まがしい蝙蝠こうもりの翼だ。ルーチェットは自身の翼の飛ひ膜まくを一度、大きく震ふるわせると、

「若は、私が守──」

　拳を構えた少女に向かって、真っ直ぐ飛びかかろうとした。

　しかし。

「それは、無理だと思います」

　──その飛ひ翔しようは、想像を絶する障害によって妨さまたげられることになる。

　巨きよ大だいな翼をしならせ、空へと舞まい上がろうとしたルーチェットの靴くつ底ぞこが、まるで接せつ着ちやく剤ざいでくっつけたかのように地面に吸着したのだ。

「なっ……!?」

　違う。靴底が、地面にくっついたのではない。

　その逆だ。

　地面が、大地が、空洞一帯を覆おおっていた土が──まるで意志を持ったかの如ごとくルーチェットの両りよう脚あしを捕とらえ、地面に引きずり下ろしたのである。

　少女は言葉を僅かに詰まらせながら続けた。

「翼……あなたは飛べるみたいですけど……ごめんなさい。私、空を飛べる相手って苦手なんです。だから、絶対にやろうと決めていることがあって、」

　少女の胸むな元もとを飾かざる十じゆう字じ架か──その中央に塡はめ込まれた琥こ珀はく色いろの石が微かすかに煌きらめいた。

「空を飛べる方は、その前に、倒たおさせて貰もらいます」

「ッ──」

　瞬間、ルーチェットの眼前、数メートルほどの地点から──突とつ如じよとして巨大な土の柱が隆りゆう起きし、彼女の腹部を直ちよく撃げきしたのである。

　そして──紅色の飛沫しぶきが辺り一面にぶちまけられる。

　鮮せん血けつ。

　突き刺ささる。深々と。抉えぐるように、土柱が。ルーチェットの闇やみ色のナイトドレスは紙切れのように大穴が空き、それと同じくらい巨大な一いち撃げきが深々と彼女の腹部を抉った。

　翼と翼の間から、紅色に染まった土柱が突き出る。

　喩たとえるならばまるで──串くし刺ざし公「ヴラド・ツェペシュ」が生きたままの使者を槍やりで貫つらぬいて殺害した「ドラキュラ伝説」のように。

「ガッ、ぁっ……」

　ルーチェットが唇から嘔おう吐としたかのような勢いで吐と血けつする。

　しかし、土の柱はまるで大だい蛇じやのように、尚なおも彼女に食くらいつく。

　土柱はルーチェットを串刺しにしたまま急きゆう上じよう昇しようし、すぐさま恐おそろしいスピードで大地に向けて下降し始めた。まるでジェットコースターの先せん端たんにでも轢ひかれたかのように、ルーチェットの身体を引き摺ずって、ひたすら伸のびに伸び──林檎の樹木に激げき突とつする。

　その激突の衝撃に林檎の樹木が耐たえることなど出来るわけもなくて。

　ミシミシと軋きしむ音を立てる暇ひまもなく樹木はアッと言う間に拉ひしげ、木もく片へんを撒まき散らし、バラバラになって砕くだけ散った。

　先さき程ほどの拳の一撃とは、破は壊かい力がまるで別物だった。ドミノのように周囲の樹木を巻き添ぞえにして破壊は連れん鎖さする。樹の幹が打ち壊こわされたため、当然上空からは林檎の枝葉や果実が落下し、さながら辺り一面は土ど砂しや崩くずれが起こった崩ほう落らく現場のようになる。

　舞う木片、緑色の葉、押し潰つぶれた果実、土つち埃ぼこり……。

　たった数十秒、いや十数秒の間で、神秘的な雰囲気を携えていた地下空洞は完全に一変してしまった。そこに残ったのは純じゆん粋すいな破壊の片へん鱗りんだけ。

　そして、二人の少年少女だけ。

「次は、あなたの番です」

　大地を踏ふみしめ、少女が聖に向かって言い放つ。

「見る限り、あなたには戦せん闘とう能力はないようですが、こちらの意志は変わりません。吸血鬼を全すべて殺すことが私の使命です。それはたとえ、あなたのような無力な──」

「一つだけ、言わせて貰いたいことがある」

　唐突に聖が少女の言葉を遮さえぎった。少女は少しだけ気分を害されたような表情を浮うかべたものの、グッと奥歯を嚙かみ締め、首を縦に振ふった。

「……どうぞ。私を目覚めさせてくれたのですから、遺ゆい言ごんぐらいならば」

「すまない。恩に着る」

　そしてぽつりと、まるで忘れていた何かを思い出したかのような口調で、言った。

「遅おそかったな、エルク」

　少女ではない、相手に対して。

　その瞬しゆん間かんだった。

「──────」

　少女が気配のした方を振り向むいた時には──もう全てが終わっていた。

　ドン、と音が鳴る。

　それは代表的な喩えとしては「火薬が破は裂れつした時の音」というのが一番ポピュラーではあるが、他ほかにこういう喩えも存在する。
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　──トラックに衝突し、人が吹き飛ばされる音、と。

「若から離はなれないかッ！　下げ賤せんな女！」

　唸うなりのような叫びと共に、金色の影が突如として少女の背後に出現した。

　そしてその影は全体重を乗せた巨大なハンマーの如き鉄てつ拳けんで──少女の顔面を真っ正面からブン殴なぐったのである。

「ッ…………！」

　瞬間、まさにトラックに衝突した通行人のように、少女の身体は常人の眼では捉とらえられない有り得ない速度で宙を舞った。しかも、それは先程、ルーチェットが少女に殴り飛ばされた時のような綺き麗れいな飛翔とは完全に別物だった。

　というのも一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなしに下方に向けて叩きつけるように振るわれた拳は、当然のように下向きのベクトルを帯びていたからだ。

　つまり、激突した対象は──決して水平には飛ばない。

　故ゆえに宙を舞った少女はまるで水面を跳はねる水切りの石のように地面に何度もぶつかって落ちては跳はね飛び、また墜つい落らくしては跳ね、彼女の力の根源である大地と数え切れないほどに痛つう烈れつな衝突を繰くり返し、それどころか未いまだに健全な幹を保っていた林檎の樹木を何本も粉ふん砕さいし、ぐちゃぐちゃに回転しながら──地下空洞の最奥、岩いわ肌はだの突つき出た岩がん盤ばんに激突して、ようやく止まったのだった。
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　死んだ。

　間ま違ちがいなく。

　もはや人の姿を保っていられるかどうかすら怪あやしいほど、徹てつ底てい的に。

「ハハハハ……ハハッ……お、脅おどかしてくれる……！」

　自然と、聖の口元に笑い声が漏もれていた。

　──謎なぞの人間の少女は、撃げき退たいされた。

　ルーチェットが一いつ瞬しゆんで斃たおされた時はどうなることかと思ったが、聖はすぐさま空洞の内部を飛翔する「制せい御ぎよされた蝙蝠」の数が一気に増えたことに気付いたのだ。

　これには、二つの意味がある。

　一つが蝙蝠を自由に操あやつることの出来る能力……ルーチェットが存命であること。

　一つが大量の蝙蝠に先導され、絶賛迷子中であった「聖のもう一人の臣下」の到とう着ちやくが間に合ったということだ。

「若！　ご無事ですか!?　合流するのが遅おくれてしまい、申し訳ありませんでした！」

　すぐさま、もう一つの声が。

　聞き慣れた声だ。ルーチェットとは、また違ちがった意味で喧やかましく、同じく違った意味で日々聖の頭を悩なやませている臣下──

「……謝らなくていい、エルク。今回ばかりはオマエの暴走癖へきに助けられた」

　エルク。

　それこそが「金こん色じきの影」の正体だった。身の丈たけは二メートル、全身は黄金のような体毛に覆われ、鋼のような筋肉に包まれた身体からだが繰り出す拳こぶしは戦せん車しや砲ほうにも匹ひつ敵てきし、体重はゆうに二百五十キログラムを超こえる狼おおかみと人の身体が融ゆう合ごうした金の人狼──金狼である。

「そ、それならば良いのですが……さっきの女はいったい……？」

「人間だ」

「に、人間ですか!?」

　人狼にとっての表情はすなわち獣けもののソレであるため、厳密に感情を読み取るのは少し難しい。だが、幼少の頃ころからエルクと面識のある聖にとってみればその程度は慣れたモノである──エルクは相当に驚おどろいている様子だった。

　あの一瞬で、少女が吸きゆう血けつ鬼きでないことに気付くのは難しいはずだ。

　聖は鷹おう揚ように一度だけ頷うなずくと、

「ああ。だが、オマエの判断は間違っていなかった。一歩遅ければ、オレは殺されていただろうからな。護衛役としては完かん璧ぺきな仕事だ」

「な、なんと……！　そ、そういえば、ルー姉は……!?」

「ルーチェか？　蝙蝠が動いているから生きていると思うが……それに、アイツの中には父上の血が入っているから、そう簡単に死ぬことは──」

　そこまで言い掛かけた瞬間だった。

　──聖の脳のう裏りに、得体の知れない違い和わ感かんが込み上げて来たのは。

　だが、聖にはソレが何なのか分からなかった。ただ一点、あえて言うのならば──大地が、奇き妙みような唸り声を上げたような気がした。

　そしてそれは。




「……私が、この程度で死ぬと思われるのは、心外です」




　──紛まぎれもない、真実だった。

「ぐッ、があああああああああッ！」

「なっ……エ、エルク!?」

　突如として、少女が殴り飛ばされた方向から凄すさまじい物体が発射されて来たのである。

　それは、一言で言うならば「岩のミサイル」だった。

　太さは直径五十センチ、長さは三メートルにも及およぶ巨きよ大だいなモノで、先程ルーチェットを串刺しにした土の槍を更さらに数倍巨大にして、飛び道具として行使したと考えれば理解し易やすい。だが、その破壊力は並なみ大たい抵ていのモノではない。

　そして、速度もだ。発射速度は完全に常人の理解出来る領域を超え、まさにジェット戦闘機の飛行速度にも迫せまる勢いだった。

　まともに回かい避ひ行動を取ることも出来ずに直撃を受けたエルクは、まさに先程自分が少女を殴り飛ばした時の意い趣しゆ返しとも言うべき要領で、林りん檎ごの樹木を何本も薙なぎ倒しながら地下空くう洞どうの壁へき面めんまで吹ふき飛ばされ、岩のミサイルによって岩いわ壁かべに磔はりつけにされてしまった。

　轟ごう音おん。

　エルクの全身から噴ふき出した血液によって、土色のミサイルが一瞬で紅色に染まった。

「ば、馬ば鹿かな……」

　そして聖は、そんな現実に俊しゆん敏びんな反応を示すことが出来なかった。

　ようやく数秒後、思考が実際に起こったことに追い付いて来る。

　辺りには粉ふん塵じんだけが舞まい、聖は口をあんぐりと開け、眼を見開き、茫ぼう然ぜん自じ失しつの呻うめき声を漏らすことしか出来なくなっていた。

　──死んだ？

　──間違いなく？

　──徹底的に？

　馬鹿だ。完全に見誤った。どうして、そんなことを思ってしまったのだ。

　何故なぜ、安あん堵どした。何故、油断した。

　ルーチェットを造作もなく倒たおせるほどの相手ならば、彼女よりも戦闘力で劣おとるエルクの不意打ちが炸さく裂れつしたとしても、それが即そく勝利に繫つながるわけがないというのに……！

　この瞬間、聖は痛感した。心の底から理解した。

　少女が「埒らち外がい」の存在であるということを！　聖の常識からは決定的に掛け離れた存在だということを！

「……もう一度、さっきと、同じことを言います」

　粉塵の向こうから、ざくり、ざくり、と大地を踏み締しめながら少女が姿を見せた。

　驚くべきことにエルクにあれだけの勢いで殴り飛ばされたというのに、少女は全くダメージを受けた様子がなかった。

　言い換かえよう──あれだけの破は壊かいをその一身に受けたというのに、少女は血を一いつ滴てきも流していなかったのである！　これはどれだけ異常なことだろう！

　そして土色の瞳ひとみで聖を見み据すえ、囁ささやくような声で少女が言った。

「──次は、あなたの番です」

「っ……！」

　少女の様相が先さき程ほどと明確に異なっていた。

　言うなれば「武器」と「鎧よろい」を纏まとった状態とでも言うべきだろうか？

　両りよう腕うでと両りよう脚あしそれぞれに鉄てつ塊かいから直接刳くり貫ぬいたような無骨なデザインの籠ガント手レツトと脚甲グリーブが出現していた。これが「鎧」だ。そして肝かん心じんの「武器」はというと──

「杭くい打うち機……！」

　少女の右手に顕けん現げんしていたのは巨大な機械と──銀色に輝かがやく杭とが一体化した禍まが々まがしい武装だった。

　ベースの色は金属で言うならば銅に近い土色で、所々に血色のラインが入っている。

　二の腕うでの辺りに楕だ円えん形のボックスのような物体が展開し、嚙かみ合った無数の歯車ギアがグルグルと内部で回転し、ボックスから伸のびた八本の鈍にび色いろのアーム一本一本がギチリと少女の右手に食い込み、腕と武装とを固定していた。

　そして要は、腕と水平になるようにボックスの中央を貫かん通つうした──少女の身の丈すら超える巨大な銀色の杭である。

　──吸血鬼を殺すにはどうすればいい？

　古来、吸血鬼は数多あまたの弱点を備える種族として扱あつかわれてきた。日光を浴びれば灰になるのも、ニンニクが苦手なのも、十じゆう字じ架かを凝ぎよう視し出来ないのも、銀が苦手なのも、それらの大半が教会とフィクション由来の大おお噓うそなのだが、その中に、こんな一説がある。

『吸血鬼は心臓に杭を打ち込まれれば死ぬ』

　少女の武器。

　それは吸血鬼だけではなく大地……その先にある惑わく星せいそのものすら打ち抜ぬけそうなほどに巨大な対吸血鬼戦用の格かく闘とう兵装──撃パイ滅ルバ杭ンカーだったのである。

「超ちよう攻こう撃げき型可変式血けつ脈みやく霊れい装そう《ヤツカハギ》……壱いちの腕《悪あく路ろ王おう》。ご希望があるようでしたら、こちらを使わせて頂きます。吸血鬼退治には、やっぱり杭ですから」

　言いながら少女がスゥッと右みぎ腕うでを引き上げ、聖の心臓を巨大な銀色の杭でもって指し示した。いつでも聖の命を奪うばうことが出来る、と断言するかのように。

　その声こわ色いろは極きわめて冷れい淡たんだ。

　戦いを二つも終えた後だというのに、その口くち振ぶりからは一いつ切さいの感情の隆りゆう起きを窺うかがうことが出来なかった。スイッチが入っている──と聖は感じる。目を醒さました直後に少女が見せた柔にゆう和わな表情とはまるで別人だ。処理をする状態になっている、と言えるのかもしれない。

　何を？　言う迄までもない。

　吸血鬼を、だ。

「…………凄すごいな、オマエは。オレは生まれてから、こんなにも強い相手を……いや、こんなにも強大な『力』を持った相手を初めて見た……」

　少女が淡々と答えた。

「吸血鬼に褒ほめられるとは思いませんでした」

「そうか。オレも人間を褒めるなんて考えたこともなかったよ」

　それは、聖にとって心の底からの賛美だった。

　少女は強い。

　圧あつ倒とう的に、ありえないほど、異常なほどに。

「（ルーチェ、エルク……すまんな。今から少しだけ、オマエ達のことを忘れる。オレの目的が達成されたら、介かい護ごだろうと応急手当だろうとしてやる。だから今は──待て）」

　聖はルーチェットとエルクが倒れているであろう場所を横目で確かく認にんした。

　粉塵が舞い、未いまだに樹木が拉ひしげ、砕くだけ散る音が周囲に響ひびき渡わたっているが、吹き飛ばされた二人の姿を確認することは出来なかった。

「（母上、あなたが何を考えてオレ達をこんな場所へと導いたのかは後でじっくりと考えることにします。ただし、これだけは今、言わせて下さい──）」

　聖は二人の戦いを──いや、ここまで一方的なやり取りを戦いと言ってしまっていいのかは疑問が残るが、とにかく二人の交戦を見ていることしか出来なかった。

　結果だけ見れば、聖の状じよう況きようは「最悪」の一言だ。

　聖を庇かばったルーチェットとエルクは少女に蹂じゆう躙りんされ、少女は次に聖を攻こう撃げきしようと身構えている。

　絶体絶命の危機。

　明確な死のリアルがそこにはある。焦しよう燥そう、動どう揺よう、憤ふん慨がい、そして恐きよう怖ふ……鈍色に濁にごった負の感情が彼の内面に氾はん濫らんしていることは想像に難かたくない──はずだった。

「（最高の誕生日プレゼントをありがとうございます……！）」

　そもそも──何を求めて、聖はこの富士樹海最深部の地下空洞を訪おとずれたのか？

　つまり、彼の目的だ。

　それは極めてシンプルで、そして非常に困難な願い──力を手に入れること、だ。両親を殺した相手に復ふく讐しゆうするための力を手に入れることだ。

『炎ほのおの中に、あなたの求めるすべての力がある』

　そう語っていた母の遺ゆい言ごんは不発に終わった。

　未だ「炎」は少年の前に現れず、霊れい峰ほうの地下深くで聖が出会ったのは──「炎」ではなく「大地」の少女だった。だから母の遺言のことは、今はもう忘れる。

　今はもう、いいのだ。

　聖が興味を持ったのは──「大地の少女」だったのだから。

　聖は、魅みせられてしまった。聖は、抗あらがうことが出来なかった。

　聖自身のための力を手に入れるのではなく、この少女の「力」を利用して自らの目的を叶えることが出来るのではないか──という甘美な想像に！

「（どうすればいい。どう振ふる舞い、どう会話し、どう話を展開させれば、目的を達成することが出来る？　考えろ。最善策を見付け出せ）」

　かつてない速度で聖の思考は回る。血液が──吸きゆう血けつ鬼きとしての血液が、巡めぐる。

　逡しゆん巡じゆん、そして到とう達たつ。

　ゴールまでの答えは、すぐに導き出せた。

　今自分が向き合っている相手の強大さと、やろうとしていることの大きさに口こう端たんが自然と歪ゆがんでしまいそうになる。だが、そんな態度は欠片かけらも外には出さない。

　少なくとも、今は。

　この少女を手に入れるまでは。

「おい、女」

「……遺言ですか？　駄だ目めです。もう受け付けません。不意打ちなんかしても私には全く効かないと言っていなかったのは悪いとは思いますが──」

「違う。そうじゃない」

　聖の言葉を一いつ蹴しゆうしようとした少女の台詞せりふの上から被かぶせるように、聖が言った。

「──女。オマエの名前を教えろ」

　この一言を契けい機きに、少年と少女を巡る空気はガラリと一変することになる。

　まるで静せい寂じやくが波打つかのように。

　二人の立ち位置は──一気に逆転する。
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　一いつ瞬しゆん、相手に何を言われたのか、少女には全く理解が出来なかった。

「（な、名前……？）」

　少女の心の中に浮うかんだのは、ファンタジー小説のシチュエーションだった。

　そういうフィクションの中には時々、妙みように礼節を重んじるキャラクターが出て来ることがあった。彼らはたとえ相手が明確な悪人だとしても戦う際には名乗りを上げる。

　騎き士し道どうという奴やつだ。

　が、少女は別に騎士ではないし、これまで受けて来た訓練でも吸血鬼と対たい峙じした際、自分の所属を明らかにするような教育は一切受けていなかった。

　重要なのは、有う無むを言わさず──彼らの息の根を止めること。

　そこには言葉すら必要ないのだ。

　事実、これが長い冷れい凍とう睡すい眠みんから目覚めた直後でなければ、相手と言葉を交わらせることすら少女はしなかったと思う。だって吸血鬼は「悪」なのだから。彼らは人間の暮らしを脅おびやかす絶対的な襲しゆう撃げき者であり、少女のようなクルー吸血鬼スニクハンターにとって駆く逐ちくしなければならないターゲットでしかないのだ。

　言葉は要いらない。必要なのは──握にぎり締めた拳こぶしだけ。だから、少女に対話を試みる意志は存在しなかったし、逆に向こうにもそんなモノがあるだなんて考えていなかった。

　いま、この瞬しゆん間かんまでは。

「名前だ。早くしないか」

　少年が苛いら立だった声色で急せき立てる。少女はさすがに黙だまっていることが出来ず、

「あ、あなた、いきなり何を言い出──」

「聞こえなかったのか？　ならばもう一度だけ訊きく。名前だ。オマエの名前を教えろ。このままでは呼び難にくいだろうが。さっさと答えないか。このウスノロが」

「えっ……!?」

　聖の問い掛かけに、少女は目を白黒させるしかなかった。

　ウスノロ！

　まさかそんな単語を初対面で投げつけられるなんて全く想像していなかったのだから。

　怒いかりよりも何よりも、困こん惑わくと驚おどろきが少女の胸を打った。

　少女自身がウスノロなのかどうかはともかくとして──いきなりそんな罵ば倒とうをして来た相手の少年が「吸血鬼」という範はん疇ちゆうを超こえた、全く未知の存在に思えて仕方がなかった。

「え……あ、あの……」

「それとも何か？　相手に名前を尋たずねる時は、先に自分から名乗るべきだとでも言いたいのか。ふむ……だが、そうだな、一理ある意見だ。では先にこちらから名乗ろう。オレの名は宝たから泉いずみ聖。覚えておけ。これから長い付き合いになるはずの名だ」

「な……長い付き合い……？」

「そうだ。第一、その場限りの付き合いならば名前の交こう換かんなどする必要はないだろう？」

「は、はぁ……」

　結局、まともな回答を用意出来ないでおたおたしているうちに、少年がその数倍の量の言葉をぶつけて来るわ、ついにはこちらは何も言っていないのに自己紹しよう介かいまでされてしまう始末である。

　もうこれでは完全に「対話」である。

　人と、そして吸血鬼との。

　──少女は何の感かん慨がいもなく「処理」するべき対象であったはずの吸血鬼と、流されるままにコンタクトを取ってしまったのだ。

　ちなみに、少女が戦いの最中にいきなり話し掛けられれば毎度こうして相手の言うことを聞いてしまうようなお人好よし──というわけでは勿もち論ろんない。

　相手が違ちがえば、少女だってその言葉に全く耳を貸さなかった自信がある。

　だが、相対している吸血鬼……聖と名乗った少年の底知れない圧力のようなモノがそこに大きな影えい響きようを及およぼしていた。

『彼の言葉に耳を塞ふさぐことが出来ない』

『何故なぜだか、話を聞かなくてはならないような気分になる』

　それら息いき遣づかい、口調、内容、間の取り方──全すべてが考え抜かれ、洗練された巧たくみな話術の結果であるということを少女は気付いていなかった。

　スイッチは、完全に切り替かわっていた。

　ヴァンパイアハンターとしての仮面を取った少女は、先さき程ほどまでとは打って変わって別人のような狼ろう狽ばいぶりを露ろ呈ていしてしまう。

　なぜなら、それこそが少女の「素す」だからだ。

　普ふ通つうの年とし頃ごろの女の子と同じく当たり前のように喜び、笑い、哀かなしみ、泣き、怒おこる──そんな、辺りを見回せば、どこにでもいるような少女の姿に。

「し、しっかりしないとこの人は吸血鬼で、しかも見るからに邪じや悪あくそう……悪い人にしか見えない……騙だまされちゃダメだ！　それに隙すきを突ついて私の血を吸おうとしてくるかもしれない……！）」

　少女は我に返った。

　そうだ。これは彼の策略に違いないのである。なにしろ彼は今し方まで自分に殺され掛かっていたし、彼の力が少女に全く及ばないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだから。

　断言してもいい──宝泉聖には、ほぼ間ま違ちがいなく一いつ切さい、戦せん闘とう能力がない。

　生せい殺さつ与よ奪だつの権利はこちらにある。

　いや違う、こちらにしかないのだ！

　少女にとって彼に何らかの配はい慮りよをする必要は一ミリも存在しない！

「っ……な、名乗りませんっ！　あなたは、おかしいです！　ど、どうして私がこれから殺そうとしている相手に自分のことを話さなくちゃいけないんですか……!?」

　少女は出来る限り気き丈じようにキッと聖のことを睨にらみつけた。

　が、すぐさま。

「無礼な女だな。互たがいの名前を知ることはコミュニケーションの第一歩だぞ」

「な……ぶ、無礼って、どっちがですか!?　それに私はあなたとコミュニケーションを取るつもりなんてありません！」

「そうか。残念だな……そのせいで後々後こう悔かいすることになっても知らんぞ？」

「なっ……」

「確かに、オマエの言うことは間違っていないだろう。吸血鬼を殺したくて堪たまらないらしいオマエからすればオレと交流を持つことに意味など見み出いだせないはずだ。今は、な。しかし、勘かん違ちがいしているようだが──オマエはオレを殺すことは出来ない。だから、名前を教えろと言った。簡単な話だ」

「…………」

　少女が反論すれば、すぐさま倍の言葉でもって、その論を叩たたき潰つぶされる。混乱は更さらに加速し、終しまいには半ば諦あきらめの極地にすら達していた。

「（どうしよう……この人が何を言っているのか、よく分からない……私がこの人を殺すことが出来ないって、どういうことなんだろう……私が殴なぐっても死なないってことなのかな……？　それとも何か凄すごい力を持っていて、私が殴ると逆に私が殴られて死ぬみたいなことになるから殺せないってことで……え……な、なんで……？）」

　明らかに聖が武力以外の干かん渉しようでもって場を掌しよう握あくしようと考えていることは、難しいことを考えるのが大の苦手である少女にも、理解出来た。

　だが、困ったことに──その手の争いに、少女は清すが々すがしいほど弱かった。

　元々、少女は戦うこと以外は極きわめて無能だった。

　なにしろ尊敬する九く条じよう教官からも、こんなアドバイスを貰もらっているくらいなのだから。

『×××は頭が悪いんだから、困った時は何も考えずに実力行使に出るのが一番上手うまく行くはずだよ』

　師し匠しよう公こう認にんどころか、もはや自覚すらしているレベルの頭の悪さ──これこそが少女の持つ最大の欠点だった。

　どこにでもいそうなとても頭の悪い普通の少女──それが「吸血鬼と戦うこと」という部分を除いた少女という人間を最も的確に表す言葉なのだから。

「（で、でも、教官……とりあえず殴っちゃえばいいって頭では分かってるのに、な、殴れないです……！）」

　ギュッと右の拳を握り締しめた後、すぐに少女は掌てのひらを開いた。

　彼は吸血鬼で、自分を言い包くるめようとしている悪人──それは十分に理解している。気を抜ぬいたら血を吸われてしまうかもしれないし、下手を打って少女まで吸きゆう血けつ鬼きにされてしまう危険性もある。

　だというのに、少女は彼に向けて拳を握ることすら出来なくなっていた。

　聖の放つ言葉の圧力で、少女は雁がん字じ搦がらめにされつつあった。

「まぁいい。好きな時に名乗れ。そういえばオマエ──いつの時代の生まれだ？　少なくともその格好を見るにさすがに二十世紀以前ではなさそうだが……そうだな、二〇五〇年ぐらいか？」

　と、その時だった。

　聖が妙に思わせぶりな様子で、驚くべき台詞せりふを口にしたのである。二〇五〇年。具体的な年号を耳にした瞬間、少女は弾はじかれたように言葉を紡つむいでいた。

「に、二〇五〇年!?　まだそれほど時間が経たってな──」

　ニヤリ、と聖が笑えみを浮かべる。

「ほう。この年号を耳にして、そういう反応をするわけか。なるほどな」

「ハッ……え、あぁっ……!?」

　少女がこれまでで一番大きな驚きの声を上げ、咄とつ嗟さに口走り掛けた言葉を封ふうじ込めるかのように両手で自身の唇くちびるを塞ふさいだ。カマを、掛けられたのだ。こちらがどんな反応をするかを見て、それを判断材料にしようとした……！

　少女は、悲劇的な気分にならざるを得なくなる。

　──彼は、既すでに自分を掌の上で転がし始めているのだから。

　聖が悠ゆう然ぜんとした態度で続ける。

「今いま更さら、慌あわてても無む駄だだ。大体、意い固こ地じになるメリットは皆かい無むだよ。オレはオマエが過去の時代において、何らかの技術で歳としを取らないよう眠ねむりについていた人間だということをほぼ百パーセント確信している。それに知りたくないか──今が西暦何年なのかを」

「ッ……!?」

「ちなみに、オレから話を聞かなくても『機関』とやらの人間を待てばいい、などと考えているのならば、オマエは大層な大バカだ。そいつらは、ここに来ることはない。来られるわけがない確固たる理由がある。だからこそ、オマエをオレが目覚めさせることになったのだ。さっさと理解した方がいいぞ」

　聖が言った。

「オレと言葉を交かわし、訊いた方が──よっぽど効率的で、手っ取り早いはずだ」

「っ……！」

「是ぜ非ひとも、自己紹介をして貰いたいところだな。オマエが何者で、何の目的でそんな狭せま苦くるしい棺ひつぎの中で何年も眠っていたのかを」

　少女が目を見開くと、聖はソレを見て、小さく唇を歪ゆがませた。

　笑っていた。

　少女が狼狽し、慌てふためく様を見て、喜んでいたのである！

「（あ、悪人……この人は、悪い人だ……私を甚いた振ぶって楽しんでる……！　それにどうして『機関』の人のことについても知って……あ、わ、私が言っちゃったから……!?　どうしよう……目覚めたらその時代の『機関』の人達に従えとしか聞いてなかったし、しかもこの人は『機関』の人が来ない理由も知ってるみたいだし……）」

　頭が痛い。

　けれど、この時代の情報は喉のどから手が出るほど欲しかった。どれぐらい時間が経っているのかが分からなければ、本格的に吸血鬼達と戦う準備を整えることは出来ない。

　どうすればいいのだ。どうすれば──

　と、ここで。

「（あ…………そ、そうだ！　気付きましたよ、教官！　一度、この人の言葉に従ったフリをして色々と話した後、殴って倒たおせばいいんじゃないでしょうか……!?　そうすれば情報が漏もれることはなくなるわけで……そうか、私もこの人のことを利用してやればいいんだ！　だって、どう考えても私の方が力は上なんだし……よ、よし──）」

　少女は一時的に、彼と対話をする決意を固めた。

　そうだ。少女の方がありとあらゆる面で優位に立っているはずなのだ。余よ裕ゆうを持って接すればいいのだ。そうすれば結果は必ず付いて来る──これで行こう！

「み、認めます」

　少女が、肩かたを震ふるわせながら言った。

「確かに、あなたの言った通り、私は過去の人間です。生まれたのは一九九九年で、眠りについたのが西暦二〇一五年のことでした。

　そして私は吸血鬼を駆く逐ちくする者……《吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつ機関ノア》という場所で生まれ育った星の護まもり手、クルースニクです。私達は世界が『予兆』を迎むかえる時まで眠りにつき、地球の皆みなさんが『危機』に陥おちいった時に目覚めることになっていました。それを《方はこ舟ぶね計画》と言って……だから、そ、それがきっと今なのだと思います……」

　少女の説明に聖が満足げに頷うなずいた。

「──協力感謝する。クルースニクというのは吸血鬼ハンターの俗ぞく称しようの一つだな。そして眠りについたのは二〇一五年……それにしても二十一世紀前半とはな。ははは」

「え……な、何がおかしいんですか!?」

「気にするな。深い意味はない。続けろ」

「つ、続けろって、私が生まれた時代については喋しやべりました！　次はあなたの番で──」

　聖がピシャリと言った。

「もう一つ、聞かせろ。理由が知りたい。わざわざ一九九九年生まれであるオマエが摩ま訶か不ふ思し議ぎな眠りについていた理由だ。吸血鬼が殺したいのなら二〇一五年で好きなだけ殺せば良かっただろうに。何故なぜ、わざわざ眠りにつく必要がある？　何が目的なんだ？」

「そ、それは、」

　言うべきかどうか、少し迷った。この根本的な目的は二〇一五年の時点でも謎なぞが多い部分ではあったのだ。ただ、それに加えて、この質問に吸血鬼がどう答えるのか聞いてみたい──その誘ゆう惑わくは極めて甘美だった。

　逡しゆん巡じゆんの後、少女は決断した。

　話そう。

　自分達の目的を！

「私達が眠りについたのは『オリジナルヴァンパイア』達を倒すためです！　私達人間全すべての千年を結集しなければ、途と方ほうもない力を持つ彼らに対たい抗こうすることは不可能なのですから！」

　すぐさま聖は少女の発した「オリジナルヴァンパイア」という言葉に反応した。

　聖は何度か頷き、得心した様子で語り始めた。

「……そういうことか。始祖は不死ではないが不老ではある。逆に人間はどれだけの力を持っていたとしても八十年そこそこで死んだと聞く……。事実、奴やつらが発生するのがせいぜい数百年に一体程度とはいえ、時が経ち、始祖が増えれば増えるほど人間サイドの状じよう況きようは悪くなる──それに対抗するための冷れい凍とう睡すい眠みんか。

　なるほど。その時代、その時代における最強の戦士達を随ずい時じ冷凍睡眠させ、始祖との最終決戦が行われる時代にて一気に目覚めさせる──人間達は面おも白しろいことを考えるな。これならば始祖共が相手でも、一いつ瞬しゆんだけならば、対等の条件で戦うことが出来るわけだ」

「え……し、始祖……？」

　少女は聞き慣れない言葉に思わず訊きき返してしまう。

　すぐさま聖が答えた。

「純血の吸血鬼。生まれた時から混じりけ無しの吸血鬼だった者……『吸血鬼達を吸血鬼にした者』を辿たどって行った時、頂点に来る始まりの八人。全ての源流だ」

「は、八!?　そ、その、オリジナルヴァ──始祖は今、八人しかいないんですか!?　教えてください！　もしそうだとしたら私達が一人で一体を倒せれば、それで──」

「話が逸それているな」

　目の色を変えて聖の言葉に反応した少女に対して、ピシャリと聖が言った。

「あ……え……？」

「必要なことはいずれ全て話してやる。だから、オマエはまず理解しろ──現状を」

　言いながら聖はポケットから自身の携けい帯たいデバイスを取り出すと画面を表示させ、それを少女によく見えるように翳かざした。

「西暦、二二二八年十二月二十五日。聞きたがっていた今日の日付だ。証しよう拠こも出そう。これはおそらく二〇一五年の世界にも同系統のデバイスが存在しただろうが、いわゆる携帯端たん末まつの一種だ。これには暦こよみを表示させる機能があって、端末内の日付はネットワーク上で自動的に同期されるようになっている。もちろん同期設定を外して端末内の日付を改かい竄ざんすることも可能だが……ここでよーく思い出せ。オレとオマエが出会ってから、オレがそんな細工をする暇ひまがあったか？　ないだろう？」

「あっ……」

「つまり、この画面に表示されている日付こそが『今』だということだ」

　端末には聖が口にしたのと同じ日付である「２２２８／１２／２５」という文字が表示されていた。

　聖の言うことには説得力があった。少女と出会ってからこれまで携帯端末を操作する暇なんて一秒足りともなかったはずだし、逆に間ま違ちがった日付を表示させた端末をわざわざ持ち歩く理由も思いつかない。つまり、これは正しい暦であるはずなのだ。

「二二二八年……！」

　口にしてから、少女は途方もない脱だつ力りよく感に襲おそわれた。

　二〇一五年から約二百年後……時間の流れは、あまりにも膨ぼう大だいだった。

　自分の知っている人間は同じ八人の《聖棺アーク》の一人である妹を除いて一人残らず死んでいる──その事実をまざまざと突つき付けられ、絶望しない者がいるだろうか。

　そんな者はいない、と少女は思った。

　心の底から思った。だから、少女はこの時はまだ、気付いていなかった。

　──この絶望には更さらなる続きがある、ということに。

「そして今が西暦二二二八年だと理解してもらったところで、オマエに困った事実を伝えなければならない」

　聖が微かすかに笑いながら言った。悪人の笑い方だ。少女は直感的に思う。先さき程ほど、少女が慌てふためくのを愉たのしそうに見ていた時よりも数段上の──

「ところで、もう地球この星に人間はオマエしかいないのだが……既に存在すらしない人間をどうやってオマエは守るつもりなんだ？」

「……」

　一瞬、少女の動作が完全に停止した。が、ワンテンポ遅おくれて、

「…………えっ？」

　間ま抜ぬけな呻うめきだけが漏れる。

「おっと、間ま違ちがえた。訂てい正せいしよう。オマエ達は一人ではないのだったな。先程、一人一殺の展開を想像したということは同数……つまり、八人か。とはいえ『守る相手』が既にいないのだけは変わらないだろう？

　女、知っているか？　人間は吸きゆう血けつ鬼きの血を一定量体内に取り込んでしまうと血液中の遺伝子や細さい胞ぼうが変異を起こし、種族そのものが変わってしまう。人間ではなく、吸血鬼になってしまう。そして当たり前の話だが──人間が吸血鬼になることに人数制限なんてものは存在しないのだ」

　人数制限がない。それは「無限」ということだろうか。違ちがう。上限はあるはずだ。だって、そうだろう。そもそも少女の元の時代で地球に住んでいた人間の数は──

「地球この星に住んでいた九十億の人間は一人残らず吸血鬼に変えられてしまったよ。丁度、百八十年ほど前の──二〇五〇年を境にな」

　聖がぽつり、と言った。

　特に強調するわけでもなく、当たり前のことを話すかのように。

　それこそがこの世界での揺ゆるぎない常識であり、この事実に疑問を持つ少女こそが異い端たんそのものであると突き付けるかのように。

「え、あ……」

　悪い人だ。私を追い詰つめて絶対に楽しんでいる──呪じゆ詛そのようにそんな言葉が少女の心の中で反はん響きようしていた。声を震わせ、よろめきながら、少女は一歩、二歩と後あと退ずさる。

　ざくり、ざくりと肥ひ沃よくな大地が音を立てる。

　けれど、その音は、少女本人にも先程までと少し違って聞こえていた。

　狼ろう狽ばい。焦しよう燥そう。拒きよ絶ぜつ。

　絶望。

　渦うずのような感情が、大地を踏ふみしめる音にすら表れているようだった。

「（噓うそだ……噓だ……もう地球に人間がいないなんて……そんなのありえない……この人が噓を言っているんだ……この人は悪い人だから……）」

　目の前で悠ゆう然ぜんと語る少年の言葉が、少女の心を串くし刺ざしにする。

　少女のクルースニクとしての力──《血けつ脈みやく》の力は大地や岩石を操あやつること。そして、それに付ふ随ずいする異常なまでの肉体強化の力だ。

　おそらく少女は人類の歴史上、最も頑がん丈じような人間であり、力を発動した際、並なみ大たい抵ていの方法では少女の身体からだに傷一つ付けることは出来ない。

　──だが、心には。

　少女の胸の奥の柔やわらかい部分には、簡単に傷が付いてしまう。少女に対して敵意を以もつて接する悪人の悪意によって──

　聖が尋たずねる。

「なぁ、それでもオマエは本当に吸血鬼を殺すのか？　殺すとしたら何人だ？　例えば現在の日本の人口は約四千万だから一日百人殺せば四十万日……ふむ、千百年ほどで殺し尽つくせる計算になるな。もっとも、その間に何千万人かは増えるだろうが」

「え……」

　具体的な数字を聞かされて、少女は愕がく然ぜんとした気分になった。

　四千万？　一日で百人を千百年？

　恐おそろしい数だった。途方もない数だった。

　少女にとってすれば吸血鬼のイメージは明確な「少数精せい鋭えい」だったのだ。歴史の表に決して姿を現すことはなく、繁はん殖しよく力も低い陰の種族──彼らに「億」や「万」などという言葉を使う機会があるなんて、今まで一度も考えたことがなかった。

「まだ分からないのか？　もう地球は人間の星などではない。ここは吸血鬼のために存在する星なんだよ。それでも、オマエは吸血鬼を殺すのか？　九十億の吸血鬼全てを？　赤ん坊ぼうから小さな子供、年老いた元人間すら含ふくめて全部？」

　そして聖は決定的な言葉を吐はき出した。少女の存在意義、そして信念そのものを打ち砕くだく──悪あく魔まのような一言を。

「もしも本当にそのような恐ろしい大量虐ぎやく殺さつを行うつもりならば、地球の歴史上──オマエほどの悪人は存在しないことになるだろうな」
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　この世は諸行無常であり、盛じよう者しや必ひつ衰すいである──何もかもが移りゆき、永久に変わらないモノなどない。どれだけ隆りゆう盛せいを誇ほこった存在であろうといつか滅ほろびる時が来る。

　聖は思う──それはこれらの概がい念ねんを言葉にした人間自身にも、適用されて当然のものなのではないか、と。

　何故、少女は今の時代にもこの星に人間がいるのが当たり前だと思ったのだろうか。

　二百年後の未来でも人間が当たり前のように繁栄し、吸血鬼は以前と変わらず異物であり、人間社会から駆く逐ちくされるべき存在だと何故思えたのだろう？

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。自分の生きていた時代から二百年もの時が流れているというのに──それはヒトの傲おごり以外の何物でもないはずだ。

　世界は、変わるのだ。

　想像するよりも、容易たやすく。まるで白い紙を赤血で塗ぬり替えるが如ごとく。誰だれかにとっての「正義」が世界に対する「悪」へと変わるかの如くに。

「（そして、そこに付け込むしか、オレに活路はない）」

　絶対的な暴力をその身に纏まとう少女と予期せぬ場所で出で遭あってしまったのは、半ば事故に等しいことだと思う。だが、少女との出で逢あいは、同時に聖にとっての転機でもあったのは紛まぎれもない事実で。

　そもそも──今日、この瞬しゆん間かんまでの聖は生きていたと言えるのだろうか？

　今この瞬間も聖の左さ心しん房ぼうは忌々しい血を全身に巡めぐらせていて、生物としての生命活動は滞とどこおりなく続いている。

　だが、続いているだけだ。

　それは単なる血と肉と骨の集合体に過ぎず、聖は全すべてを失った「単なる抜ぬけ殻がら」に等しい存在だった──死んでいない、だけだった。

　だから、この出会いによって、大きく運命が変化したのは少女だけではない。

　聖自身にも、同じことが言えたのだ。

「う……あ……」

　少女が口をぽっかりと開き、膝ひざをガタガタと震ふるわせて喘あえぎ声を漏もらす。それどころかその瞳ひとみに僅わずかながら、透とう明めいな雫しずくが浮うかび上がっていた。

　涙なみだだ。

　そして聖は知る。他人の涙を見ることがこんなにも嬉うれしく感じるだなんて。こんなにも自分を愉たのしく、狂くるおしい気持ちにさせる涙がこの世に存在しただなんて。

　──今まで想像すらしたことがなかった、と。

「心中はお察しする……が、ここで一つ、こちらから提案がある」

　そして、ここからが最も重要な局面、ということになる。

　聖は話を切り出した。

「地上に車が停めてある。こうして出会ったのも何かの縁えんだ。オレが外の世界に連れて行ってやってもいい。何なら住居だって提供する。食事や衣服も含めて全てだ。オレに出来ることは何でもやろう。見たいはずだ。実際に見なければ諦あきらめが付かないはずだ。西せい暦れき二二二八年の地球を。このDracuria earth吸血世界を。目で、肌はだで──感じたいはずだ。違うか？」

「っ……」

　呆ほうけた様子で少女が顔を上げた。瞳と瞳が交差する。透明な雫に濡ぬれた縋すがるような視線が、ぼんやりと聖の顔を見つめていた。聖はそんな少女の顔を見ても、何も思わない。

　そこには憐れん憫びんの感情など存在しない。

「で、ですが」少女が声を震わせる。

「どうした。まだ何か気になることがあるのか？」

「私、あなたと一いつ緒しよにいた女性や男性を……その」

「ああ。ルーチェ達のことか」

　殺したのではないか、と。

　聖はスッと空くう洞どうの天てん井じよう付近を眺ながめた。そこには──数十匹ぴきの蝙蝠こうもりがパタパタと飛ひ膜まくを震わせ、空を旋せん回かいしていた。しっかりと、何者かに統とう率そつされたかのような動きで。

　問題なしだ。

「気にするな。アイツらは死んでいないし、そう簡単に死ぬわけもない」

「え……そ、そうなんですか？」

「一いつ般ぱん的な吸血鬼ならさすがに死んでいる。ただ、あの二人は鍛きたえ方が違う。それにそもそも──ルーチェ、女の方だな。アイツは吸血鬼じゃない。加えて言うと、男の方……エルクは人じん狼ろうだが、立派な吸血鬼の一種だ」

「…………といいますと」

　少女がぱちりと目を見開いた。「だって牙きばが」とか「眼めも赤くて」とか「狼男なのに」などと、もっともな感想を漏らした。

　聖は首を横に振ふりながら、

「詳くわしいことは後で全部教えてやる。どちらにしろ、九十億の吸血鬼を全て殺すつもりではないのなら、ここでオレの手を取ることを推すい奨しようする。どうする？　それともオレの命をオマエにとっての第一歩──九十億分の一にするか？」

　スッと右手を少女に向けて差し出し、聖は言い放った。

　本心だった。

　無む謀ぼうとすら言えないような願いに縋り、抜け殻としての生命を続けるだけならば──いっそこの少女に命なんてくれてやっても構わないと心の底から思っていた。

　ここが、分ぶん岐き点てんだった。

「…………理由は」

　少女がスッと顔を上げ、聖の顔を見つめながら尋ねた。

「あなたが、私にそこまでしてくれる理由はなんですか？　あなたの言葉には……私があなたの命を握にぎっている以上の何かが、あるとしか……思えません」

　来た。絶対に来ると思っていた質問が。

「決まっている、」聖は即そく答とうした。「──オレが、オマエという女そのものに興味があるからだ」

「へっ!?」

「もっと具体的な言葉にしよう──オレはオマエのような女が最高にタイプなんだ」

　──噓だ。

「え、な、え……わ、私のことが……!?」

「ああ。だから、助けてやりたくなったし、力になってやりたいとも思った。好きな女に出来る限りのことをしてやりたいと思うのは当然のことだろう？　たとえ種族が違ちがっていたとしても……人間と吸きゆう血けつ鬼きだったとしても、だ」

　────大噓だ。

「もちろん、会ったばかりで何を……と思うだろう。適当なことを言っているに違いないと思うだろう。だが思ってくれて構わないし、むしろオレを疑って欲しい。簡単に信用されてしまっては逆に掌てのひらを返す時もあっという間……そう思わないか？　オレが本当に欲しいのはもっと強い心の結びつきなんだからな。無理に心を開いて欲しいとは言わない。だから、今はただ──オレの手を取るだけでいい」

　当たり前だが、聖は少女のことが微み塵じんもタイプではないし、当然好きだなんて毛ほども思っていない。種族を超こえた恋れん愛あいにもどちらかといえば否定的だ。

　ただし、全てが噓うそというわけではなかった。

　最も信しん憑ぴよう性せいのある噓とは「幾いく分ぶんかの真実が混じった噓」である。その意味において、聖が少女に語った言葉はその多くが彼の本心だった。

『簡単に信用されてしまっては困る』

『本当に欲しいのはもっと強い心の結びつき』

　どちらも、真実だ。偽いつわりは恋こい心ごころだけ。少女に対する愛の言葉だけ。

　聖は少女を手に入れたい。彼女の力を、この手に収めたい。

　自身の目的を──両親を殺した奴への復ふく讐しゆうを成すための「とっておきの切り札」を聖は何よりも欲ほつしている。

　しかし、聖の力では少女を身体的に屈くつ服ぷくさせることは不可能だ。

　聖には少女と戦い、彼女を圧あつ倒とうし、そして従属させる──などということは絶対に出来ないのである。むしろ一いつ瞬しゆんで聖の方が蹂じゆう躙りんされてしまうだろう。

　悔くやしいし、情けないが……それは紛れもない真実だ。純じゆん粋すいな吸血鬼ではなく《サングリア》として生まれてしまった宝泉聖の限界……。

　だが、精神の領域ならば。

　──少女の心にならば、聖にも触ふれる余地がある。

「（もちろん、この女の頭がいかに悪そうとはいえ、オレの言葉をそのまま鵜う吞のみにはしないはずだ……。だが『オレがコイツに関心を持っていると見せかける理由』にはなる！）」

　聖が少女のことを好きだから協力している──

　愛とは極きわめて相対的な領域であり、個々人の物差しが幅はばを利きかせる領域だ。疑われることはあったとしても、この理り屈くつは余よ程ほどの事態がない限り決定的に破は綻たんすることはない。

　──聖が、少女にカリソメ心底の愛を囁ささやき続ける限り。

　そして、その噓は聖が少女を求める真の理由を覆おおい隠かくすのだ。

　魂たましいの奥底で燃え上がる狂おしき「復讐」の心を。

「……」

　少女が聖の掌を真っ直すぐ見た。次の瞬間、

「……お、お答えします」

「っ──」

　少女がゆっくりと薄うす紅べに色いろの唇くちびるを開いた。緊きん張ちようが、高まる。背中に汗あせが滲にじみ、地下空洞を満たしていた林りん檎ごと若葉と土の匂においが妙みように鮮せん明めいな輪りん郭かくを持つ。

　イエスか、ノーか。どちらだ。少女はどちらを選──

「私、土と萌も華かと言います。芦あし田だ土萌華です」

「…………は？」

「ええと一応、今年で十六歳になります。でも誕生日はまだで、十二月三十一日なんですけど、こちらの暦こよみでは来週なんですが眠ねむりについたのは十一月のことだったので……厳密には一ヶ月後くらいになります。それで、あの」

　名前と、自己紹しよう介かいだった。

　確かに言ってあった──好きな時に名乗ればいい、と。それがこのタイミングになるとは、完全に予想外だったわけだけれども。

「……」

「え……あ、あれ……？」

　少女が──いや、土萌華が、挙動不ふ審しんな様子で眉まゆをひそめる。

　ついに名前を口にしたのに聖が全く反応しないことを奇き妙みように思っているようだった。

　土萌華が手持ち無ぶ沙さ汰た気味に右の指先で肩かた口ぐちから垂らしたおさげに触れる。空気に戸と惑まどっている証しよう拠こだ。とはいえ、ここで名乗りは要いらないのだ。

　欲しかったのは──もう一つの決断なのだから。

「……字は、どう書く」

「字は地面の『土つち』に草木が萌もえるの『萌もえ』、そして華はなやかな『華か』ですね」

「なるほど、覚えておく。ところで、」

　聖は突つき出した右手を軽く上下に振って、率そつ直ちよくに尋たずねた。「──土萌華、オレの提案に乗るか乗らないかだけでも、先に伝えてくれるとありがたかったのだが」

「あっ……」

　土萌華が肩かたを跳はね上げた。

「ご、ごめんなさい！　先に答えておくべきでした……！」

　慌あわてた様子で土萌華が──掌を聖のソレと重ねた。

　握あく手しゆだった。岩を砕くだき、吸血鬼を容易たやすく打ち倒たおす者の手とは思えないような柔やわらかな感かん触しよくが伝わって来る。

「その提案を吞のませて頂きます──で、ですが！」

　キュッと唇を真一文字に結び、少しだけ頰ほおを赤らめて土萌華が言った。

「ご、ごめんなさい！　あなたの……えっと、聖、くんの気持ちに、わ、私は応こたえられないと思います！」

「…………そう、か」

「はい……わ、私は恋愛とか、そういうことをしていられる立場じゃないので……すいません。ほ、本当にすいません！」

「…………ああ、構わない。これはあくまでオレの理由に過ぎないからな」

　柔にゆう和わに微笑ほほえみ、聖は土萌華の掌を握り返した。

　とはいえ、内心は。

「（なんだこの異様に盛り下がった気分は……紛まぎれもなく喜ばしいことのはずが、この虚むなしさはいったい……？　微塵も女として興味のない相手に全力でフられることが、こんなにも侘わびしいものだとは想像していなかったぞ……!?）」

　喜びと虚しさと悲しさが波のように訪おとずれ、何とも言えない気持ちになっていた。

　余談だが、聖は女性に告白されたことは数え切れないほどあり、その全すべてを断ってきたのだが、自分から告白するのはコレが人生で初めてだった。

　その記念すべき一回目が「噓」の告白であったことは、ある意味で彼らしくもあったわけだが。

「あ、あの」

　と、そこで──土萌華が意を決したように尋ねた。

「やっぱり、聖くんは、私の血を吸いたいと思うんですか!?」

「……血だと？」

「はい！　吸血鬼にとって、人間の血は何物にも代えがたい魅み力りよくのはずです！　し、しかも、そ、その……好きな相手の……乙女おとめの血ともなれば、それは凄すごいことになるはずで……」

　そこまで言った後、土萌華が顔を赤らめ、下を向いてしまった。

　乙女、ね。
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　それに加えて聖が土萌華に好意を持っているという事実設定を自ら口にするのが恥はずかしかったため、この質問が最後になってしまったということか。

　本来ならば、吸血の問題は──最初に話してもおかしくない事こと柄がらのはずなのに。

　吸血。

　それは吸血鬼の象しよう徴ちようとも言うべき行こう為いだ。吸血鬼は血を吸うからこそ吸血鬼であり、血を飲んで生きるからこそ吸血鬼である。だが、しかし──聖はこれまで一度も土萌華の身体からだに流れる「ヒトの血」に対して、関心を示そうとしなかった。

　どうやら彼女はソレをずっと不思議に思っていたらしい。けれど、聖が土萌華の血に全く関心を示さなかったのには、明確な理由があって。

「……今の時代、人間の血を吸ったことのある吸血鬼はあまり多くない。大半がこの世から人間がいなくなってから誕生した者達ばかりだからだ。だが、体験談は山ほどある。老人の言葉、文ぶん献けん、映像……そして、もちろん個人差はあるが、人間の血を吸った吸血鬼が必ず口を揃そろえて言うお決まりの感想がある」

　ぽつり、と聖が言った。

「この世で、人間の血液ほど──吸血鬼にとって最悪の飲み物は存在しない、と」

「え……!?」

「質問に答えよう。オレはオマエの血に……ヒトの血に興味は一いつ切さいない。人間共は自分達の血が、まるで吸血鬼にとって最高級のワインのように甘美な液体だと思い込んでいたようだが、それは単に豚ぶたや牛のような家か畜ちくの血と比べて自分達の血が──つまり命そのものが尊い存在だと思い上がっていただけのことさ。吸血鬼にとってヒトの血ほど『最悪』な飲み物は存在しないのだよ。色々な意味で、な」

「じゃ、じゃあ、聖くんも……」

「当たり前だ。オレは美食家だ。余よ程ほどの理由がなければ、自分から舌に合わないモノを口にしたりはしない」

　発達した犬歯──吸血歯を口元から覗のぞかせ、禍まが々まがしい微笑を携たずさえながら聖は土萌華に言い放った。

「だから約束する──オレは絶対にオマエの血を吸わない。何があっても、だ」
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　──結論から言えば、地球は本当に吸きゆう血けつ鬼きの星になっていた。

　芦あし田だ土と萌も華かが青木ヶ原樹海の奥深くに存在した地下林りん檎ご園から地上に戻もどって来て、この日で丁度、一週間になる。ちなみに彼女が目覚めたのが西せい暦れき二二二八年の十二月二十五日だったので、そこに七日を足すと、少し面おも白しろい日付が現れる。

　西暦二二二九年、一月一日。

　今日は、元日だ。

「ん……」

　あの後、聖ひじりが倒れたフリをしていたルーチェット（目覚めたばかりの土萌華は全力で彼女を倒しに行ったのだが、彼女は全身の骨がバキバキに折れていたくらいで命に別状はなかったし、その傷きずもすぐに治ってしまった）とエルク（岩で串くし刺ざしにされたのに、エルクも命に別状はなかった。けれど怪我けがが治るのはそれなりに時間が掛かかった）を回収し、土萌華を含ふくめた四人はルーチェットの運転する車に乗って富士樹海を後にした。

　そしてやって来たのが聖の家がある「埼さい玉たま県けん入いる間ま市し」だった。

　この星が、日本が、東京が……吸血鬼のモノになっている証拠は、入間市に到とう着ちやくするまでにイヤというほど実感した。

　最初の洗礼は、マスメディアだった。入間市へと向かうまでの間、例えば車に備え付けられたテレビ、ラジオ、携けい帯たい端たん末まつを使って閲えつ覧らんすることの出来るネットワークニュースなど、土萌二華が〇暮らし一ていた五時代年にも存在していたメディアの数々が、尽ことごとく彼女を打ち据すえた。

　だが、やはり土萌華にとって、最も痛つう烈れつだったのは、実際に街で暮らす吸血鬼を目もく撃げきした瞬しゆん間かんだった。

　一行が入間市に到着した直後のことだ。駅前の百貨店の前で、土萌華は店から出て来るとても幸せそうな四人家族の姿を車内から、ふと視界に収めることになった。

　構成は父、母、息子むすこ、娘むすめ。

　二人の子供はどちらも小学校の低学年ぐらいで、それぞれ男の子の方が何らかのゲームデバイス、女の子の方が巨きよ大だいなパンダのぬいぐるみを抱かかえていた。

　土萌華は愕がく然ぜんとした。

　もちろん、この子供達がクリスマスが一日過ぎてから百貨店でわざわざプレゼントを買って貰もらっていて、つまり彼らが既すでに「サンタクロースという概がい念ねん」を卒業していることに気付いたからではない。土萌華はそんなことに気が付けるほど頭が良くない。

　問題は「時間」だった。その幸せそうな家族が百貨店から出て来たのを土萌華が目撃したのが──真夜中の三時だったからだった。

　吸血鬼は夜の一族。彼らは夜に活動し、朝方から眠ねむりにつく生き物だ。そんな彼らが世界の住人となれば、昼と生活夜リズムが逆転することは火を見るより明らかだった。

　当然、まだ年とし端はもいかない小さな子供達であろうと、当たり前のように。

　この瞬間、芦田土萌華は悟さとってしまった。

　二二二八年における「幸せの時間」は──もはや燦さん々さんと輝かがやく太陽の下ではなくて、蠱こ惑わく的な光を放つ月の下によって導かれるモノなのだ、と。




「じ、時間……」

　布ふ団とんの中で芋いも虫むしのようにもぞもぞと身体を捩よじりながら、土萌華が枕まくら元もとに置いた目覚まし時計へと手を伸のばす。そして、おぼろげな瞳ひとみで文字盤ばんを眺ながめる。

「あっ、もう一時……」

　スゥッと、煙けむりが引くように土萌華の身体の中から眠ねむ気けが消えていった。

　青ざめた。この時、時計が示していた時刻は午後の一時だった。寝ねる前に起きようと思っていた時間よりも、また一時間──遅おそく起きてしまったのだ。

「私、ダメな人になっちゃったみたいだ……」

　布団の中から這はい出ながら、土萌華は人生初の「午後起き床しよう」を体験して、ガックリと肩かたを落とした。

　真面目まじめと勤勉さだけが取り柄えのような土萌華は、今までこんな遅い時間に起きたことはなかった。時計のアラーム機能が使えれば、こんな醜しゆう態たいを晒さらすことはなかったはずなのだが……残念ながら目覚ましの音が大き過ぎるせいもあって、眠りについてからまだあまり時間の経たっていない聖達に迷めい惑わくを掛けてしまうのがネックだった。

　結局、土萌華はこの一週間、毎日自力で起きているのだが──なにしろ同じ家に聖達が暮らしているのだ。夜に生きる彼らに合わせた生活をすれば、床とこに就つく時間は日に日に遅くなり、そして身体もそちらに適合を始める。

　いわゆる、生活リズムの吸血鬼化、だ。

「……訓練しなきゃ」

　独りごち、土萌華は服を着き替がえ始める。芦田土萌華という少女にとって、一日の始まりは必ず早朝の訓練からスタートする。それは物心付く前からずっとそうだった。

　ルーチェットに頼たのんで調達して貰ったトレーニングウェアに袖そでを通し、土萌華は庭の敷しき地ちへと出た。

　空は僅わずかに曇くもり気味。昼過ぎとはいえ、一月なので外はそれなりに肌はだ寒ざむい。

　けれど、記き憶おくの中にある一月の気温と比べてみると、温度自体はそれほど変わらないように土萌華には思えた。どうやら地球温暖化現象の噂うわさは噓うそっぱちだったらしい。二二二九年でも、それほど地球は暖かくなっていない。

　まず軽く、ランニングを始めた。この時間とはいえ、何の対策もせずに土萌華一人で外に出るわけにはいかない。なので大人しく塀へいの内側（聖の家は結構な広さを誇ほこる純和風の日本屋や敷しきなのだ）に沿って、抑おさえめに走ることにする。

　一時間で四十キロメートルほど走った辺りで身体からだが温まって来た。

　次に筋力トレーニングに移行する。聖の家にウェイト用のマシンなんてあるわけがないので、自重でやるしかないのが残念だった。

　腕うで立たて、クランチ、バックエクステンション……基本のメニューにバリエーションを交えてじっくりとやる。これらを一時間半。本来ならここから実戦訓練……模も擬ぎ戦に移りたいところなのだが──残念なことに相手がいない。

　妹の風ふう華かか、土萌華の戦せん闘とうの師である九く条じよう教官がいなくては、まともな実じつ践せん演習をすることは難しい。結果、ここはスルーして最後にクルースニクにとって最も重要な訓練へと移行する。

　息を整えた後、土萌華は庭の空いたスペースに仰あお向むけでごろりと横になり、目を瞑つぶった。

　──血イン脈ジエ流クシ入ヨン。

「（時代が変わっても、大地の《血脈》は変わってないや）」

　土萌華の力の源は、地球の内部を流れる《星の血液》を《血脈》から吸い上げたモノだ。

　大地に寝ね転ころがるのは大地のクルースニクである土萌華だからこそのやり方で、例えば風のクルースニクである風華は血イン脈ジエ流クシ入ヨンを上空数百メートルで浮ふ遊ゆうしながら行うし、それ以外の加護を受けた者達もそれに応じた場所で《血脈》と触ふれ合うわけだ。

《血脈》は、地球上のありとあらゆる場所に存在する。

　この理り屈くつは人間の身体と、その内部に住む微び生せい物ぶつとで喩たとえると分かり易やすい。人間の体内にはそこら中に『血けつ脈みやく』が通っていて、微生物はそれらと常時触れ合っている。

　地球に住んでいる人間も同様のことが言えるわけだ。

　この星の目に見えない至る場所に《血脈》は存在し、先天的に《星の血液》を吸い上げることに特化した遺伝子を血液中に持った者達こそが、対吸血鬼戦の技術と知識を会え得とくした戦士──《吸血鬼クルーハンタースニク》なのである。

「（でも、もうこの星は吸血鬼のものなんだよね……）」

　星の護まもり手であったクルースニクは、もう土萌華達八人の《聖棺アーク》を除いてこの星にはいない。星に住む人々──護る対象である「人間」を失った護り手は、これからどう生きればいいというのだろう。土萌華はこの一週間、ずっとそのことばかりを考えていた。

　一時間半後、土萌華はゆっくりと瞳を開いた。

「暗い……」

　その先には僅かながらに茜あかねの差した薄うす闇やみが広がっている。午後一時起床、そこから合計四時間のトレーニング──となると、現時刻は午後の五時を少し回ったぐらいのはず。

　冬至を迎むかえたばかりの一月なので闇やみ色の足も速かった。

　太陽が舞ぶ台たい袖そでから降り、月が昇のぼる。

　夜が、来る。

　人ならざる者──吸血鬼たちの時間が。




　　　　２




　二〇一五年と二二二九年の吸血世界を比ひ較かくした場合、文化の違ちがいで最も意識させられるのは「意外過ぎるほど変わっていない」という点だった。

　土萌華としては二百年も経っていれば、それこそＳＦ映画のように空を車が飛び、家具や家もツルリとした流線形に変化、テレビは全部３Ｄ、映像メディアはもはや仮想体験を基き軸じくとしたバーチャルリアリティが中心で、あらゆる家事が全自動化していてロボットが街中を闊かつ歩ぽする──そんな世界になっていてもおかしくないと思っていた。

　けれど現実は、大体がもっとローテクだった。

　車は空を飛ばないし（でも燃料はガソリンではなくて特とく殊しゆな血液燃料らしい）、宝たから泉いずみ邸ていも歴史の趣おもむきを残す日本家屋だ。もちろん変形したりもしない。

　家具なんて土萌華が生きていた時代よりも何となくアンティークな雰ふん囲い気きのモノが増えているし、テレビはまるで板のように薄うすいけれど変わらず２Ｄ平面のままで、奇き妙みようなヘッドギアや謎なぞの装置に頼たよる事なしに普ふ通つうに映像はテレビから流れる。家事は相変わらず人力がメインだし、ロボットなんてまだ一体も見み掛かけていない……。

　文化や文明は間ま違ちがいなく進化しているけれど、結局彼らが選んだのは「新しい文化」ではなくて「適応した文化」だった──そんな印象を受けた。

　別に、進化なんてしなくてもいい。

　人間よりも長い年月を生きる吸きゆう血けつ鬼き達が中心となった世界だからこそ、そんな価値観が許されている穏おだやかな時間が根底に流れているように感じた。

　少なくとも、元のまま人間達が星の支配者であったならば……決して、こんな世界にはなっていなかった。土萌華は強くそう感じた。

「ふう……」

　トレーニングを終え、シャワーを浴びた土萌華は宝泉邸のリビングでぼんやりした時間を過ごしていた。

　こちらの世界にやって来てからの土萌華の主な行動パターンは三つあった。

『トレーニングをすること』

『聖達と会話すること』

『こちらの世界の文化に触れること』

　最初の数日は、やはり聖達との会話がメインだった。ただ、入間市に向かう車の中で隣となりに座った聖から開口一番に尋たずねられたことは未いまだに疑問点が残ったままだ。

『クロエという吸血鬼に心当たりはないか？』

　これは亡なくなった聖の母親の名前らしいのだが……言う迄までもなく、土萌華に吸血鬼の知り合いなんているわけがなかった。彼女に仕えていたルーチェットによると、外見は聖と非常によく似ていたようだが、髪かみの毛の色だけは大きく異なっていたとか。

　クロエの髪色は色素の薄い真しん珠じゆ色──白系統の色だったらしい。

　それを聞いて尚なお更さら、該がい当とう者は完全にゼロ件になった。白っぽい髪色の人物なんて老人を除けば吸血鬼どころか人間ですら一人もお目に掛かかったことがないからだ。

　結果として聖の母の話はそれきりになり、このあと、聖の質問する話題は土萌華が所属する『機関』の話に集中した。

　とはいえ、確かに土萌華は《聖棺アーク》という『機関』における最重要プロジェクト《方はこ舟ぶね計画》の一員ではあったが、実は作戦の全ぜん貌ぼうを熟知していたわけではない。

　なにしろ、彼女の立ち位置は純然たる「戦闘員」である。

　能力が戦闘だけに特化しているからこそ土萌華以上の実力者がいたにも拘わらず、大地のクルースニクとして《聖棺アーク》の一人に選ばれたわけで、作戦の運営やバックアップは目覚めた時代の『機関』の人間が行う手て筈はずになっていた。

　故ゆえに、土萌華が出来たのは、自分の生まれ育った『機関』の環かん境きようや、身近な人間達について聖に話すことぐらいだった。

　話題に挙がった主な人物は二人いる。

　双ふた子ごの妹で同じく《聖棺アーク》の一人である風のクルースニク、芦田風華。そして直接の上司であり、土萌華に戦闘技術の全すべてを叩たたき込んだ教官、九条桐きり彦ひこ。

　聖が強い関心を示したのは九条の方だった。

　最初に九条の存在を聖に伝えた時、聖が『なるほど、なるほど。そういう理屈か。皮肉なこともあるものだ』と一人で納なつ得とくしていたのは、未だに謎過ぎる反応だと思う。

　大体だ。土萌華としては、九条のことを話すよりも風華について色々話したかったのだが──それは聖にはどうしようもないし、もう少し落ち着いてからでいいとあまり取り合って貰もらえなかった。納得出来ない。

「（そりゃあ、風華を見つける手て掛がかりなんて全くないけど……あれだけ教官の話には熱心だったのに、おかしいと思う……）」

　九条は死んでしまっているはずだが、妹の風華はおそらく土萌華と同様、日本のどこかに安置された棺の中で、目覚めの時を待っているはずだ。

　風華は頭の悪いボンクラ姉とは対たい照しよう的に、文武両道で非常に利発な優すぐれたクルースニクである。

　彼女は土萌華にとって何よりも誇らしい自じ慢まんの妹なのだ。

　だから、風華と一いつ緒しよに《聖棺アーク》となって同じ時代を生きられると知った時──土萌華は本当に心の底から喜んだのである。

　両親を吸血鬼に殺されてしまった土萌華にとって、風華は幼い頃ころからずっとたった一人の肉親であり──この世で一番大切な存在でもあった。

　今でも風華のためならば土萌華は何だってしてあげたいと思っているし、もしも風華を傷付ける者がいたとしたら土萌華は絶対にその相手のことを許さないはずだ。

　…………もっとも肝かん心じんの妹はというと、姉のそんな過か剰じような愛情を心の底から鬱うつ陶とうしいと思っているようで、鈍どん臭くさい土萌華のことを日々足あし蹴げにしたり、訓練でボコボコに叩きのめしたり、機き嫌げんが悪いといきなり怒ど鳴なりつけるわ、「アンタマジでウゼーんだけど、さっさと死ねばいいのに」とか言ったりと、やりたい放題なのだけれど。

「（ま、そんな反はん抗こう期なところも凄すごく可愛かわいいんだけどね……うんうん）」

　土萌華本人は自覚がないが──要するに、姉バカなのである。

　そんな眼めの中に入れても痛くない最愛の妹といち早く再会したい土萌華だったが、困ったことにどうすれば彼女と会えるのか、サッパリなのだった。

　場所は国内ではあると思うが、他ほかの《聖棺アーク》が眠ねむっている場所を土萌華は知らされていないし、『機関』経由で情報を得ようと思っても、一いつ切さい連れん絡らくを取る宛あてもなかった。

「（……なんか悲観的な気分になってきた）」

　だからこそ、気持ちを入れ換かえなくては。

　土萌華はグッと奥歯を嚙かみ締しめ、目の前に置かれたテレビに視線を注いだ。

　こちらの世界に来てから、土萌華は空いた時間があれば出来るだけテレビを見るようにしていた。奇くしくも時は年始。前二二二年八年の文化・流行を最も反映させた番組を一日中、流しまくっている。

　この時代における常識とは、流行とは、いったい何なのか？

　下らないバラエティ番組ですら、吸血鬼の社会を知らない土萌華にとっては宝の山だった。そして、一月一日の本日。土萌華が見ていた番組とは、

「（……やっぱり、時代を感じる）」

　──アニメだった。

　土萌華が見ていたのはアニメだけを専門的に放送するチャンネルで、元日の今日は二二二八年で最も人気の出た「とある作品」を頭の一話から全話ぶっ続けで流していた。

　途と中ちゆうから何となく番組を見始めた土萌華が把は握あくしているおおまかな話の筋はこうだ。

　この作品の主人公は、どこにでもいる普通の吸血鬼の少女。

　彼女は芸能専門高校のアイドル養成科に入学し、五人組のアイドルグループを結成することになるのだが、なんと主人公以外の四人の女子全員が吸血鬼ではなくて人間だったという衝しよう撃げきの事実に気付いてしまう──みたいな感じである。

　そこからは秘密共有モノ的な楽しみを根底におきながら、当然アイドル作品としてのライブ映像のクオリティや友情、熱血などをちりばめた非常に意い欲よく的な話に仕上がっているようだった。要するに、これが中々面おも白しろい。

　この『ワン・フォー・ドール』、通つう称しよう『ワンドル』という作品、アニメチャンネルにおいて栄はえある元日の一挙放送を任されるだけのことはあった。

「（普通の女の子のポジションが当たり前のように吸血鬼で、逆に人間が特別な存在になってるんだ。二〇一五年とは真逆なんだなぁ……）」

　土萌華の暮らしていた時代では、吸血鬼というのはとても個性的な存在だった。

　彼らは基本的に常にゴシックで幻げん想そう的な雰囲気を全身から醸かもし出し、吸血鬼がメインの話ともなれば耽たん美びさとグロテスクさとエロチシズムに溢あふれたダークな作風になることは半ば確定していたようなものだったと記き憶おくしている。

　けれど、二二二この九年時代の吸血鬼は違う。

　吸血鬼であることが──全ての前提で、普ふ遍へん性の象しよう徴ちようなのだ。

　赤い瞳ひとみで、牙きばも生えていて、飛び抜ぬけた身体能力を持つ少女達に──そんなダークでゴシックな雰囲気を感じるかといえば、特にそんなことはない。

　特別ではない。

　いや、違う──この時代では、吸血鬼は別に特別でなくてもいいのだ。

「──」

　そんな時、不意にミシリと土萌華の背後で床ゆか板いたが軋きしんだ。

　振ふり返る。

　すると、そこには、

「お、おはようございます」

「……」

　──金きん髪ぱつの青年が立っていた。

　聖の髪は黒灰色、ルーチェットは鉄てつ紺こん色いろ。金色は彼の──エルクの色だ。

　エルクは人じん狼ろうであるため、ヒトの姿にも変身することが出来る。ヒト型の状態であるエルクの身長は聖より若じやつ干かん低く、一七十センチ代中ちゆう盤ばん。研とぎ澄すまされた獣じゆう性せいを隠かくそうともしない非常に鋭するどい目付きが印象的だ。

「…………チッ」

　舌打ち。明確な苛いら立だちと憤いきどおりを込めて、エルクが言った。

「正月からアニメとは良いご身分だな、芦田」

　そして、ソレで終わりだ。

　エルクは満月のように明るい乱雑に撥はねた金髪をガリガリと搔かき毟むしりながら、リビングを通り抜けて行く。土萌華は何も答えられず、それを見送る。

　──少なくともこの一週間の内で、数回目となる似たようなやり取りだった。

　エルクは宝泉邸ていにおいて、土萌華が現れるまでは一番の早起きだった。だから、土萌華が宝泉邸で暮らすようになってから最初に顔を合わせるのは常に彼なのだ。

　もちろん、まともな会話はほとんどないわけだが。

「（……エルクさん、やっぱりメッチャ私のこと嫌きらいなんだな）」

　はふう、と土萌華はため息をついた。あの地下空くう洞どうの一件で、土萌華はエルクを一発でノックアウトした。そして、エルクはそのことを未だに根に持っているようなのだ。

　仕方がない、とは思う。

　侭ままならない、とも思う。

　結局、どうすればいいのかは、土萌華には分からない。

　ぼんやりとテレビ画面を見つめたまま、土萌華の時間は過ぎて言った。そうして一月一日の『ワンドル』一挙放送がそろそろ折り返し地点、第八話に差し掛かった辺りで──

「土萌華様、おはようございます」

　次なる起き床しよう者がリビングにやって来た。

　丁度時間は午後七時近くになっていた。窓の向こうはもう完全に真っ暗だ。月も黄こ金がね色のモノが空にぷかりと浮うかんでいる。けれど、これくらいの時間帯からが吸きゆう血けつ鬼き達の目覚めの時間であり──彼らにとっての「朝」なのである。

「おはようございます、ルーチェさん」

「やっぱり土萌華様は早いですねー。私は昨日遅おそくまでおせち料理の仕込みをしていたので、ちょっと寝ね坊ぼうしちゃいました。あはは」

　肩かた口ぐちで切り揃そろえた鉄紺色の髪かみ、頭頂部から突つき出たウサギに似た蝙蝠こうもり耳──宝泉家の最年長者であり、「コウモリ」の「眷けん属ぞく」であるルーチェットだった。

　ルーチェットは板の間を完全な無音で歩行しつつ、とことこと親しげにリビングのソファに腰こしを下ろしていた土萌華へと近付いて来る。

　ルーチェットは宝泉邸で誰だれよりも土萌華に良くしてくれる相手だった。

　同性ということで安心出来ることも大きかったが、奥手で人見知りをする方である土萌華に積極的に話し掛かけてくれるのは本当にありがたかった。

　富士樹海の地下空洞で半ば彼女を殺し掛けてしまったというのに、彼女は土萌華と顔を合わせるや否いなや『土萌華様、初めまして！　ルーチェットと申します！　このように内臓がデロンデロンに飛び出してて、骨もバキバキに折れてますがお気になさらずに！』などと先手を打って満面の笑えみで土萌華に話し掛けてくれたくらいだ。

　あれには、内臓をぶちまけさせて、骨を折りまくった土萌華本人が恐きよう縮しゆくする思いでいっぱいだった。いや、確かにその傷きずも一時間ぐらいで治ってしまったのだが……（むしろ一番不満を溢こぼしていたのは「介かい護ご」だとか何とかで、動けないルーチェットを血まみれになりながら地上まで背負って行った聖だった）。

「あ、ところで土萌華様。エルクはもう起きて来ましたか？」

　不意にルーチェットがそう尋たずねた。

　土萌華は思考の領域から離り脱だつし、頷うなずいて、

「はい。一時間ほど前に」

「おお、そうですか。なるほどなるほど……ちなみにアイツ、ちゃんと土萌華様に挨あい拶さつしてましたか？　昨日、土萌華様がお休みになった後、どうにもアイツが土萌華様に無礼なところがあると思ったんで少しお説教したんですよ」

「お説教、ですか……」

「はい。土萌華様は若の大切なお客様ですから。で、どうでしたか？」

「あ、あははは……」

　苦にが笑わらい。

　率そつ直ちよくに「今日も挨拶どころか完全に敵意を向けられました」と答えるわけにはいかなかった。土萌華としてもエルクとの接し方には大いに悩なやんでいる部分があるのだから。

　が、この土萌華特有のお茶を濁にごす反応はルーチェットからすれば雄ゆう弁べん過ぎる「ノー」という返事に等しかったようで。

「まったく。あのバカと来たら……すいません、土萌華様──用事が出来てしまいましたので、夕食の支し度たくを少し待って頂ければと……」

　そう言い残してルーチェットはリビングから出て行った。おそらくエルクを捜さがし出して更さらなるお説教をするつもりに違ちがいない。

　正直、かなり申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「……ルーチェットさん、慌あわててて私が普ふ通つうのご飯食べられないの忘れてたみたい」

　実は──人間である土萌華にとって、二二二九年の世界に存在する食物の大半は舌が曲がるのではないかというほどにマズいのである。

　少なくとも加工食品は全部ダメだ。ここで不思議なのは二〇一五年の人間社会に存在していたのと同じ食品ですら（あの会社やあの会社やあの会社は二百年経たっても健在だった！）、土萌華の身体は受け付けなくなっていたのである。

　二〇一五年で土萌華が好んで食べていた某ぼうメーカーのお菓か子しを口に入れた瞬しゆん間かん、この世のモノとは思えない異常な味覚に一いつ瞬しゆんで嘔おう吐としたのは記憶に新しい。

　生肉や生野菜、魚ぎよ介かい類るいや卵はマチマチだ。

　食べられるモノもあれば、食べられないモノもある。どうもコレには家か畜ちくの飼料や畑の肥料、果ては今や海水にすら混じっている「吸血世界特有の特とく殊しゆな食材」が影えい響きようしているらしい。しかし、たった一つだけ──土萌華が安心して元の時代と変わらない味を楽しむことが出来る食べ物が存在した。

　チラリと土萌華はリビングの中央、土萌華の座っているソファの前に置かれたローテーブルの上を見やった。そこには土萌華がこの世界で現状、唯ゆい一いつ、口に出来ると言っても過言ではない食品が置かれている──赤く、丸く、甘い果実が。

　林りん檎ごの実が。

「変なの……」

　スッとローテーブルに置かれた剝むき出しの林檎に手を伸のばし、齧かじり付く。

　しゃくり、と軽かろやかな瑞みず々みずしい音が、鳴る。甘くて爽さわやかな酸さん味みが土萌華の口の中いっぱいに広がった。

「私は林檎しか食べられないのに、逆に吸血鬼にとって林檎は猛毒だなんて」

　独りごちる。

　吸血鬼に関する情報を元の時代であらかた叩たたき込まれて来た土萌華だったが、この不思議な真実については完全に初耳だった。

『吸血鬼は林檎を食べられない』

　林檎は吸血鬼にとって天敵とも言える存在で、力の弱い吸血鬼ならば果か汁じゆうを一ひと舐なめしただけで絶命しかねない猛毒なのだという。

　そのため現在の世界では林檎の栽さい培ばいは国際法で禁止されており、二〇一五年人的な感覚で言うところの麻ま薬やくの密売に匹ひつ敵てきする違い法ほう行こう為いであるらしい（何故なぜそんなモノが宝泉邸に山のように貯蔵されているのかについては……もちろん理由がある）。

「……土萌華。相変わらず早いな。もう起きていたか」

　──その時だった。

　しゃくり、しゃくり、と考え事をしながら林檎を囓っていた土萌華に不意に声が掛けられたのである。最後の一人だ。落ち着いていて、冷たくて、でも不思議とどこか──懐なつかしい気持ちになる、そんな声だった。

「聖くん、おはようございます。今日は少し早いですね」

「一応、正月だからな……」

　黒灰色の髪、誰よりも鮮せん烈れつな紅色の瞳──宝泉聖がそこに立っていた。

「（でも未いまだに変な気分だな……こんな人が私のことを好きだなんて……もしかして聖くんって女の子の趣しゆ味みが悪いのかな……）」

　あまり寝ね起おきはよくないらしく、少し眠ねむそうにしながら現れた聖を見て、この一週間で何度も思った感想を土萌華はまたしても揺ゆり起こしていた。

　──彼は土萌華のことが好き、らしい。

　今まで男の子に告白なんてされたことのない土萌華（というか同年代の男性が周りに一いつ切さいいなかった）は、富士樹海の地下空洞にて、聖から「好きだ」と伝えられた時、心底驚おどろいてしまった。

　もちろん、土萌華が聖の提案を吞のみ、彼と一いつ緒しよに行動しようと決めたことに、その辺りの感かん慨がいは関係していない。あくまで土萌華は、そうすることが自分にとって正しい道に繫つながると考えた結果、聖の手を取ったのだ。

「（……で、でも、私のことを好きだって思ってくれる人と知り合いになれるなんて思ってなかったな。そ、それって、すごく嬉うれしいことだよね……聖くんの気持ちには、応こたえられないけれど……）」

　だが、ソレとコレとは話は別として、自分のことに異性として興味を持ってくれる相手と一つ屋根の下で暮らすというのは、土萌華にとってかなり刺し激げき的な体験だった。

　もちろん、土萌華から彼に好意を返すつもりはない。

　クルースニクに恋れん愛あいなんて必要ないからだ。

　けれど、嬉しいものは嬉しいのだ。だって、土萌華は《聖棺アーク》となった以上、自分が今後色いろ恋こいとは一切無む縁えんの人生を送るであろうことを半ば確信していたのだから──

「随ずい分ぶんとウマそうに食べていたな。オマエを見ていると、つくづく人間と吸血鬼の味覚が決定的に違うことを思い知らされるよ」

　一方、土萌華がそんなことを考えているとは露つゆ知しらず、聖が怪け訝げんな眼まな差ざしを携たずさえながら近付いて来た。そして、ヒョイッとテーブルに置いてあった赤い果実を手に取ると──まるでそうすることが当たり前であるかのように、ソレに齧かぶりついたのである。

　しゃくり、と。

　──吸血鬼にとって猛毒であるはずの林檎に、だ。

「…………こんなマズいモノが人間にとってはウマく感じるようだからな」

　実は──『吸血鬼は林檎を食べられない』という弱点にはたった一つだけ例外が存在するのである。

　確かに吸血鬼は林檎を食べることが出来ない。林檎は彼らにとって猛毒であり、ごく僅わずかな摂せつ取しゆですら命に関かかわりかねない。それは吸血鬼の眷属であるルーチェや吸血鬼から派生した種族である人じん狼ろう種のエルクにも同様のことが言える。

　ただし、だ。

　──とある「特別な吸血鬼」だけは、味はともかくとして林檎を食べても命を落とすことはないのである。そんな特別な吸血鬼は、この吸血世界ではこう呼ばれている。

「ただ、まぁ……林檎を食べても死なない──こんなことでも、一応はオレのような《サングリア》の数少ない特権の一つだからな」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、それでも林檎の実に齧り付きながら、聖が忌いま々いましげに言った。
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　やはり、この世で林檎ほどマズい食べ物は存在しないと聖は心の底から思う。

　何が最悪かといえば、端たん的てきに言って全すべてだ。

　血のように赤い皮は見るだけでこの世の終わりにも似たおぞましい気分になるし、特とく徴ちよう的な甘ったるさと酸味は一ミリも調和の存在しない混こん沌とんめいた味わいだ。

　中でも食感が最悪だ。

　齧り付く度たびにしゃくり、と鳴る歯応えの脆もろさと来たら、その度に内臓が裏返りそうなほどの悪お寒かんに襲おそわれる。臭においも酷ひどい。こんなにも鼻につき、聖を苛いら立だたせる臭いは他ほかになかった。食べる時に中の液体が飛び散って手がベトベトになるのも不快だし、外の実はボロボロのくせに中の芯しんだけは妙みように堅かたく、全てを食べ切ることの出来ない非効率さも聖の気に障さわった。

　だが──聖には、どうしても「林檎の実を定期的に摂取しなければならない理由」が存在するのである。

　別にサングリアだから林檎を定期摂取する必要があるのではない。特別な事情を抱かかえた聖だからこそ、吸きゆう血けつ鬼きにとって本来猛毒である林檎を口にし続けるという荒あら技わざで、現状を誤ご魔ま化かしているに過ぎないのだから。

　土萌華が重々しく口を開いた。

「……サングリアですか。そういえば、まだ私、そのことについてはあまり話を聞いていませんでした。聖くんがその、そういう類たぐいの吸血鬼だとは教えて貰もらったんですが」

「そうだったな」

　苦く悶もんの表情で林檎を囓りながら、聖はリビングのソファに腰こしを下ろした。土萌華から見てローテーブルを挟はさんで対角線上の位置に置かれた一人掛がけのソファに、だ。

「いい機会だ。今日はその辺りの話をしてやる」

「あ、は、はい。よろしくお願いします。っと──あ、ちょっと待って下さい！」

　ぺこりと礼れい儀ぎ正しく頭を下げた土萌華が不意に立ち上がった。パタパタと足音を立てながら台所の方へと走って行き、すぐに戻もどって来た。

　手には小さな手帳とペンを握にぎっていた。

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶです。お願いします」

「……相変わらずマメな奴やつだな」

「あはは……私は頭があまり良くないので、言われたことをすぐ忘れちゃうんです。だからこうして、昔から出来るだけメモを取るようにしていまして。でも、大切なことはちゃんと自分の耳で聞いて、しっかりと自分で考えなければなりませんし」

　土萌華が苦にが笑わらいを浮うかべながら、少しだけ恥はずかしそうにした。

　宝泉邸ていにやって来た土萌華が一番初めに欲しがった私物がこの「手帳」と「ペン」だった。本当に、色気のない女だと思う。彼女ぐらいの年とし頃ごろの女ならば、何よりもまず鏡や化け粧しよう品、洋服などを欲しがって然しかるべきなのに。

　──愚ぐ直ちよくだ。呆あきれるほどに。

　土萌華は一見、穏おだやかで臆おく病びような性格に見えるし、自己主張が強いようにも全く思えない。

　性格が変わるのは、戦う時だけだ。

　やはり「スイッチ」という表現がピタリと来る。

　先の地下空くう洞どうでの一件で言うならば、ルーチェットやエルクを蹂じゆう躙りんした時の彼女は「スイッチ」がＯＮの状態だったと思うし、こうして彼女と向かい合えているのも聖が何とかして彼女の「スイッチ」をＯＦＦにして、素すの状態を引き出したからに違いない。

　危あやうい二面性。

　この女のふわふわした外面の奥底にはそう容易たやすくは折れることのない「芯」のようなモノが確かに存在している。

　例えば、今聖が苦悶の表情で口にしている──林檎の実のように。

「吸血鬼は大きく分けて三種類存在する。ただし、九十九パーセントはこれまで散々オマエにも話して来た普ふ通つうの《吸血鬼》だ。人間と比べて高い身体能力、血のように赤い瞳ひとみ、発達した吸血歯、夜行性、あとは……そうだな。十じゆう字じ架かもニンニクも平気だし、太陽の光を浴びても塵ちりになったりはしない。あとは聖水も平気だな」

「なるほど……」

　ド真面目まじめに頷うなずいた土萌華が聖の言葉をさらさらと手帳に書き写していく。女子特有の極きよく端たんに丸みを帯びた文字とは正反対のとても丁てい寧ねいで整然とした文字だった。

　聖は続ける。

「だが、ここで重要なのは残りの一パーセント──まぁ、実数では小数点レベルにしか存在しないのだが……《始祖》と《サングリア》だ」

「ッ……！」

　始祖という言葉を口にした瞬しゆん間かん、土萌華が息を吞むのが伝わって来た。クルースニクである彼女がこの吸血世界を目指した最終目的──それがつまり始祖を倒たおすことだ。

　だが、吸血鬼達に溢あふれたこの新世界を知ってしまい──彼女は迷っている。

　今、自分が為すべきことは一体なんなのか、と。

「先にサングリアから説明しよう。サングリアとは吸血鬼が生まれたり、人間が変化する時に突とつ然ぜん変へん異い的に誕生する『半はん端ぱな吸血鬼』だ」

「半端……？　何かの能力とかがですか？」

「そうだ。サングリアの身体能力は人間とほとんど変わらないし、それ以外の特別な力だって基本的には使えない。オレは腕うで相撲ずもうをすれば小学生の女児にも負けるし、トラックを並んで走れば何十周遅おくれにされるか分かったものじゃない。雲うん泥でいの差があるわけだ」

「……！」

　宝泉聖はサングリアである。

　そしてそのせいで──彼が誕生する前に掛かけられていた、ありとあらゆる期待を裏切り、周囲を失望させ、結果として両親を亡なくすことにも繫がった。

「（オレがサングリアでなければ、と思ったことも一度や二度ではないが……）」

　聖にとって、自らの血は負の烙らく印いんそのものだ。

　だが、聖は成さねばならない。

　──復ふく讐しゆうを、だ。

　たとえ自らが決定的に劣おとった存在だとしても──両親を無残に殺されて、黙だまって平へい穏おんに浸ひたっていられるような、心まで劣った存在になるつもりはないのだから。

「……さて、そろそろ、そちらのお目当ての話に移ろう。始祖についてだ……大まかには以前、話したな」

「はい。ええと、」土萌華は手帳の最初のページを開き、読み上げた。「『吸血鬼達を吸血鬼にした者を辿たどっていった時、頂点に来る始まりの八人のこと』ですよね」

「……そう、始祖は世界に八人しかいない」

　聖はぽつり、と言った。

「──だが、今も八人いるわけではない」

「えっ!?」

　土萌華の肩かたが跳はねた。聖は一切顔色を変えず続ける。

　言ってあったはずだ。始祖は不老であって、不死ではない……つまり不死でないことを己の命でもって証明した始祖が存在する、と。聖は言った。

「既すでに始祖は二人、死んでいる」

「ふ、二人もですか!?」

　土萌華が目を見開いた。聖は頷いて、「ああ。まず『大ヴア吸ンパ血イア議サミ会ツト』の議席で言うところの第一席に当たるイエス・キリスト、そして第四席の──」

「はッ……え、ちょ、ちょっと待ってください！」

「どうした」

「い、今、キ、キ、キリストって言いました!?」

「言った」

　そして聖は逡しゆん巡じゆんなく、真実を告げる。

「オマエも知っているであろう『キリスト教』の創始者、イエス・キリストは吸血鬼だった。奴はこの世界に初めて誕生した始祖──第一の始祖だ。笑えるだろう？　吸血鬼を魔まの存在として弾だん圧あつするフリをして来たキリスト教こそが吸血鬼の巣そう窟くつだったわけだ。

　分かり易やすい証しよう拠こもあるぞ？　オレ達吸血鬼にとって、十字架もニンニクも銀も聖水も太陽の光も全て弱点ではない。全て噓うそっぱちだ。ならば──こんな出任せをばら撒いたのは誰だ？　吸血鬼にとって微み塵じんも効果のない弱点を、訳知り顔で世界中に広めた連中は何がしたかったんだ？」

「あ……」

「他にも聖書にこんな言葉がある。ヨハネによる福ふく音いん書六章、五十四節──『私の肉を食べ、私の血を飲む者は永遠の命を得、私はその者を終わりの日によみがえらせるであろう。なぜならば私の肉は、真の食べ物であり、私の血は真の飲み物であるからだ。私の肉を食べ、私の血を飲んだ者は、私の中におり、私は彼のなかにいるからだ』」

「！」

「直球だ。確かに始祖であるイエスの血を飲めば、永遠の命を得ることが出来る。後はそうだな。同じくヨハネによる福音書の十五章にはイエスが自身のことを『葡ぶ萄どうの苗なえ』に喩たとえる話がある。そして自身の信徒は『葡萄の枝』であると……これはまさに始祖と、その血を受け継ついだ吸血鬼、そのままの構図だ」

　聖が嘲ちよう笑しようするように笑う。

「要するに、噓を広めたのは吸血鬼の集団であるキリスト教の連中の仕し業わざだった、というわけさ。厳密には教会の上層部だがな。吸血鬼にとっての噓の弱点を広めることで本当の弱点を隠かくそうとした。だからこそ人間と吸吸血鬼血との大戦争戦が始まった時、吸血鬼側は一いつ斉せいに世界中で林りん檎ごの樹きを焼やき払はらった。真の弱点から自分達を守るために。二千年もの間、教会に騙だまされ続けて来た人間達が十字架と聖水に縋すがっている間に、な」

「そ、そんな……！」

　キリスト教は成立以後、一いつ貫かんして現在に至るまで吸血鬼達によって運営される吸血鬼集団だった。救世主であるイエスが始祖である以上、彼の弟子でし──特に代表とされる十二使徒などはその典型だ──は多くがイエスによって吸血鬼にされており、その血けつ脈みやくは二二二九年の現在となっても脈々と引き継がれている。

　だが、キリスト教の勢力は今となっては脆ぜい弱じやくそのものだ。

『大ヴア吸ンパ血イア議サミ会ツト』における議席の序列はこの世に発生した順に決定されるため、第一議席はイエス──ＹｅｓＹの血族に割わり振ふられてこそいるが、純じゆん粋すいな力としては第五席の「Ｅ」や第七席の「Ｓ」、第八席の「Ｆ」の血族には遠く及およばないのが現状である。

　理由は簡単だ。

　──今の「Ｙ」の血族は、所しよ詮せん「頭」を失った残党に過ぎないのだから。

「とはいえ、奴らの領地はもはやバチカンを残すのみだがな。それ以外の始祖達は己の領土をそれぞれ支配している。フィンランドを中心とした北ほく欧おうとロシア、ルーマニアを中心とした東とう欧おうとアフリカ、イタリアを中心とした西せい欧おう、アメリカ大陸全土、華を中心とした中国全土に東南アジア……そして、お待ちかねの日本だ」

「に、日本にも、始祖がいるんですね……」

「ああ、」聖が頷いた。「京都に本ほん拠きよ地ちを構える第三の始祖──迦か喰ぐ夜やだ」

「か、かぐや……？」

　土萌華が首を傾かしげた。その単語といえば……。

「あの、その方は『かぐや姫ひめ』と何か関係があるのでしょうか」

「本人だよ」

「……はい？」

「『竹取物語』は奴やつの半自伝だ」

「…………えっ？」

「……まぁ、日本人として驚おどろくのも無理はないと思うがな」

　吐はき捨てるように聖が答えた。

「いいか。基本的に吸きゆう血けつ鬼きの始祖はどこからともなく発生する生き物だ。奴らは生まれた時から純血の吸血鬼であり、親を持たない。ここまではいいな？」

「は、はい」

「じゃあ、竹取物語の始まり方を言ってみろ」

「た、竹取……？　あ……『かぐや姫』と同じでいいんですよね。ええと……」

　昔の記き憶おくを呼び起こした土萌華が無む駄だに抑よく揚ようを付けながら語り始めた。

「『昔々、あるところにお爺じいさんとお婆ばあさんが住んでいました。ある日、お爺さんが竹を取りに行くと、金色に輝かがやく竹が生えているではありませんか。不思議に思ってお爺さんがその竹を切ってみると、なんと中からとても可愛かわいらしい女の子が出て来たのです。子供がいなかったお爺さんとお婆さんはその子をかぐや姫と名付け、大切に育てることにしました』──ええと、こんな感じでしょうか？」

「……オレは子供に童話を読んで聞かせる口調で話せとは言っていないのだが」

「え……あ……す、すみません！」

「別に構わん。そしてコレを踏ふまえた上で尋たずねるが──かぐや姫はどこで生まれたんだと思う？　『竹取物語』が完全な創作ではないという前提の上で、考えてみろ」

「えっと……」

　創作でないということは物語と同じく「月で生まれた」というわけではないはずだ。なぜなら、月では人も吸血鬼も現実的に暮らせないのだから。となると──

「…………竹の中、ですか？」

「そうだ。それはこう言い換かえることが出来る──竹の中に突如として発生した、と」

「あ……！」

「つまり、かぐや姫は──迦喰夜は、始祖の一人だ。分かっただろう？　日本最古の物語として伝えられて来た竹取物語は同時に『日本最古の吸血鬼物語』という顔も持ち合わせていたわけさ」

「な、なるほど……かぐや姫が吸血鬼……へぇえええ……」

「…………」

　と──そんな迦喰夜に関する話が一段落した時だった。

　不意に、玄げん関かんのチャイムが鳴ったのは。

「……少し待っていろ。すぐに戻もどる」

「あ、はい」

　聖はそれだけを言い残してソファから立ち上がった。

　そのまま家の入り口まで歩いて行くと、そこには予想通りの相手の姿があった。そして約束の品を受け取り、すぐにリビングへと取って返す。

「土萌華。プレゼントだ」

「へ……？」

「サイズはオマエが来ていた服から勝手にルーチェが採寸したからピッタリのはずだ。他ほかにも鞄かばんや教科書など必要な道具は随ずい時じ届く。それ以外にも何か個人的に欲しいモノがあれば言ってくれ。出来る限り揃そろえよう」

「…………」

　手て渡わたされた土萌華がぽかーんとした様子で聖の顔を数秒眺ながめ、次に手の中の「プレゼント」に視線を落とした。ぱちぱちと大おお袈げ裟さなまばたき。そして。

「……せ、制服ですね」

「セーラー服だ。ブレザーの方が良かったか？」

「あ、いえ。私はきちんとしてる方が落ち着くのでセーラー派です。聖くんはどっちですか？」

「…………訊きくな、そんなことを。大体、どちらも大して変わらんだろうが」

　土萌華の手に紺こん色いろのセーラー服を押しつけ、聖は腹立たしげにふいっと横を向いた。すると土萌華は不思議そうな眼まな差ざしで聖を見ながら、

「そんなことありません。セーラー服の方が、私は良いと思います」

　土萌華がセーラー服を自分の身体からだに宛あてがいながら微かすかに笑った。

　そして自身のボリュームに溢あふれた胸むな元もとでギュッと制服を抱だき締しめながら、彼女は聖に怖こわ々ごわと尋ねた。

「その、ちなみに転入手続きの方は……？」

「何とかなった。正直、相当苦労したがな。ルーチェットに日本にいる血族の知り合いと連れん絡らくを取らせて、このふざけたスケジュールで無む理り矢や理り転校をねじ込ませた。これで晴れて三学期からオレとオマエはクラスメイトだ」

「ありがとうございます！　私の無む茶ちやなお願いを聞いて頂いて──！」

「……本当に無茶苦茶だと思うがな。だが、出来ることは何でもやると言ってしまった以上、オレに拒きよ否ひ権はなかった。拒きよ絶ぜつすれば命を取られていたはずだ」

「そ、そんなことはありません！」

　実は土萌華が宝泉邸ていにやって来た当日、メモ帳とペンの次に彼女が聖に要求したことがあった。それこそが「学校に通わせて欲しい」という願いだったのである。

　当然、聖は心の底から反対した。

　この明らかに抜ぬけていて迂う闊かつなアホ女を、よりによって学校などという吸血鬼しかいない閉へい鎖さ空間に通わせるなんて自殺行こう為いに他ならない。むしろ両手足を縛しばって部屋に監かん禁きんしておいた方がいいとすら思う。もっともこの脳筋バカの場合、ロープどころか鋼鉄の手て錠じようだろうと引き千切って脱だつ出しゆつするだろうけれども。

「（目的自体は納なつ得とく出来るがな……この世界の吸血鬼がどのような存在なのか、自分の目や耳で生の情報と触ふれ合うためには、自分も吸血鬼のフリをしてどこかのコミュニティに溶とけ込むのが一番都合が良いだろうし、土萌華ぐらいの年ねん齢れいならば学校以上に適した環かん境きようはない……）」

　結局、土萌華の意見に押し切られた聖は渋しぶ々しぶながら全すべての手続きを済ませた。聖と同じクラスで、というのも彼女の要望だった。ちなみに理由は「今まで学校に一度も通ったことがないので色々と助けて欲しい」とのこと。

　本当に、頭が痛い限りだった。

「…………ひ、聖くん。あの、」

「なんだ」

「……と、とにかく……絶対にバレたりしないよう気をつけるので、来週から色々とご協力お願いします……！　ほ、本当によろしくお願いします……！」

　ガバリ、と大きく聖に頭を下げた。

　聖は僅わずかに立ち止まり、またしても背中で答えた。

「……やるからには最善を尽つくす。必要な情報は前もって全て叩たたき込むからな。いくらオマエの頭が悪かろうと容よう赦しやはしない。いいな」

「あ……は、はい！」

　一いつ瞬しゆん顔を上げ、パァッと花のような笑え顔がおを覗のぞかせた土萌華は、もう一度──馬ば鹿かみたいに深く、聖へと頭を下げた。




　　　　４




　そして一週間が経たった。

　いくつもの紅色の瞳ひとみが、真っ直すぐ土萌華だけを見つめていた。

「芦田さん！　芦田さん！　ご飯一いつ緒しよに食べようよ！」

「え……あの、私は……」

「机くっつけるよー」

「あれ。芦田さん、お弁当ないの？　あ、購こう買ばいで買うつもりだった？」

「い、いえ、実はダイエット中で……」

「えー。芦田さんは全然ダイエット必要には見えないけどなぁ」

「だよね。凄すごいスマートじゃん」

　──真夜中の昼休み。

　土萌華がセーラー服を手渡されてから一週間が経った。

　今日の日付は西せい暦れき二二二九年の一月八日、月曜日。

　聖が通う「市立入間第一統合高校」の三学期が始まった日だ。三学期からの転入生という中々珍めずらしい事態にクラスの連中は興きよう味み津しん々しんだった。窓から差し込む暗くら闇やみに蛍けい光こう灯とうの微かすかな光がおぼろげに揺ゆれる。

「（こ、こんな調子でこの世界のことを知ることなんて出来るのかな……）」

　これまでの十六年間、クルースニクとしての生き方しか知らなかった土萌華にとっていきなり「地球は吸血鬼の星になってて、むしろ人間の方が邪じや魔まっぽいんで吸血鬼殺すの止やめます」などと、いとも容易たやすく納得出来るはずがなかった。

　だからこそ、学校だ。

　社会を映す鏡と噂うわさされる学校に身を置き、生活し、世界を知る。吸血鬼を知って、己おのれの決けつ断だんと向かい合う──それが目的だった。

　もうこの世界から「人間」は消え果てて、それこそ文化や言語などにその名残なごりを感じるだけの存在に成り果ててしまっている。

　だからこそ、ただ「吸血鬼だから」という理由で彼らを殺あやめてしまっては、それこそ聖が言っていたように「土萌華こそがこの世界にとっての悪」になってしまう。

　それでは、ダメだ。

　土萌華は世界を識らなければならない。そして世界を識った上で、それでも自らの使命を果たすかどうかについて──決断しなければならないのだ。

　だが、しかし。

「（け、軽けい率そつだった……私、やっぱり馬鹿だ……）」

　土萌華はこれまでの休み時間と同様に、雪崩なだれ込むように土萌華の席に集まって来るクラスメイト達に愛あい想そ笑いを返すことしか出来なくなっていた。

　土萌華が人間であるとは、そう簡単にバレないはずなのだ。

　今、土萌華の瞳には紅色のカラーコンタクトが入っているし、犬歯にはアタッチメント式の「付けＶ・ト牙ウース」を装着させている。それに吸きゆう血けつ鬼きの血液から作ったという香こう水すいを登校前にやり過ぎではないかというぐらいに聖にぶっかけられた。

　人間と吸血鬼の表立った違ちがいは、瞳と牙ぐらいしかない。

　というか、この時代の吸血鬼はそもそも人間がどういう生き物なのかをよく知らないので、比ひ較かくすることすら出来ないらしいのだ。

　故ゆえに現在の芦田土萌華はどこからどう見ても、血ち生なま臭ぐさい部類に入る吸血鬼にしか見えないはず──言葉で、ボロを出しさえしなければ。

「（が、学校生活がこんなに大変だったなんて……）」

　矢や継つぎ早に飛んで来る言葉。彼女達に土萌華は必死に返答するが、やはり初めての学校は色々と難易度も高かった。学校の授業は二〇一五年とそこまで大おお幅はばに変わっていないようだったが（時代が変わっても物理法則や数学の公式、歴史などは変わらない）、土萌華の頭が悪いこともあり、正直サッパリ分からなかった。

　ただ、これは承知の上だ。

　なにしろ、自じ慢まんではないが、元の世界でも土萌華は年相応の学力が全く身についていなかったのだ。二百年後の未来世界が「超ちようゆとり社会」にでもなっていない限り、土萌華が勉強に付いていける道理があるはずもない（そして社会は全くゆとっていなかった）。

　ただ、やはり土萌華を何よりも戸と惑まどわせたのは……。

「（み、みんな、メッチャ血を飲みまくってる！）」

　──世界の住人が吸血鬼になったからこその変化に違いない。

　大半の学校が夜間学校になっていて、逆に「昼間学校」なるモノが登場していたりする点も見み逃のがせないが、一番印象的なのは別のところにある。

　土萌華は机をくっつけてきた少女の方をチラリと見た。

　彼女の手元には血液が入った真空硝子ガラス瓶びんが、まるで二〇一五年におけるジュースのペットボトルの要領で置かれていた。

　ラベルには「ブレンドブラッド」の文字。

　鴨かもの血をメインに、多種多様な動物の血液がブレンドされているようだ。もちろん「ヒト」の血は含ふくまれていないようだけれど。

　──当然のように、吸血鬼は食事の一いつ環かんとして、血を飲むわけで。

「（聖くん達は私を気き遣づかって、あまり大っぴらには血を飲んでなかったみたいだけど……やっぱり、こっちは全く遠えん慮りよがないよ……）」

　血のボトルを呷あおりながら歓かん談だんするクラスメイト達を見ないようにしつつ（やはり血を当たり前のように飲んでいる光景は目の毒過ぎる）、土萌華は視線を彷徨さまよわせ、聖を探した。

　いた。

　窓まど際ぎわの列の中ほどで、複数の男子生徒に囲まれて食事を取っていた。

　聖の机に男子達が集まっていることを見るに、あのグループは聖を中心としたグループらしい。傍はた目めにも快活でカッコいい男子が沢たく山さんいる集団だったが、その中でも聖のルックスは抜きん出ていた（聖はとても意地悪で、とても悪い人だが、見た目はいいのだ）。

　と、ここで。

「ん。芦田さん、もしかして誰だれか気になるの？」

「え……べ、別にそんなことは！　た、宝泉くんのことは、何とも────あ！」

「わ、芦田さん。もう宝泉君の名前覚えてるんだー」

　具体的に名前を出されたわけでもないのに、思わず聖の名前を口にしてしまう土萌華。

　とはいえ、いつものように「聖くん」と呼んでしまわなかったことだけは不幸中の幸いだったわけだけれど。

　しかし、土萌華が早さつ速そく迂闊な言動をしてしまったことは紛まぎれもない事実で──

「あ、あの……わ、私は宝泉くんとは、特に何も……！」

「まぁ、でも気になるよねぇ」

「…………へ？」

「一目見て『マジで!?』って思うでしょ、そりゃ。別格だもん」

「あんだけイケメンで、性格も良くて、しかも病弱だもんね。『王子』以外の何者でもないっすよー」

　が──意外と何とかなったのである。

　初めからクラス内における聖の好感度が無む駄だに高かったおかげで、土萌華が聖のことを気にしてしまっても仕方がない、という雰囲気ムードが出来上がっていたようだ。

　ちなみにこの「病弱」というのは自身がサングリアであることを隠かくすために聖がでっち上げた架か空くうの設定らしい。

　要するに、聖が体育や運動会などを全て欠席するための方便なのだ。身体能力が人間と変わらないサングリアは吸血鬼達と一緒に運動をすると一発で正体がバレてしまう。ではサングリアだと露ろ呈ていすると、どうなるかというと──

「（……結構、洒落しやれにならないことになるんだよね）」

　サングリアは小学生の女の子にすら腕わん力りよくで敵かなわないだけではなく、もう一つ──とびきりの問題を抱かかえている。

　これは近年、社会問題にすらなっている重要な事こと柄がらで、これこそが世界中の極ごく少数のサングリアが自身の正体を偽いつわって生活している最大の理由と言ってもいい。

「（もしも私のせいで聖くんがサングリアだってバレたりしたら……ダメ、それだけは絶対にダメだ！　しっかりしないと……！）」

　土萌華はグッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　現状、クラス内で非常に高い評価を得ている聖だが、もし彼がサングリアであることが判明した場合、彼の立場はおそらく──一瞬で地に墜おちる。それを知っているからこそ土萌華はクラスの女子達が聖のことを持て囃はやしているのを目まの当たりにしながらも、あまり素す直なおに喜ぶことが出来ずにいた。

　本来ならば、自分と秘密を共有している相手が──自分のことを好きだと言ってくれた相手が周囲に評価されることは、喜ばしいことであるはずなのに……。

「しかもＲ型だからねー、宝泉くん。あたしらＫ型とは雰ふん囲い気きも違うよね、そりゃあ」

「Ｒ……血液型が、ですか？」

　土萌華は思考を中断し、声のする方へと顔を向けた。

　対面に座る女生徒が弁当を摘つまみながら、土萌華に笑いかけている。

「うん。そうだよ」

　吸血鬼の言う血液型は紛らわしいのだが、人間が使っていた「ＡＢＯ式血液型」とは完全に意味が異なる。

　それは要するに「大元を辿たどると、どの始祖に吸血鬼にされたのか」を表す概がい念ねんで、この世界には始祖の名前のイニシャルをもじり──Ｙ型、Ｂ型、Ｋ型、Ｒ型、Ｌ型、Ｅ型、Ｓ型、Ｆ型の八つの血液型が存在しているらしかった。

　日本に住む人々は大半がＫ型──第三の始祖、迦喰夜によって吸血鬼化された者達ばかりだ。土萌華もクラスメイトには自分もＫ型だと名乗っている。

　ところが、だ。

　聖の血液型が何なのか──土萌華は教えて貰もらっていなかった。彼がどの始祖の系統なのかは完全に初耳だったのである。

　Ｒ。

　その文字が示すのが第一の始祖である「イエス・キリストＹ」と同じく、既すでにこの世にいない第四の始祖であるということしか、土萌華は知らなかった。

　──いったい、どんな吸血鬼だったのだろう？

「あの……Ｒ型って四番目の……方が大元の、ですよね……？」

「そうだよ。第四の始祖──レイ・ノスフェラトゥ様。全吸血鬼最強至高の超ちよう絶ぜつ美形と呼ばれたイギリスを治めていた常とこ闇やみの吸血王だね」

　Rayレイ・ Nosferatuノスフエラトウ。

　やはり初めて聞く名前だった。

　と、ここでレイ・ノスフェラトゥの名前が出た瞬しゆん間かん、机を囲んでいた女子達がその話題に一いつ斉せいに食いついた。

「レイ様を生で見られなかったのは親を恨うらむよねー。もう少し早く産んで欲しかった」

「いや、あたしはテレビの記き憶おくなら残ってるよ。マジヤバかった」

「宝泉君も美形だけど、やっぱレイ様には敵わないよねー。あ、そういえばもう『血のヴァレンタイン』が来月かー。十周しゆう忌き？」

「そうそう。あたしらが六歳の時の二月十四日。多分、あたし達が生きてる間に、あれを超こえる事件はないよねぇ」

　女生徒の一人が、ぽつりと言った。

「レイ様のお城に──他の始祖様が攻撃を仕掛けてレイ様や奥様、ご子息様も含めて中にいた人達を皆みな殺ごろしにしたっていう、アレね」

「そ、そんなことが……!?」

　土萌華は驚きよう愕がくした。

　それはいわゆる「焼き討うち」という奴やつではないだろうか。だとすれば、とんでもないことだ。十年前……二二一九年にもなって、そんな凶きよう行こうが起こり得るなんて！

「（これ、時代が変わっても始祖は凶きよう悪あくってことだよね……少なくとも、そのレイさんを襲おそった始祖はまだ生きてるわけだし……！）」

　この吸血世界を見み極きわめるためには、やはり始祖についての見識を深めることは欠かせないようだ。そう考えた土萌華は、更さらに質問を──

「──あ……ヤバ！　ダメ、その話題ストップ！　ブランネリア様が登校して来た！」

「え、マジで!?　今日来くんの!?　三学期初日から!?」

「ちょ、聞いてないんだけど！」

　その時だった。

　ふらりと廊ろう下かの向こうを見やった女生徒が大きく目を見開き、『血のヴァレンタイン事件』について話していた土萌華達の話題を塞せき止めた。

　空気が変わる。

　それまで和なごやかに流れていた空気が、一転して──肌はだを伝うようなピリピリとした緊きん張ちよう感かんでいっぱいになったのである。

「え、あ、あの」

「芦田さん！　呼び方はともかくとして、ブランネリア様の髪かみの色にだけは一いつ切さい触ふれちゃダメだから！　目ぇ付けられるよ！」

「はぁ……」

　まるで事情が飲み込めず、眉み間けんに皺しわを寄せる土萌華。

　ブランネリア？　いったい、それは誰のことで……？

　そして。

「ごきげんよう、皆みなさま！　新年あけましておめでとうございます」

「っ──!?」

　教室に現れるや否いなや、恭うやうやしく頭を下げ、新年の挨あい拶さつをした少女を見て──その理由をすぐさま把は握あくすることになった。

　理り屈くつや論理ではない。言うならば「勘かん」だ。

　生まれてからの十六年間、吸きゆう血けつ鬼きを倒たおすことを目的に生きて来た──吸血鬼を狩かる戦士としての直感が告げていた。血のような赤髪の少女──ブランネリアが、今まで土萌華が遭そう遇ぐうした中で、最も力を持った高位の吸血鬼であるということを。
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「うふふ。皆さま、相も変わらず冴さえないご様子で……」

　現れたブランネリアは室内を見回し、くすくすと微び笑しようを溢した。

　とても可か憐れんな女の子である。特に髪の毛の放つ印象が凄すさまじい。まるで赤い絵の具をぶちまけたかのような赤色は、目の毒ではないかというくらい鮮あざやかだった。

　指先に塗ぬられた黒色のマニキュアが窓から飛び込んでくる夜色の光に反射して蠱こ惑わく的な雰囲気を醸かもし出す。輝かがやく双そう眸ぼうは吸血鬼特有の紅色ではなくて青色だ。

　青い視線が、宝石のように煌きらめいている。

「（外国の吸血鬼だ……なんでこんな子が日本の、しかもこんな街に……？）」

　土萌華が座っていた席は教室の後方であるため、教きよう壇だん側から教室に入ってきたブランネリアとは大分距きよ離りがあった。

　けれど、これだけ離はなれていても、彼女が異様な存在であることは明らかだった。

　土萌華達と同じ紺こん色いろのセーラー服に袖そでを通しているのに、彼女だけがまるで違ちがう衣装を身に着けているかのように思えてならなかった。土萌華には彼女と一いつ緒しよに机を並べて授業を受ける光景が微み塵じんも想像出来なかった。

　遠いのだ。彼女は、決定的に──纏まとう雰囲気が、クラスの皆と。

　そう、彼女は……。

「（──私が元の時代で持っていた吸血鬼のイメージと、凄すごくよく似てるんだ）」

　どこか存在そのものがグロテスクであり、ダークであり、エロチックな世界観を纏まとったゴシックで耽たん美びで、禍まが々まがしいイキモノ。

　絵に描かいたようなヴァンパイア。

　──過二〇一去五年の芦田土萌華が打ち倒さんと考えていた存在、そのもの。

「皆さん、そんなに構えなくてもよろしいのですよ。ご自由になさってください。思う存分、そのみすぼらしい食事をどうぞ召めし上がってくださいまし……うふふ……」

　コツコツと足音を鳴らし、教室の中を進みながら、ブランネリアが不敵に微笑んだ。

　一方、先さき程ほどまで喧けん騒そうに包まれていた二年四組は、完全に静まり返ってしまっていた。

　席を立っていた者もブランネリアの様子を窺うかがいつつ、それでいて彼女と視線が合わないようにと神経を張り巡めぐらせているのが如によ実じつに伝わって来た。

　土萌華も自然と両手を握り締めていた。

　もちろん、この拳を振ふり上げるつもりはない──そんなことをしたら、大変なことになってしまうからだ。けれど、拳を握らずにはいられなかった。ブランネリアという少女の存在そのものに、土萌華の本能が警けい鐘しようを鳴らしていたから。

　そして、その時だった。

「ブラン。それぐらいにしておけ。皆、怯おびえている」

　──赤髪の少女だけが立っていた舞ぶ台たいに、もう一人の登場人物が現れたのは。

「あら。怯えているだなんて、酷ひどくありませんか？　ブランはこんなにも皆さまのことをお慕したい申し上げているというのに」

「何を言っているのやら……オマエが用事があるのは、オレだけだろう？」

「ええ。分かってらっしゃいますのね」

　ブランネリアが口元にゾッとするような笑えみを浮うかべて、自身に話し掛かけて来た少年に言葉を返した。

「あけましておめでとうございます。聖さま」

　少年が現れて、明らかにブランネリアの態度が変わった。先程までの抉えぐるようなアイスブルーの視線は鳴りを潜ひそめ、言葉や動作の端々に艶つややかな熱が浮かび上がって来たのである。黒灰色の髪、誰だれよりも鮮せん烈れつな紅色の瞳ひとみ──宝泉聖の登場によって、だ。

　土萌華には事情がサッパリ飲み込めなかった。

　二人の関係は、いったい──

「あら……？」

　すると、つっとブランネリアが首を傾かしげた。そして声を潜めると、

「聖さま。気のせいかもしれないのですが──誰か三学期から転入生がいらっしゃいましたか？　机が一つ、教室に増えております」

「……！」

　聖が僅わずかに紅色の瞳を見開く。

　この時間はクラスに生徒の出入りがあるため、他のクラスの生徒がいてもおかしくはない。

　けれど、机の数は普ふ通つうは変動しない。唯ゆい一いつ例外があるとすれば──転校生が来た場合ぐらいのものだ。重々しく、聖が口を開いた。

「……ああ、来たぞ」

「あらやはり。でしたら、ご挨拶させて頂かねば。ええと、あの方でしょうか……後ろの方にいらっしゃる二本のお下げ髪がみの……紹しよう介かいしてくださいますか、聖さま？」

「っ……」

　血を求めるナイフのような視線がギョロリと土萌華を見み据すえた。

　ビクン、と土萌華の肩かたが自然に跳はねる。

　彼女と、話すのか？　こんなワケの分からない状態で？　いや──そもそも、話せるのだろうか？　二人の、得体の知れない関係に動転することしか出来ないこの状態で。

　そして何よりも、あんなにも典型的な「吸血鬼」を目の前にして──土萌華は、平静を保つことが出来るのか？

「──その必要はない」

　聖が一いつ瞬しゆんだけ土萌華の方を見やった後、言った。

「転入生はオマエが言葉を交かわす意味などない……つまらない女さ」

「!?」

「なるほど。つまらない女ですか……」

　ブランネリアは土萌華のことを上から下まで舐なめるように見定め、呟つぶやいた。「──本当に聖さまの仰おつしやる通りですね。地味で、華はながなくて……道みち端ばたの石ころのような、むしろ地面そのもののような……取るに足りない存在……うふふふ」

「ぅ……」

「あんな女、視界に入れる必要すらない。聖さまもよく分かってらっしゃるご様子で」

　そして、ブランネリアはそれっきり土萌華から関心を失ったようだった。

　教室の中に「芦田土萌華」なんて人間は存在しなかったかのように視線を切ると、すぐさま聖につつっと近付き、彼の顔を見上げると、

「では、そろそろ参りましょうか、聖さま」

「……そうだな」

　次の瞬しゆん間かん、土萌華の目に信じられない光景が飛び込んで来た。

　なんと──ブランネリアが聖のすぐ側そばへと歩み寄ると、するりと自身の腕うでを彼の腕に絡からめたのである。まるで──恋人同士がするかのように自然に、だ。

　そして二人は周りのクラスメイトなど、まるで存在していないかのように、寄り添そって教室から出て行った。

　一方、土萌華は凍こおりついていた。

　土萌華にだって分かる。聖は明らかに──自分を庇かばっていた。ブランネリアが土萌華に関心を持たないように、あえてあのような突つき放す言動をした……のだと思う。

　おそらく。

　きっと。

　そう…………思いたい。

　だが、そもそもの話、聖は、どうして──

「芦田さん。気にしない方がいいよ。ブランネリア様って、いつもあんな感じだから。清すが々すがしいほど性格が悪いし、私達のことマジで見下してんだよね」

「でも、芦田さんには、いきなり酷こくな現実を見せてしまったみたいだね……」

「まぁ誰もが通る道でしょ」

「だよね。早ければ早いほどいいと思う」

「そうかな。ねぇ、芦田さん……まぁ、ホント、見たまんまなんだけど」

　土萌華と一緒に机を囲んでいた女生徒達が感かん慨がい深げに言った。そして未いまだに茫ぼう然ぜん自じ失しつの極きわみにいる土萌華に、衝しよう撃げき的な一言を浴びせ掛けた。

「──宝泉君って、ブランネリア様の『お手つき』なのよ」

「え……」

「ブランネリア様はフランスの『コロンバール家』っていう超ちよう名門貴族のお嬢じよう様さまで、大戦前から始祖様に仕えていたような家いえ柄がらの出身なの。で、本人はＥ型なんだけど迦喰夜様の熱ねつ烈れつな信者で、わざわざ日本に留学しに来てるのよ。でも、ちゃんと男の子も好きみたいで、こっちに来てからはずーっと宝泉君にご執しゆう心しんなわけ。まーしょうがないよね。あたしらとは二人ともやっぱりレベルが違うし。見た目だけはお似合いのカップルだもん」

　ここまで言われて、ようやく土萌華は不思議な事実に気付いた。

　土萌華はこのクラスに転入する上で、前もって聖から何人かのクラスメイトの情報を教えられていた。

　しかし、ブランネリアなる赤あか髪がみの少女の存在を、聖の口から聞かされた覚えは一いつ切さいなかったのである。それは決して土萌華がバカだから忘れているわけではない。

　だって──あんなに綺き麗れいで、禍々しくて、吸きゆう血けつ鬼きのイメージそのものとも言うべき少女がクラスに在ざい籍せきしていると聞いたら、絶対に覚えているはずだからだ。

　だから、おかしいのだ。

　──聖は、どうして土萌華に、そのことを教えなかった？

「まぁブランネリア様は授業なんてほとんど受けたことなくて、たまーに学校に来たと思ったら宝泉君を連れてどっかに行っちゃうの。ホント、何してんだろうねぇ」
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　──紛まぎれもなく、ソレは聖にとって最悪の時間だった。

「このクソ女……！」

「あらあら……相変わらず、聖さまは口が悪いのですね。ですが、そんなに蔑さげすむ眼めで睨にらまれてはブランはもっと昂たかぶってしまうだけでしてよ……？」

　場所はいつもと同じ校舎の二階、一番奥にある今は使われていない空き教室だ。宝泉聖とブランネリア・コロンバールの「逢おう瀬せ」は、必ずそこで行われる。

　日時が決まっているわけではない。

　一ヶ月に一回ほどの時もあれば、一週間に数回行われることもある。だが、それを求めるのは決まってブランネリアの方だった。

　それもそうだろう。

　両者の会話の内容だけでも、聖にとってすればその行こう為いが耐たえがたい屈くつ辱じよくであり、粘ねん膜まくが生み出す腫はれぼったい快楽とは全く無む縁えんの苦痛に過ぎないことが如実に表れている。

　一方、攻せめ手であるブランネリアはその真逆だ。

　真白い頰ほおはまさに自身の髪の色のように赤く染まり、ピンク掛かった小さな唇くちびるから断続的に吐はき出される息は燃えるような熱を孕はらんでいた。サファカラーイヤコンレンズタクトによって瑠る璃り色いろに変わった瞳は潤うるみ、一瞬たりとも離はなれることなく聖の顔をじぃっと見つめ続けている。

　そして、両者の距きよ離りは──ゼロだ。

　ピタリと二人の身体からだはくっついている。肌はだと肌が触ふれ合い、重なり合い、互たがいの体温どころか血液を全身に送り出す心臓の鼓こ動どうすら感じ取れる間合いにあった。

　体格が同年代の少女と比べて華きや奢しやな部類に入るブランネリアだが、聖の胸むな板いたに押し当てられた双そう丘きゆうは決して控ひかえめな大きさなどではなく、ハッキリとした輪りん郭かくと感かん触しよくを彼の身体に届けていた。

「グァッ……！」

「ん……ぁ……素す晴ばらしいですわ、聖さま……っ……もっとブランに聖さまの声をお聞かせください……もっと……もっと大きな声を……」

「ッ……誰が、オマエなんぞの命令を……」

「──でしたら、無む理り矢や理りにでも鳴かせて差し上げます」

「づ……グガアアアアッ！」

　瞬間、深々と──聖は身体を貫つらぬかれた。

　──首筋を、牙によって、だ。

　内臓を引っ繰くり返されたかのような激痛に苦く悶もんの声を漏もらした聖の顔を、じぃいっと凝ぎよう視ししながらブランネリアが歓かん喜きに満ちた声を上げる。

「そうですそうですそうです！　聖さまのその声がブランは聞きたかったのです！　聖さまの叫さけび声と、聖さまの血！　これに勝まさる喜びと快楽はございません……！」

「っ……こ、この変態が……！」

「おやおや、何をおっしゃいます。吸血は我々ヴァンパイアの嗜たしなみであり、最大の娯ご楽らくではありませんか？　まさか聖さまも薄うす汚ぎたない愚ぐ民みん共のように、吸血鬼としての本能をお忘れになってしまったのですか？」

「グッ──」

　ブランネリアの吸血歯が聖の首筋に、つぷり、と音を立てて突き刺ささった。

　そして鮮せん血けつが迸ほとばしる。

　赤く、熱く、甘やかなサングリアの血が──噴ふん水すいのように聖の首筋から溢あふれ出す。ブランネリアはずじゅずじゅと音を立てながら、雫しずくの一いつ滴てきすら無む駄だにしたくないというような熱烈な表情でもって、聖の血を、身体を貪むさぼり続ける。

　一方的な吸血──それこそが聖とブランネリアの「逢瀬」の正体である。

　近年、世界中で議論されている社会問題の一つに『この吸血世界から吸血という概念が淘汰されつつある』という問題が存在する。

　つまり「吸血行為」以外で血液を入手する手段が爆ばく発はつ的に増加し、吸血鬼達が直接相手に牙を突き立てて血を吸う必要がなくなっているのである。

　例えば商店に行けばボトルに入った動物の血液が何本でも購こう入にゆう出来るし、吸血鬼にとって動物の血液とほぼ同種の効果をもたらす「植ヴアージ物ンブラツ性ド・カ血ミラ・液オイル」の元となる植物「カミラ」が世界中で広く栽さい培ばいされるようになったことも大きな理由の一つだ。

　この世界では、吸血鬼が他ほかの生物に牙を突き立て、直接血を吸わなくても十分に生きていける環かん境きようが構築されて久しいのである。

　しかし──いくら気軽に血液が補ほ充じゆう出来たとしても、それは所しよ詮せん大量生産された「ジャンク・ブラッド」なのではないかと異義を唱える者達も少なからず存在する。事実、手軽に入手出来たり、加工されている血液ほど味は劣おとるのが通例だ。

　では──逆に、この世で最も美味だとされている血液とは、何の血液なのか？

　それは家か畜ちく由来のものでも、植物由来のものでもない。

　全吸血鬼の一パーセントを優に下回る確率でしかこの世に生まれない非常に稀少な半端な吸血鬼──《サングリア》の血液なのである。

　だからこそ、サングリアは己おのれの正体を偽いつわって生活している。単に身体能力が弱いからではない。サングリアは──この人間の滅ほろんだ吸血世界において唯ゆい一いつ合法的に残った「狩られる立場の吸血鬼」だからなのだ。

「（これが己の正体が露ろ呈ていしたサングリアの末路……サングリアの多くは人知れず身み柄がらを拘こう束そくされ、人身売買のターゲットになっていると聞く……それだけサングリアの血液は貴重で、高値で取引されているということだ……もっとも、このクソビッチがオレの血を一人で独どく占せんすることを選んだのだけは不幸中の幸いだったがな……！）」

　ブランネリアに出会うまで、ありとあらゆる血液検査を擦すり抜けて来た聖だったが、とある出来事の結果、自らの血を僅わずかながらに流す事態に見み舞まわれてしまった。

　普ふ通つうならば、一滴や二滴、血が流れようとも周囲の吸血鬼はソレがサングリアの血液だと気付くことはない。

　だが、しかし──現存する吸血鬼の中でも特に格式高い一族の血を引くと同時に、母国フランスにおいて実際にサングリアの血液を味わった経験のあった彼女だけが、その事実を察知してしまったのである。

　それ以降、この一方的な搾さく取しゆ関係は続いている。

　聖は彼女に一切抵てい抗こうすることが出来ない。もっとも本当に情けないことに、たとえ聖が全力で彼女を押し退のけようとしても、人間並みの身体能力しか持たないサングリアである彼にそれは不可能なわけだが……。

「聖さま、お訊ききしたいことがございます」

「……なんだ」

　身体にしな垂れかかり、牙を突つき立てた傷きず痕あとを赤い舌先でチロチロと猫ねこのように舐なめながら、ブランネリアが聖の顔を上うわ目め遣づかいで見た。

　そして、笑った。

　──血で汚よごれた口元を隠かくそうともせず、にこり、と。

「今日の聖さまの身体から、不思議な匂においがするのは何故なぜでしょう」

「……不思議な匂い、だと」

「はい。とても不快なのです。胃の奥がムカムカして、心が搔かき乱される匂いです。最悪の匂い、のような気がします。けれど──その匂いを、もっと味わってみたい、貪ってみたいと思わされるような匂いなのです。とてもとても、懐なつかしい匂いなのです」

「…………」

「なにか、心当たりはございますか？」

「……生あい憎にくと」

「そうですか」

　察しは、付いている。最高に不快なのに、吸血鬼にとって決して抗あらがうことの出来ない匂い──その大元がいったい何なのかということに。

　彼女と十数日間、一いつ緒しよに生活したことで聖の身体にはその匂いが移ってしまったに違ちがいない。もちろん本来ならば意識の海面に浮ふ上じようすることなく沈しずんでしまう違い和わ感かんに過ぎないのだろう。だが、ブランネリアは違う──この女は異常なほどに匂いに敏びん感かんだ。

　芦田土萌華がその身体の奥に押し込めた四千五百ミリリットルの紅色の液体に、薄うつすらと勘かん付づきつつある。認にん識しきしつつある。

　──ヒトの血の存在を。

　もっとも、さすがの彼女といえど実際にヒトの血を味わったことはないはずなので、自身が感じている違和感の原因にまでは辿たどり着けていないようだが。

「ところで聖さま……また、話は変わるのですが……ブランは気になっていることがございます」

　唐とう突とつにブランネリアが尋たずねた。

　ブランネリアは自身の吸血歯から滴したたる血の雫を舌先でちろりと舐め取りながら、聖の骨が軋きしむほど、強く彼に凭もたれ掛かる。腰こし掛かけた机がギシリと鈍にぶい悲鳴を上げた。

　そして、彼女はおもむろに──左手の親指を自身の口元へと持って行き、まるで手持ち無沙汰の小さな子供がするかのように親指の皮を、ぎじり、と嚙んだ。

「ッ……！」

　その仕草に思わず聖は息を吞む。ブランネリアは無言でじぃっと聖を見下ろす。彼女が親指を囓るのは、単に子供の頃の手癖を矯正出来なかったからだけではない。

　──それ以上の、意味がある。

　数秒後、フッと相好を崩し、ブランネリアが酷く媚びた口調で尋ねた。

「聖さま。何故、先程──あの転校生を庇かばわれたのですか？」

「…………意味が分からんな」

「あのような地味な女が好みとはブランは聖さまの趣しゆ味みを疑ってしまいます。聖さまにはブランという睦むつまじい関係の相手が……女が、いるではありませんか？」

「……勘かん違ちがいだ」

　次の瞬しゆん間かん。

「──ブランは、噓うそが嫌きらいでしてよ」

「ッヅ……グガアアアアアアアアアッ！」

　ブランネリアが聖の首筋に食くらい付いたのである。

　瞬間、聖の血液がまるで蛇じや口ぐちから注いだかのような勢いで、ブランネリアに吸い上げられる。それは、未いまだかつて無いほどの苦痛を伴ともなう吸血だった。

　しかも、既すでに聖は普ふ段だんの彼女が一回の呼び出しで求めるだけの量の血を既に吸われた後なのである。

　おかわり、どころの話ではない。明らかに、限界を超こえる量。度を超えた暴食、血だけでなくその先にある命そのものすら飲み干さんが如ごとくの──

「グギッァ────」

「危ないところでした。きっと、今回ばかりは少し大き過ぎる声が出てしまうはずです。けれどそれは野や暮ぼというもの。逢瀬はあくまで二人だけのモノでなければなりません」

　ブランネリアは空いていた左手を聖の口元に宛あてがい、彼の絶ぜつ叫きようが一いつ切さい外へと漏れないように蓋ふたをした。苦悶の声が漏れる。だが、それは届かない。

　全すべて、彼女によって──握り潰つぶされてしまう。

「……生イキでしてよ、聖？　他の女に目移りするだなんて。あなたは媚びて、虐しいたげられて、血を流して、ただブランを愉たのしませていさえすればいいのです」

　ブランネリアは禍まが々まがしく──そして、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうに言った。

　その後、数十分が経たち、休み時間が終わっても──空き教室から二人が出て来ることはなかった。
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　湯気が立ち上る狭せまく密閉された空間の中で、芦田土萌華は小さくため息をついた。

「（聖くん、どうしたんだろう……）」

　時刻は午前六時。

　初日の登校を終えた土萌華は、そのまま難なく帰宅し（ちなみに帰路は陰ながらエルクが同どう伴はん・誘ゆう導どうし、他の吸きゆう血けつ鬼きと最も接せつ触しよくしない安全なルートで帰って来た）、午後のトレーニングを終えた後、風呂ふろ場ばで汗あせを流ながしていたところだった。

　だが、土萌華の表情は冴さえない。

　というのも、昼休みにブランネリア・コロンバールに連れられて行った聖が結局学校が終わっても教室に帰って来なかったのだ。クラスメイトに訊いてみても、ここまで長い時間、二人が戻もどって来なかったことはないらしく向こうも首を傾かしげていた。

　朝の六時だけあって、外はもう大分明るくなっている。

　けれど、聖の消息は全くの不明だ。

　真っ先に率そつ先せんして聖を捜さがしに行きそうなエルクに関しても、なんとブランネリアに連れ出される直前、こっそりと『この後、オレがどうなろうとオマエ達は帰りを待て。土萌華はオマエが家まで送り届けろ』と指示を出されていたらしいから八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

「（エルクさんにわざわざ、そういう命令を出してくれたってことは、初めからこんなに遅おそくなることが分かってたってことだよね。でも……）」

　土萌華はギュッと自身の胸を抱だき締しめ、息を深く吐はき出した。

　湯の上にぷかりと浮うかんだ圧あつ倒とう的なボリュームの胸むな元もとを、紅色の液体がつっとしたたり落ちる。もちろん「血のブラツ浴槽ドバス」などではなくて濃のう紅色の入にゆう浴よく剤ざいが入っているだけなのだが、かなり香かおりが強いモノらしく、まるで熱波のように湯船から押し寄せる香こう気きのせいで土萌華の頭の中は、随ずい分ぶんとぼんやりしつつあった。

　だから思考もどんどん単調に、単純になって来る。土萌華はこの日、何度頭を悩なやませたか分からない疑問を、再度揺ゆり返した。

「聖くん、ブランネリアさんと二人で何をやって──」

　考えた瞬間、土萌華の顔にボッと火が点ともる。

　──どう考えても可能性は、一つしかないのではないか。

「あわわわ……」

　考えれば考えるほど恥はずかしくなってしまって、妙みように全身がムズムズして来た土萌華はバシャバシャとお湯を顔に掛けて、気持ちを一新させようとした。

　が、やはりソレは不発だった。どれだけ熱いお湯を顔に掛けても、頭の熱が下がることはなくて。より一層、火ほ照てるだけで。

　結局、土萌華は口元に湯船に張った湯が来るぐらいまで身体からだを沈み込ませ、ぶくぶくと蟹かにのように泡あわを吐くことしか出来なくなってしまう。

「（聖くんの考えが全然分からない……いったいどういう意図で私に告白してきたんだろう……遊び、って奴やつなのかな……よくわかんないよ……でも確かに聖くんは女の子と遊び慣れてそうだし……風華も言ってたもんなぁ……『イケメンは女を基本的にゴミだと思ってるクソみたいな生き物だ』って……）」

　指先が自然と肩かた口ぐちの髪かみへと伸のびる。

　土萌華は髪の毛を洗う時ぐらいしか、おさげを解かない。

　特別な理由はないのだが、我ながら奇き妙みようなことに、おさげを解いた自分の姿を鏡で見た記き憶おくが一切残っていないほどに昔から続けている習慣だった。

「（とりあえず、髪を洗おう……）」

　湯船から上がった土萌華はラバーマットにぺたんとお尻しりを落とし、シャワーの蛇口を捻ひねった。シャワーノズルから噴ふき出した熱いお湯を頭に掛ける。

　そして、ようやくもってここで髪を解こうとした時──

『ル、ルー姉！　大変です！　若が……若が……！』

　突とつ如じよとして──玄げん関かん口の方から、エルクの悲痛な叫さけび声が土萌華のいた浴室の中まで響ひびき渡わたったのである。

「えっ……!?」

　髪を解き掛けていた指を止め、土萌華はハッした表情で声のした方を見つめた。

　帰って来たのだ。

　聖が。ついに。けれど、このエルクの慌あわて方はいったい──

『どうしましたか、エル──なっ……わ、若!?　お気を確かに!!』

　すぐに駆かけ付けたと思われるルーチェットの声が続いた。

「ひ、聖くん……！」

　土萌華はシャワーの蛇口を捻ひねり、すぐさま立ち上がった。

　──大変なことになった。







「俺は急いで医者を呼んで──」

「いえ、これは──エルク！　血です！　常飲用の血液ボトルをありったけと、それと輸血用のパックが倉庫にあります！　おまえはそれを大至急持って来るのです！」

「なっ……い、医者はいいんですか!?　どう見ても俺達素人しろうとの手に負える状態には見えないんですが……!?」

　土萌華が玄関口に辿り着いた時、そこでは顔を真っ青にして倒たおれ伏ふした聖をルーチェットとエルクが揺り起こしているところだった。

　聖の容態は、切せつ迫ぱくしていた。

[image: ]

　瞳ひとみは閉じられ、唇くちびるから断続的に荒あらい呼吸が吐き出される。身体には一切力が入らないようで、まるで死し人びとのようにだらんと両手両足が弛し緩かんしてしまっている。

　むしろ、この状態でどうすれば家まで自分の足で帰って来られたのか──それが心の底から疑問に思えて来るような惨さん状じようだった。

「ルーチェさん！　エルクさん！」

「なッ……あ、芦田!?　オ、オマエ、なんて破は廉れん恥ちな格好をして──!?」

「そんなこと言ってる場合じゃありません！」

　走って来た土萌華のとんでもない格好を見て、すかさずエルクが顔を覆おおった。

　土萌華の格好は全ぜん裸らにバスタオルを一枚巻き付けただけの格好だった。これは身体を拭ふいている時間どころか、まともに服を着ている時間すらなかったからなのだが……そんなことはこの状じよう況きようでは些さ事じに過ぎないはずだ。今必要なのは──

「ルーチェさん！　私に出来ることって何かありませんか？　私の力で体内の《血脈》を活性化させて傷を治すことなら出来るんですが……」

「傷を、ですか。とはいえ……我々吸血鬼に土萌華様の癒いやしのチカラが効くかは微び妙みようなところですね。どちらにしろ、それは今の若には意味のないことだと思われます」

「意味がない……？」

「これです。見てください」

　言いながらルーチェットは聖の着ていたブレザーを開はだけさせ、肌はだを露あらわにして、彼の首筋の辺りを指差した。

　するとそこには異様なほどにきつく巻かれた、白い包帯が。

　包帯……だが、医者が処置をしたモノとは思えない荒あら々あらしい巻き方である。ということは、聖がこれを自分でやったのだろうか。だが、こんな何重にも包帯を巻く意味なんてないはずだ。本来、包帯の巻き方は少し傷きず痕あとから血が滲むくらいでも別に──

「エルク！　ぼやっとしている場合ではありません！　おまえは早く家中から血を集めて来なさい！　急いで！」

「は──はい、ルー姉！」

　ルーチェットが呆ぼう然ぜんとしていたエルクを一いつ喝かつすると、彼もすぐさま動き出した。まるで疾しつ風ぷうのような速度で玄関口からエルクは走り去って行った。

　ルーチェットはエルクの背中を見送ってすぐ、土萌華の方を一いち瞥べつして、

「土萌華様。申し訳ありませんが、若の身体を支えていてくださいますか？」

「わ、分かりました」

「若。包帯を取りますよ、よろしいですね」

　聖の首から肩かたにかけて巻かれていた包帯をルーチェットが一いつ瞬しゆんにして自身の爪つめで紙切れのように切り裂さいてしまった。そして現れた光景に、思わず二人は息を吞のんだ。

　──穿うがたれ、血にまみれた傷痕。

　肌に直接ドリルを突つき刺さし、肉を抉えぐって穴を開けたかのような傷痕が聖の首筋に鮮せん明めいに刻み込まれていたのである。しかも、その傷痕の一つ一つが下げ手しゆ人にんによって聖が本当に丁寧に嬲なぶられ、痛め付けられ、最大限の苦痛を引き出そうとした──そう確信出来るような酷ひどい有り様だった。

　ようやく土萌華は気付いた。だから聖はこんなにも強く包帯を巻いていたのだ。この無数の傷痕から、聖のサングリアの血を──一いつ滴てきも外に漏もらさないように。

「（ひ、ひどい……なんで、こんなこと出来るの……）」

　土萌華は自身の口元を抑おさえ、絶句した。

　これをやったのはブランネリアだ──状況から見て、それは間ま違ちがいない。

　だが、どうしてこんなことになる？

　あんなにも彼女は聖に熱ねつ烈れつな視線を投げつけていて、恋こい人びとのように腕うでを組んで、それなのに……こんな……こんな……人間とは思えないような凶きよう行こうを聖に──

「（違ちがう）」

　ブランネリアは人間ではない──彼女は吸血鬼なのだ。もしかして──吸血鬼だからこそ、こんな酷いことが出来る、のだろうか？

　土萌華には分からなかった。

「ブランネリア・コロンバール……あ、あの女……また若にこんなことを！　何も出来ない自分がイヤになります……私にもっと力があれば、あの女を今すぐにでも八つ裂ざきにしに行くものを……！」

　そして、この傷痕を見て、ブランネリアのことを想起したのは土萌華だけではなかったらしい。ルーチェットが眼めを見開き、全身を戦慄わななかせながら吸血歯を剝むき出しにして怒いかりの言葉を口にする。

「あの、ルーチェさんもブランネリアさんのことを知っているんですか？」

「もちろんです！　若はあのクソビッチに前々から弱みを握にぎられて──！」

　その時だった。

「…………そこまでに、しておけ、ルーチェ。主あるじの恥はじを外に漏らすな……」

「若！」

「聖くん！」

　聖の絞しぼり出したような声が、かすかに響いたのは。

「……あのクソ女のことは、今はいい。奴にはいずれ……借りを返す……」

「ひ、聖くん！」

　だが、聖の意識が戻もどったのは、ほんの一瞬の間だけだった。聖はまたしても意識を手放し、彼の身体を支えていた土萌華の方に倒れ込むようにして再度、昏こん倒とうした。
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「…………っ、ハッ！」

　聖が目を開けると、まず視界の端はしに飛び込んで来たのは光だった。照明器具特有の人工的な光、ではない。天然の──太陽の光だ。

「（朝……いや、もう昼か……？）」

　窓の外を見やると、既すでに夜の闇やみは隠かくれてしまった後で、空は薄うすぼったい青色と不快な閃せん光こうによって支配されてしまっているようだった。

「あ……ひ、聖くん！　よかった！　眼が醒さめたんですね！」

「……土萌華？」

「はい！　土萌華です！」

　何とも凡ぼん庸ようで、特段際きわだった部分もなく、至って普ふ通つうな──だからこそ、まるで意識の上で害にならない少女が現れる。土萌華だった。

「っ……」

「あ、だ、だめですよ！　もう少し寝ねていないと！」

　額を押さえながら起き上がろうとした聖を、枕まくら元もとに佇たたずんでいた土萌華が押し止とどめた。

　聖は渋しぶ々しぶと、再度、後頭部を枕まくらに乗せる。

　すると、すかさず土萌華は聖がするより先に彼の布ふ団とんを肩まで掛け直し、にっこりと微笑ほほえみ掛けて来た。聖は思わず閉口し、何となく顔を横に背そむけたい気分になった。

「あの、どこまで聖くんが覚えているかは分からないんですが、朝の六時くらいにボロボロになって帰って来て……あとは私達みんなで手当てをして、ここに運び込んだんです」

「手当てというよりも……要は、血が足りなかったのだろう？」

「はい。家にあったボトルを何本か。それと緊きん急きゆう治ち療りよう用のパックも使いました」

「なるほど。理解した」

　意識は次し第だいに鮮明になって来たが、やはり万ばん全ぜんの状態とは行かなかった。

　生きているのが不思議なくらいの量の血を吸われ、聖の乏とぼしい再生能力でようやく傷が治りかけると更さらに痕あとを穿ほじくり返される──最終的に一いつ切さいの処置なく放ほうり出されるまで数時間に渡ってブランネリアの凶行は続いたのだから。

「……今は何時だ」

「えっと、そろそろお昼の三時になります」

「三時……」

　ブランネリアに嬲られ、解放された時はまだ外は薄うす暗ぐらかったはず。家に辿たどり着いたのが午前六時前後とすると九時間近く眠ねむっていた計算になる。

「土萌華。オマエ、まさかずっと起きていたのか？」

「え、」土萌華がこくんと頷うなずいた。「あ、はい。一応ずっと起きています」

「……よくやるものだ」

　昼の三時は紛まぎれもなく「ヒト」の時間だ。だが学校に通い、一日中ずっと起き通しとなると──その疲ひ労ろうは計り知れないものがあるはず。

　土萌華がヒラヒラと顔の前で掌てのひらを振ふって、取り繕つくろうように言った。

「で、でも、ずっと起きているのは私だけではありませんし。ルーチェさんもエルクさんも聖くんが目覚めるのを待っているはずで──あっ！　すいません！　私、気が利きかなくて……ちょっと待っていてくださいね。私、二人を呼んで来ますから！」

「──いい」

「へ……」

「まだ、呼ばなくていい。あいつらが来ると喧やかましくて敵かなわん。どうせオレを見た瞬しゆん間かん、大おお騒さわぎをし始めるに決まっている」

　一瞬、立ち上がり掛けた土萌華を聖は引き止めた。

　この言葉は本心だった。ルーチェットにしてもエルクにしても、あの二人の聖に対する思い入れの強さは相当なものだ。二人までこの部屋に押し掛けて来たら、間違いなく聖の体調は更に悪化するに違いない。

「で、でしたら、しばらく私がここにいるので何かして欲しいことがあったら言ってください」

　中ちゆう腰ごしになっていた土萌華はそのままぺたんと再度、腰こしを下ろした。

　彼女らしい非常に整然とした所作の正座だった。そして野道に咲さく花のような、ささやかな笑え顔がおを浮うかべた──安心していい、ということだろうか？

　聖には、あまり理解の出来ない行動だ。

「……ならば、一つ、訊ききたいことがある」

「は、はい。なんでしょうか？」

「昨日、学校に行ってみて──この世界のこと、吸きゆう血けつ鬼き達のことをどう思った？」

「ッ──」

　瞬間、小さな喘あえぎが漏れる。けれど、続きの言葉は返ってこない。土萌華はグッと唇くちびるを嚙かみ締しめ、俯うつむき、正座した両りよう膝ひざの上に重ねた拳こぶしを握ったまま黙だまり込んでしまった。

　空白の時間が流れる。

　一日で最も外が静かになる午後三時前後という時間帯もあって、窓の外から漏れ聞こえてくる音もまばらだった。車の排はい気き音どころか、動物の鳴き声すら聞こえない。

　そうして、数十秒か数分が経たった後のち。

「昨日、学校に行ってみて……迷いは大きくなりました」

　ついに、土萌華が口を開いた。

「私は学校に通ったことがなかったので、具体的な比ひ較かくは出来ません。けれど、二年四組の皆みなさんは……私が話をすることが出来た人は、ですが……どの方も、私にとても良くしてくださいました。殺さなくてはならない吸血鬼だとは、到とう底てい思えませんでした」

「……つまり、それは」

「ですが！」

　真っ直すぐ、聖の顔を見つめながら、土萌華が、かつてない強い口調で言った。

「ブランネリアさんは──邪じや悪あくそのものだと思いました」

「……いつ、そう思った？」

「聖くんが酷い血の吸われ方をして帰って来た時です。別に彼女がクラスの皆さんや私を見下していたり、その……ひ、聖くんと一いつ緒しよに教室を出て行ったのを見て、彼女が邪よこしまな存在だと言っているわけではありません……」

　と、思いきや、話題がブランネリアと聖の「逢おう瀬せ」のことに及およぶと、まるで風船が萎しぼむかのように、しゅるしゅると土萌華の声は小さくなって行った。

　いつものように分かり易やすく赤面した表情からして、彼女こそが邪なことを考えているのは火を見るよりも明らかだった。

「（クラスの奴やつらも似たようなことを思っているのだろうが、土萌華には事実を伝えておいた方がいいだろうな……そういうことがあった上で、尚なおかつ血も吸われてこんなことになった──などと思われては心外だ。オレのイメージをあの女のような爛ただれたモノにするわけにはいかん……なんとおぞましい……寒けがする……）」

　聖はハッキリとした訂てい正せいが必要だと判断した。

　一方、土萌華はあせあせと妙みように言葉を取り繕いながら、

「え、えと、別に高校生には早過ぎるとか、頭の固いことを言うつもりはないんです。この時代の感覚が私達の時代とは変わっているかもしれないですし、そもそもそういうのは個人の自由、価値観の問題もありますから、今はひとまず横に置いておいてですね──」

「土萌華。オマエは酷い勘かん違ちがいをしているようだな」

「……へ？」

「断言するが、オレはブランネリアに呼び出されてもただ血を吸われるだけで、オマエが想像しているようなことは、過去に遡さかのぼっても一度もやったことはない」

「えっ、」土萌華が目を見開き、言った。「い、意外です……！」

「…………」

　意外！

　無む駄だに実感が籠こもった言葉だった。聖はつくづくこの少女が自分のことをどのような眼で見ているのかを肌はだで感じて、閉口せざるを得なくなる。

　日夜、不純異性交遊に耽ふけることが聖のイメージだと思われているということか!?

「……オマエ、オレを何だと思ってるんだ？」

「い、いえ。だって聖くんはモテそうですし……」

「それは否定しないが──オレは基本的にそういうことに興味はない」

　女生徒の興味関心を集めこそすれ、そこから先に進む意志は聖に全くなかった。

　なぜならば、恋れん愛あいとは突き詰つめれば次の世代に子孫を残すための行こう為いに他ほかならないと思うからだ。だが、生あい憎にくと聖の人生は、後にはきっと何も残らない。というよりも──聖で打ち止めにしなくてはならない。

　聖の目的を叶かなえるためには下らない情事に身を窶やつす理由はなく、むしろ重荷にしかならないことはハッキリしていた。恋愛など以もつての外だ。

「……な、なるほど」

「まぁ一応…………例外もあるがな」

「え……」

「言わせるな。察しろ」

「あ……、」土萌華の肩かたがビグンと揺ゆれた。少女は正座した両膝を妙にそわそわと摺すり合わせながら答える。「は、はい……ありがとうございます……」

「何故なぜ、そこで礼を言うんだオマエは」

「えっと……あの……す、すいません。何となく、です……」

　ここで聖の頭に浮かんだのは件くだんの「設定」だった。

『宝泉聖は芦田土萌華のことを好ましく思っている』というでっち上げた設定が。

　だから、あくまで基本的には興味はないが土萌華だけは別──そういう形で話を進めなければならない。

　我ながら、とんでもない設定を作ってしまったものだと後こう悔かいしている。

　土萌華が少しだけ頰ほおを染めて、探さぐるような視線で聖の顔を真っ直ぐ見つめた。その仕草に、どんな意味があったのかは聖には理解出来ない。

　けれど、聖は思わず──彼女から、眼を背けてしまった。

　自分でも、どうしてそんなことをしてしまったのかは全く不明だ。

　ただ明らかなのは、この瞬間、聖の胸の奥に奇き妙みようなむず痒がゆい感覚が走ったことだけ──

　それだけ、だった。

「……それともう一つ、オマエにオレから謝らなければならないことがある。昨日、教室で、オマエのことを『つまらない女』などと馬ば鹿かにしただろう？　そのことだ」

　ここで聖は場を繫つなぐためでは決してないのだが、もう一つ土萌華に伝えておかねばなるまいと思っていた話題を切り出した。

　教室でブランネリアの眼から土萌華を遠ざけるために聖が口にした──心ない言葉について、だ。土萌華が少しだけ笑いながら、首を横に振った。

「え、あ……で、でも私、ちゃんと分かってますよ？　だってあの時、聖くんはブランネリアさんが私に興味を持たないようにしてくれたんですよね？　ですから別に私は気にしてなんて……」

「だとしても、誰だれにだって言われたくないことぐらいあるはずだ。違ちがうか？」

「ッ……！」

　土萌華がキュッと唇を嚙み締めた。

　──やはり、当たりだ。

　彼女と会ってからこれまで、聖は土萌華を揶や揄ゆし、からかい、半泣きにさせるような発言を幾いく度どとなく繰くり返して来た。だが、その中に一つだけ──思っていても、絶対に口にしなかった言葉がある。

　それこそが、芦田土萌華の最大の特とく徴ちようでもある「凡ぼん庸ようさ」に対する言げん及きゆうだった。

　確かに、土萌華はあまりにも普ふ通つう過ぎる人間だ。

　戦せん闘とうに関する能力を除けば、実際に彼女ほどつまらなくて、地味で、そして何より華はなのない存在というのは──中々いないはずなのだ。

　そして、きっと土萌華はそれを自覚している。けれどソレをどうすることも出来ず、日々苦く悩のうしている。なぜなら──清すが々すがしいほどに、この女は馬鹿で、愚ぐ直ちよくそのものだからだ。

　ぽつり、と土萌華が言った。

「……今まで言ったことがなかったんですが、私、小さな頃ころに両親を亡なくしているんです」

　聖は無言で少女の瞳ひとみを見つめた。

　茶色い、人間の瞳を。

「私の両親は『機関』の研究員だったんですが、最さい期ごは暴走した吸血鬼に襲おそわれて命を落としてしまいました。その時、私は誓ちかったんです。『こんな辛つらい想おもいをするのは、私で最後にしなくちゃ』って。だから『守ること』が私の戦う理由なんですけど……」

　そこまで言い掛かけて、土萌華は「あはは……」と力なく笑った。

「実は、この理由、凄すごく不評なんです。その……私の妹……風華から、なんですけど」

「……どういうことだ」

「『そんなあんた自身みたいにつまらなくて平へい凡ぼんな理由で、本当に吸あの血クソ鬼野郎共を殺し尽つくせると思ってんの？』だそうです。守るため、なんて、理由にならないらしくて。ただ吸血鬼が大だい嫌きらいで、憎にくくて、殺したくて堪たまらないから戦う──それこそが一番だ、と」

「……戦う理由に、面おも白しろいもつまらないもなかろうに」

　相当に柄がらが悪く、好戦的らしい土萌華の妹のことを考え、聖はため息をついた。

　けれど、聖自身の考えは、どちらかといえば──

「だが、オレもオマエの妹に同意はするよ。守るため、などという理由で何かをすることはオレには絶対出来ないな」

「で、ですが──」

「なぜなら、オレも同じだからだ」

「え？」

「オレの両親もオマエと同じさ──吸きゆう血けつ鬼きに殺された」

「っ……！」

「だから、オマエの妹の気持ちは痛いほど分かるが、逆にオマエの気持ちは分からないんだ。『こんな辛い思いをするのはオレで最後にしよう』と考え、誰かを守る気には……これからも、オレはなれないだろうな」

「…………聖くんも、風華みたいに、ご両親の仇かたきを取りたいと思うんですか？」

　聖は即そく答とうした。

「ああ。思うよ、心の底から」

「……そ、そうですか」

　僅わずかに俯いた後、土萌華が言った。

「あ、あの、でしたら……私が力をお貸ししましょうか？　他の誰かを殺した吸血鬼ならば絶対に悪い方に決まってますし、私の力なら──」

「オレの仇は始祖だ」

「え……」

「第三の始祖、迦喰夜。奴がオレの両親を殺した。つまり、この日本という国──そのものだよ。だがな。前から思っていたが、オマエは軽々しく『殺す』という言葉を使い過ぎじゃないか？　クルースニクとして吸血鬼を倒たおすために育てられた以上、仕方のないことだとは思うが……傍はたからすると、あまり良い印象は受けんぞ」

　チラリと、目を見開いた土萌華に向けて、聖が言った。

「オマエのような大人しそうな女の口から、幾度となくそんな物ぶつ騒そうな単語が飛び出して欲しくないというのは……オレだけのワガママというわけではないはずだ」

「あ……」

　啞あ然ぜんとした様子で、土萌華が口をぽっかりと開いた。

　考えたこともなかったのだろう。彼女の育った環かん境きようでは、ソレは何の問題もない当然の思考だったはずなのだから。だが、こちらの世界で暮らして行くのならば……少しずつでも、言こと葉ば遣づかいぐらいは正していった方が土萌華自身のためにもなるはずだ。

「…………す、すいません。不快な思いをさせてしまって」

「こちらこそ出過ぎた真似まねをした。他意はないんだ」

「い、いえ、そんな……」

　土萌華が掠かすれた声で、嚙かみ締しめるように言った。

　その呻うめきに、聖は何も答えなかった。答えるべきではないと思った。

　だから、少女のため息だけが沈しずみ込むように落ちて行った。

　誰もそれを拾い上げることはなくて。

　ゆっくりと、沈ちん黙もくが満ちる。

　じりじりと焦こげるような無言の時間が二人を焼いた。

「…………あの、これは例えばの話で、もしないなら、ないって言って欲しいんですが」

　そして。

「聖くんにも、言われたくないことって、あるんですか？」

　不意に土萌華が尋たずねた。聖は答える。

「──ある」

　聖は自身の弱音を周囲に吐はき出すことを徹てつ底てい的に嫌きらう性格をしている。

　だが、この時だけは不思議と、自分の中の柔やわらかい部分を、他の誰かに晒さらしても構わない気分になっていた。血を失って頭が朦もう朧ろうとしているせいなのか、それとも──傍かたわらにいるのが土萌華だからなのかは、分からなかったけれど。

　じぃっと真っ直すぐ部屋の天てん井じようを眺ながめながら、聖は言った。

「オレには『力』がない」

「……力、ですか」

「そうだ。だからこそ、こんな捻ひねくれた性格になってしまったわけだからな」

　力にも色々とある。

　例えば権力、財力、知力──では聖の求める力とは？

「……武力戦う力さえあれば、きっとオレの世界は百八十度変わっていただろうなと心の底から思うよ」

　──武力。

　自ら剣けんを取り、相手と対たい峙じするための力。他の誰かを利用なんてしなくても、自分一人だけで目的を成すことの出来る力。それこそが少年の真の望みであり──最も少年と掛け離はなれた力でもあった。土萌華が瞳をぱちぱちと瞬またたかせ、驚おどろきの声を上げた。

「い、意外です」

「……また『意外』か。二回目だな」

「ちゃ、茶ちや化かさないでください……で、でも聖くんは頭が良いですし、戦う力が欲しかったなんて意外としか……」

「──それは勘かん違ちがいだ、土萌華」

　ピシャリと聖が言った。

「オレは別に頭が良くなんてない。少しだけ……小こ賢ざかしいだけさ。少しだけ、な」

「あ……」

「そろそろオレは寝ねる。オマエも休め。学校には休まず行くからな」

「…………はい」

　聖は、未いまだ万ばん全ぜんとは程ほど遠とおい身体からだを布ふ団とんの中で捩よじらせた。

「（今日のオレは、本当にどうかしている）」

　柄にもないことを、沢たく山さん、口にしてしまった。しかも一いつ切さいの情を持たず、利用するだけの相手として見なければならない芦田土萌華に対して、だ。

「聖くん、おやすみなさい。今日の学校でもよろしくお願いしますね」

「……ああ」

　土萌華とのやり取りは、何とも奇妙な感覚を聖にもたらしていた。

　聖の中で、普ふ段だんと、明らかに何かが違う。

　とはいえ、土萌華の服装……彼女の着ている服が非常に無防備なパジャマ姿であることが関係しているとは思えないのだが。

　なにしろ、パジャマは胸むな元もとが非常に緩ゆるやかな衣服だ。故ゆえに戦闘者としてデメリットにしかならないであろうその豊かな胸部の盛り上がりだとか、首回りの肌はだ色いろが、ケバいピンク色の生き地じのせいもあってか、妙みように強調されてしまうのである。

「（きっと、わざわざこんな趣しゆ味みの悪いパジャマを買って来たルーチェのせいで──）」

　立ち上がって部屋から出て行こうとした土萌華の背中を聖が見やった瞬しゆん間かん──不可思議な感覚が、彼の身体を落らく雷らいのように貫つらぬいた。




　──ドクン──




　その衝しよう動どうは、聖の視線が──丁度、土萌華の首筋を視界に収めた瞬間、到とう来らいした。

「（な、なんだ……これは……っ）」




　──ドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクンドクン──




　聖は瞠どう目もくし、まだ気け怠だるさの抜ぬけない腕うでを必死に動かして、自身の左胸へと宛あてがった。

　異常だった。

　早はや鐘がねのように心臓が、鳴っている。すぐ近くにいる土萌華の鼓こ膜まくにまで、その音が届いてしまうのではないかというぐらいのスピードと、そしてボリュームだ。

　何なのだ、この感覚は。

　いまだかつて、一度も感じたことのない衝動──未み曾ぞ有うの異変が聖の身体を内側から変質させ、全く違ちがうナニカに作り替かえようとしているようだった。

「グッ、ァッ──！」

「え…………ひ、聖くん!?　ど、どうしたんですかっ!?」

　突とつ如じよとして漏もれ聞こえた苦く悶もんの声に気付き、退出しようとしていた土萌華が血相を変えて聖のすぐ側そばへと走り寄り、その震ふるえる肩かたを揺ゆすった。

　その瞬間──聖と土萌華の距きよ離りは、極きわめて接近する。

　数十センチの間合い。

　コンマ数秒も掛からずに、それをゼロに詰つめることが出来るだけの──聖の中で目覚めてしまった欲望を、造作も無く昇しよう華かさせることが出来るだけの距離だ。

　そして、ついに聖は理解する──己おのれの身体を支配し、左さ心しん房ぼうをまるで楽器のように高鳴らせている感覚の正体を。

「（まさか……オレの身体が土萌華の血を求めているのか……!?）」

　全すべての吸血鬼には本能として「吸血血を吸衝動いたい」という根源的欲よつ求きゆうが備わっている。

　吸血鬼は命を繫つなぐために定期的に生物の血液を摂せつ取しゆしなければならない。だが、この二二二九年の世界において、このような突とつ発ぱつ的な吸血衝動は半ば消しよう滅めつしたも同然の感覚だった。というのも、入手しやすい血液ボトルや摂取した際に血液とほぼ同じ効果をもたらす植物「カミラ」の一いつ般ぱん化かにより、「吸血鬼が血を吸いたくても吸えない」という状じよう況きように直面する機会はほぼ消滅したからだ。

　いや、だが、もう一つだけ、決して眼を逸そらしてはならない理由がある。

　──世界から、人間がいなくなったからだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　す、少しだけ待っていてくださいね……すぐにルーチェさんを──」

「行くな！」

「っ……!?」

　立ち上がり掛かけた土萌華の左ひだり腕うでを咄とつ嗟さに聖は摑つかんでいた。

　聖の指先が土萌華の腕に食い込む。《血脈》の力を発動し、身体能力を強化していない土萌華の肌はだからならば、聖でも血を流させることが出来るかもしれない──そんな異常なまでの膂りよ力りよくが、この瞬間、聖の身体には満みち溢あふれていたのである。

「土萌華、オレは──」

「え……」

　言葉を口にしながら聖の視線は対面した土萌華の首元に釘くぎ付づけになっていた。

　聖の紅色の瞳ひとみは爛らん々らんと煌きらめき、少女の肉付きが良く、血色の良い──まさに健康そのもので頑がん丈じような身体に完全に魅みせられつつある。

　自然と、吐と息いきが漏れる……いや、これは吐息などという生なま易やさしいモノではない。

　呻き声だ。

　それも、獣けもののソレに似た。

「ひ、聖くん、な、何を……っ！」

　サングリアである聖は、本来ならば普ふ通つうの吸きゆう血けつ鬼きよりは吸血に対する関心が薄うすい。

　だが、今回ブランネリアに異常なまでに血を吸われた結果──決定的に体内に血液が足りない状況が出現してしまったわけだ。

　いくら輸血をしても、それは聖本人のモノとは異なるカリソメの血液。他ほかの血液と混ざり合い、骨こつ髄ずいが血を生み出し、同化させるまでには少なくない時間が掛かる。

　聖の身体は「渇かわき」を見み逃のがさなかった。

　否いな。

　──獲物を見逃さなかった、と言った方が正しいのかもしれない。

　たとえ人間が滅ほろび、世界に他の手段による血液補給が普ふ遍へん化したとはいえ、遺伝子に刻まれた本能を塗ぬり潰つぶすことは出来ない。

　原初の時代から、吸血鬼とはヒトの血を吸う生き物なのだから。

「（マズい、マズいぞ……！　一度でもヒトの血を吸ってしまったら……ヒトの血の味を覚えた吸血鬼は、その身を破は滅めつさせてしまう！　ヒトの血は吸血鬼にとって、最上級の麻ま薬やくと同じ……一度でもそれを味わった者は血の呪じゆ縛ばくから逃のがれられなくなる……！）」

　だからこそ、ヒトの血は吸血鬼にとって『最悪』の飲み物なのだ。

　決して美味なモノですらなく、吸血鬼にとってすれば、この世で最低の味覚をもたらす液体。それがヒトの血だと数々の文ぶん献けんには記き載さいされている。

　だが、一度啜すすってしまえば、その紅色の液体から離れられなくなる。ヒトの血の味を知った吸血鬼は、その名の通り「血を吸う鬼」と化してしまう。

　それは吸血鬼にとっての終着点だ。

　そして、宝泉聖と芦田土萌華の関係の終しゆう焉えんでもある。その血の味を知ってしまえば聖はクルースニクである土萌華にとって、紛まぎれもなく「この世から抹まつ殺さつしなければならない存在」──そのものになってしまうのだから。

「ひ、聖くん、い、痛いです！　う、腕を放して……！」

　少女の悲鳴が漏れる。血液が暴走する。

　血を失った身体が足りない部分をもっと他の液体で埋うめ合わせをするべく、求めて、欲ほつして──渇かつ望ぼうする。聖の理性を塗り潰し、彼を「魔ま物もの」へと変へん貌ぼうさせようとしていた。

　だが、しかし。

「やめてください、聖くん！」

　宝泉聖と芦田土萌華には、本来ならば「血に飢うえた吸血鬼」と「人間」との間で繰くり広げられるような惨さん劇げきの光景は、一切当て嵌はまらない。

　これっぽっちもだ。

　──切せつ羽ぱ詰つまった土萌華が自身の左腕を摑んでいた聖の手を咄嗟に振ふり払はらった。

「ぐ、ガっ……！」

　そして──土萌華のたったそれだけの動作によって、いとも容易たやすく聖はブッ飛ばされてしまったのである。竜たつ巻まきにでも巻き込まれたかのような勢いで吹ふき飛ばされた聖は、そのまま背中から部屋の壁かべに激げき突とつし、前のめりに床ゆかに倒たおれ伏ふした。

　それで終わりだった。自身の血の本能に突つき動かされた聖の衝動は、土萌華の半ば無意識的な一いち撃げきによって、ほぼ完全に無力化されてしまったのである。

　これこそが両者の間に存在する圧あつ倒とう的な力の差──言葉や知能などという矮わい小しような力では決して埋めることの出来ない絶対的な隔へだたりだった。

「あ、えあ……ひ、聖くん、私、思わず──」

「と、土萌華……ルーチェを……ルーチェを呼んで来てくれ……」

「！」

「早くしろ……オレがオレでなくなる前に……！」

「──わ、分かりました！　待っていてください！　すぐに戻もどります！」

　聖に一いつ喝かつされ、土萌華がすぐさま部屋から走り去って行く。

「……土萌華、さっきの言葉を訂てい正せいする」

　そんな少女の揺れる茶色い髪かみを見送り、はたと壁に打ち付けられた背中の痛みと心臓の張り裂さけそうな痛みに耐たえながら、聖は嚙かみ締しめるようにして、呟つぶやいた。

　今、この場所に、彼一人しかいなかった幸福と──

「オレは今、生まれて初めて、自分に何の力もないことを…………心の底から喜んだ」

　やり場のない情けなさと、無力さに、身体を震わせながら。




　　　　８




　二日目の登校日、三時間目の数学が終わった直後の休み時間。

「はぁ……」

　土萌華はこの日、何度目になるか分からない重苦しいため息を漏らした。

　色々なことがあったせいか、翌日（といっても、聖が起きてから時間的には六時間ほど後なだけだが）の授業に、土萌華は全く身が入らなかった。

「（聖くん……）」

　ついっと土萌華は主あるじのいない座席を見つめながら、ため息をついた。

　昨日の今日で、聖は学校を欠席した。土萌華としては彼の看病のために自分も学校を休もうかと提案したのだが、一いつ切さい取り合って貰もらえなかった。

　聖が言うには、転校二日目から二人が揃そろって学校を休むのを誰だれかに勘かん繰ぐられでもしたら厄やつ介かいなことになるし、第一、土萌華には土萌華の目的があるのではないか、ということなのだ。ぐうの音も出ない正論で、土萌華は引き下がるしかなかった。

「（あれはいったい何だったんだろう……あのあと、ルーチェさんが付きっきりで看病して……でも、アレは──）」

　会話が終わり、土萌華が部屋から離はなれようとした時に、問題が起こった。

　突如として苦しみ出した聖にいきなり腕を摑まれた土萌華は、衝動的に彼を振り払ってしまい──その身体からだを部屋の壁に叩たたきつけてしまったのだ。

　彼の身体を振り払ったのは、咄嗟の判断だった。

　本来ならば、土萌華だって辛つらそうな相手には出来るだけ寄り添そってあげたいと思う。だが、あの時は──ああしなければ、もっと大変なことが起こっていた。

　そんな気がして、ならなかった。

「あ、芦田さんっ！」

「……？」

　呼ばれるままに顔を上げると、クラスメイトの女生徒が廊ろう下か側の入り口から顔だけを覗のぞかせて、土萌華に手招きをしている姿が目に入った。

　ちょっと来て、ということだろうか。

「えっと、何か用事とかですか……？」

　土萌華は席を立ち、足早に彼女のところへと向かった。教室から出て、少し先に行ったところにある人通りの少ない廊下の端はしっこまでだ。クラスメイトの女生徒は土萌華の問い掛けに非常に申し訳なさそうな表情を覗かせながら、

「ご、ごめんね！　用事があるの、私じゃないんだ！」

「へ……」

　パンッと手を合わせ、頭を下げた女生徒が切せつ迫ぱくした口調で言った。次の瞬しゆん間かん、彼女の身体を押し退のけて、土萌華の前に姿を見せたのは──

「呼び出して頂いてありがとうございます。もう行って結構でしてよ」

「!?」

「ごきげんよう、土萌華さま」

「えっ──」

　目の毒ではないかというぐらい鮮あざやかな血色の髪、サファイヤのような青眼、育ちの良さと毒々しさの両方を兼かね備えた上流の口調──ブランネリア・コロンバール。

　昨日、聖に凶きよう行こうの限りを尽つくした「あまりにも典型的な吸血鬼」である彼女が、突とつ如じよとして土萌華の眼前に現れたのだった。

「（あ、あんなことがあった翌日に、こんな……!?）」

　土萌華は激しく動どう揺ようした。

　なにしろ、土萌華の中でブランネリアの印象は最悪以外の何物でもないのだ。

　土萌華がイメージする「滅ぼさなければならない吸血鬼」そのもの過ぎる見た目、抵てい抗こう出来ない異性を呼び出して血を吸い尽くすという、悪あく辣らつで淫いん靡びな振る舞まい──

　毒婦。

　彼女は、基本的に語ご彙い力に欠ける土萌華でも、最上級とも言える邪じや悪あくな女性を表現する言葉を惜おしみなく使わざるを得ない相手である。

「……！」

「あらあら。そんなに警けい戒かいなさらないでも結構でしてよ？　ブランは土萌華さまを傷付けるつもりなんて全くないのですから。平和的に参りましょう。ね？」

　黒のマニキュアに覆おおわれた指先でブランネリアが自身の唇くちびるをツッと撫なでた。そして、くすくす、と勿もつ体たいぶるような笑えみを溢こぼしながら、言い放つ。

「は、はぁ……ところで……私に用事っていったい……？」

　得体の知れない彼女の態度を訝いぶかしみながら土萌華は尋たずねた。

　土萌華の正体に気付いた……という風には見えないが、だとしたら何故なぜ、彼女はわざわざこちらを昨日の今日で呼び出したりしたのだろう。

　ブランネリアが答えた。

「単に、個人的な興味と関心ですわ」

「こ、個人的な……？」

「ええ」

　頷うなずきながらブランネリアがじろじろと土萌華の頭の天辺てつぺんから爪つま先さきまでを舐なめ回すかのように凝ぎよう視しした。

　首より上を見ていた時は鼻で笑っていたブランネリアだったが、その視線が丁度土萌華の胸むな元もと辺りに来ると、グイッと眉み間けんに皺しわを寄せて、露ろ骨こつなまでの不快感を顔面に刻んだ。

　それどころか右手の親指を口元に持って行き──

　ギリッと爪を嚙んだ。

「…………そういうことですのね。あの男、何故ブランがあそこまでしても全く興味を持たないかと思っていたら、こんな単純な理由で……！」

「あ、あの、ブランネリアさん、どうかしたんでしょうか……？」

　土萌華の言葉を遮さえぎって、まるで似合わない爽そう快かいで、からりとした笑みを浮うかべたブランネリアが唐とう突とつに切り出した。

「──土萌華さま。いきなりで申し訳ないのですが、土萌華さまの連れん絡らく先を教えて頂けないでしょうか？　ブランは土萌華さまとお友達になりたいのです」

「えっ、れ、連絡先ですか!?　私の!?」

「はい」

　ゆっくりとブランネリアが頷いた。

「（ま、まさかこれは……噂うわさに聞く『アドレス交こう換かん』……!?　二二二九年の世界でも、この文化が続いていただなんて……！）」

　土萌華は衝しよう撃げきを受けた。

　元の時代でも「イマドキの女子高生はネットワークを介かいして学校外でも色々とメッセージをやり取りをするらしい」という噂自体は土萌華も小耳に挟はさんでいたのだ。

　そして来きたる二二二九年。

　昨日からスタートした土萌華の学校生活で、土萌華も学友とメッセージをチマチマやり取りするようになるのかと思っていたのだが──どうも、この文化は二二二九年の世界の女子高生にはサッパリ浸しん透とうしていないらしく。

　話を聞くところによると「どうせ学校で毎日会うのに、ネット上でもずっと繫つながってるとかクソメンドくない？」とのこと。確かに面めん倒どうそうだな、と土萌華も思わず同意してしまったが、学校から生徒一人一人に割り当てられるネットワークアドレスをしっかり書き記して学校生活に挑いどんだ身としては、少しだけ残念にも思えたのだった。

　だが、ついに──

「は、はい。こっ、これです」

「ありがとうございます。朝方に連れん絡らく致いたしますね。土萌華さまと、少しだけ周りの目を気にせずに話したいことがありまして……そうだ、昨日は酷ひどいことを言ってしまって申し訳ありません。ブランは、どうかしていたのです。謝らせてください」

　切り取ったメモ帳の紙し片へんを受け取ると、ふわり、とブランネリアが悠ゆう然ぜんとした笑みを浮かべた。そこには昨日、教室で見せた禍まが々まがしい凶きよう相そうや聖の血を吸い尽くし、ゴミ屑くずのように扱あつかったという片へん鱗りんは一切見受けられない。

　優ゆう雅がで、可か憐れんな──少女の姿だけが、そこにある。

「そ、そんな……気にしないでください」

「うふふ。そうですか。もしかしたらブランと土萌華さまは、良いお友達になれるかもしれませんね。是ぜ非ひとも、よろしくお願いします」

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします……！」

　人生初のアドレス交換を成し遂とげ、土萌華はブランネリアに頭を下げた。

　お友達。

　不思議な響ひびきだと思った。

　土萌華のこれまでの人生において決定的に縁えんのなかった要素──きっと一生無む縁えんのまま、終わるのだと思っていた要素であることは間ま違ちがいなかった。

「（外見だけで判断しちゃ駄だ目め、ってことなのかな……。でも聖くんに酷いことをしたのは間違いないし……どっちが、ブランネリアさんの本当の顔なんだろう……）」

　ブランネリアに強こわ張ばった笑顔を返しながら、土萌華は心の中で首を傾かしげていた。

　数時間後──ここで彼女と連絡先を交換したことによって土萌華のみならず、聖までもが想像を絶する事態に巻き込まれることなど、知る由よしもなく。







「若ー。そろそろアイツ、どうにかしましょうよ！　もう私、我が慢まんならないです！」

「俺も同じ気持ちです！　あの嗜虐サデイ趣味ストの変態にこれ以上、若が傷付けられるのを見ていられません！」

　その日、学校を欠席し、結局一日中寝ねていた聖がようやく起き上がってリビングに行くと、ルーチェットとエルクが鼻息を荒あらくして物ぶつ騒そうな提案をぶつけて来た。

　時刻は朝の八時。

　土萌華の二日目の学校も終業し、もうすぐ一日が終わる時間帯である。

「……いきなり何を言い出すかと思えば、血の気の多い奴やつらだな。ブランに借りを返すのはまだ早い。土萌華も奴には相当反感を抱いだいている。やろうと思えばいつでも出来る……そう考えれば、寛かん容ようになれるだろう？」

「全然なれません！　若の血を一度にリットル単位で吸うんですよ、あの女!?　若の血が滅め茶ちや苦く茶ちや美味おいしいのは私が誰よりも知ってますけど、それにしてもありえないです！」

「そうです！　高貴なる若の血が、あのような下品極きわまりない女の喉のどを通ると想像するだけで、俺は怒いかりが抑おさえ切れません！」

「…………どちらも明らかに私し怨えんが混じっている気がしてならないキレ方だな」

　聖は思わず肩かたを竦すくめた。

「……そういえば、土萌華はどうした。風呂ふろか？」

「あ、いえ。もうお風呂は上がられました。多分、お部屋にいらっしゃると思います」

　リビングに二人しかいなかったことを不思議に思った聖の問い掛かけに、ルーチェットが答えた。昨日の醜しゆう態たいが聖の脳のう裏りを過よぎる。

「（吸血衝しよう動どうか……我ながらアレは最悪だったな……出来るだけ早い内に、土萌華に謝っておかねば……）」

　聖から見ても、土萌華から見ても、最悪の出来事だったはずだ。

　あの一件を全すべてなかったことにする──のが不可能だとは分かっている。だからこそ歯は痒がゆくもあるし、悲観的な気分にもなる。だが、最もショックを受けたのは土萌華のはずだ。

　それを忘れてはならない。

「そうか。少し、話をして来る」

「あっ、若！　お食事は──」

「後で食べる。用意はしておいてくれ」

　それだけを言い残すと、聖は台所から土萌華の部屋の前まで移動した。土萌華の部屋は宝泉家の他ほかの大半の部屋と変わらず、造りは和室で出入り口は襖ふすまである。

　聖は何の気なしに襖に手を掛けながら部屋の中を覗き込んだのだが──

「土萌華。すまない、ちょっと昨日のことで話が──っと、」

　言い掛けて、そこで言葉を止めてしまった。

　中に──誰だれもいなかったからだ。

「……誰もいないのか？」

　返事はない。聖は簡素な室内を見回しながら首を捻ひねった。

「（妙みようだな。ルーチェの言った通り、もう風呂にも入ってしまった後ということは、学校から帰って鍛たん錬れんを済ませ、汗あせを流ながした後だということだ。またトレーニングに向かったとは考え難にくい。トイレか？　いや、だがここに来る途と中ちゆう見たが、誰もいなかったはず……）」

　それ以外の可能性を考える。

　すぐに思いついたのは、ルーチェットが何か勘かん違ちがいをしているというパターンだ。そう考えた聖は台所に向かって声を張り上げた。

「ルーチェ！　ちょっと来てくれ！　土萌華がいないんだが！」

　もしくはこの声を聞いてヒョコッと彼女が顔を出してくれればいい──と思いもしたのだが、そう都合良くは行かなかった。土萌華は全く現れる気配がなかった。

　代わりに、呼ばれたルーチェットが蝙蝠こうもり耳をピクピクと動かしながら歩いて来た。

「えっ。土萌華様、いらっしゃいませんか？」

「ああ。蛻もぬけの殻からだぞ」

「トイレにもいませんでしたよね。あれぇ。おかしいですね……っと、失礼しまーす」

　聖と同じように首を傾げながら、ルーチェットが土萌華の部屋を覗のぞき込んだ。するとすぐさま彼女は何かに気付いた様子で丸々と目を見開くと、

「──ふ、服がないです！」

「服……？」

　どの服だろうか。ここから見える範はん囲いならば学校用のセーラー服ならばハンガーに掛けて、襖の上段に引っ掛けてあるように見えるが──

「土萌華様が目覚めた時に着ていらした服です！　戦闘服とでも言うべきでしょうか？　今日、部屋の掃そう除じをした時はセーラー服のハンガーの隣となりに掛かっていたはずですが……」

「なっ……!?」

　ただならぬ事態の到とう来らいを予期した聖は慌あわてて部屋の中に飛び込み、辺りを見回した。

　八畳じよう間、押し入れ、洋よう服ふく簞だん笥す、小さな本ほん棚だな、重ねられた数枚の座ざ布ぶ団とん、その上に学校指定のスクールバッグ、背の低い学習机、卓たく上じよう照明、それと──

「これは、土萌華のメモ帳……？」

　──聖が一番初めに彼女に買い与あたえたはずのメモ帳。

　メモ帳がとあるページが開かれたまま、ぽつんと机の上に置かれていた。そこに書かれた内容を読み取り、聖は思わず叫さけんでいた。

「ルーチェ、エルクを呼べ！　大至急、土萌華の匂においを追わせろ！」

「っ──は、はい！」

　同じく事情を察したらしいルーチェットが部屋から飛び出して行った。聖は土萌華のメモ書きにもう一度、目を通し、頭を抱かかえた。




『ブランネリアさんが私の昔の知り合いのことを知っているらしいので会って来ます。勝手に外出してすいません。すぐに戻もどります。でも、心配しないでください。もし彼女が悪い人だったら、私は私の役割を果たすだけですから。私は、負けないです。


土萌華』






　その物々しい文面から、土萌華の切せつ迫ぱくした様子がありありと伝わって来た。

　推察する──まず土萌華は何らかの手段でブランネリアと連絡先を交換し、そして彼女に呼び出されたと見るべきだ。聖達に何も告げずに出て行ったのは、向こうに口止めされていたと考えるのが妥だ当とうか。

　だが、この文面で最も目を引くのは「昔の知り合い」という表現だ。

　双ふた子ごの妹の風華ではない。彼女の話題ならば、きっと土萌華はこんな曖あい昧まいな表現を使わず、しっかりと名前を出したはずだ。

　となると、土萌華の狭せまい人間関係から察するに、この昔の知り合いというのは──

「奴か……！　それに『もし彼女が悪い人だったら』だと……!?　土萌華、オマエは大きな勘違いをしているぞ……ッ！」

　──本当の「悪」とは、誰のことだ？

　その事実に土萌華が気付いていないのだとしたら──彼女のメモ書きに記された「負けない」という言葉が叶かなえられることはなく「華」は容易たやすくへし折られるに違ちがいないのだから。
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「駅のすぐ近くにこんな大きな基地があるなんて……」

　土と萌も華かが風呂ふろから上がってしばらくすると、生徒手帳に備え付けられた土萌華用のメールボックスにブランネリアから連れん絡らくがあった。送られて来た文章は、非常に衝しよう撃げき的なモノだった。そこには土萌華が全く予期していなかった名前が記されていたからだ。

　九く条じよう桐きり彦ひこ。

　土萌華に戦せん闘とう技術を叩き込んだ人物であり、そして土萌華が結局一度も模擬戦で勝利を収めることの出来なかった人物でもある。

　九条が何歳まで生きたのかは土萌華には分からなかったが、彼は昭和生まれであるため二〇五〇年の大戦時には七十歳近い高こう齢れいになっていたはずだ。そんな彼が、二二二九年になっても存命である──ブランネリアがいきなり送り付けて来たメールは、まさに青せい天てんの霹へき靂れきと言えるものだった。

「（でも、まだ教官がこの時代でも生きてるってことは、その……つまり、そういうことだよね……人間のままじゃ二百年以上も絶対に生きられないわけだし……）」

　文面の終わりに、ブランネリアから提案があった。

　──九条が土萌華と会いたいと言っているので今から出て来られないか、と。

　しかも外出することを誰だれにも言わずに、という条件付きだ。どうやら九条の方が、土萌華と会うことを、あまり大おお事ごとにしたくないと考えているかららしかった。

　そして土萌華はその提案を、了りよう承しようした。

　当然、ブランネリアを警けい戒かいする気持ちは強くあった。ただし、九条が本当に生きているのだとしたら絶対に土萌華は彼に会わなくてはならないとも思ったのだ。

　それに、もしも──ブランネリアが土萌華を罠わなに嵌はめるつもりで九条の名前を騙かたったり、利用しようと言うのなら、それはそれで構わなかった。

　そうなった場合、土萌華にも考えがある。

　加えて九条がその場にいれば、必ず土萌華の味方をしてくれるだろうという期待もあった。

「（人が全然いない……こんな大きな基地なのに……人ひと払ばらいされてるってことかな……）」

　入間市の駅前から東側に掛かけて非常に大きな面積を占しめている「入間基地」だった。

　入り口のところに設置されていた案内板によると、この基地は戦前からこの入間市に存在していた基地らしく、当時も四千人以上の隊員を擁ようし、東京近きん郊こうの航空自衛隊基地としては最大級の規模を誇ほこっていたらしい。ただ、今となっては「自衛隊」という組織自体が存在しないようで「国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａ」と名めい称しようを変えて、ここは空輸・補給の重要拠きよ点てんとして確かな存在感を保っているとか何とか。

　基地の正門を通過し、しばらく進むと、数多くの倉庫が立ち並ぶエリアへと出た。

　丁度、倉庫の壁かべに丸時計が設置されているのを発見し、時間を確かく認にんした。

　午前八時半。

　人間の感覚でいえば「一日の始まり」だが、きっとそれは吸血鬼からすれば「一日の終わり」を示す時間帯なのである。光ひかり輝かがやく太陽の時間だ。

「えっと、十二番倉庫……だっけ……」

　携けい帯たい端たん末まつの機能を持ち合わせた生徒手帳を何度も確認しながら、土萌華はブランネリアに指定された場所を訪れた。

　すると、そこには。

「土萌華さま。意外とお早かったのですね。もう少し掛かるかと思っておりました」

　──想像した通りの相手が待ち受けていた。

　可か憐れんな顔立ちに目の毒ではないかというぐらい鮮あざやかな赤色の髪かみ、サファイヤのような青眼、育ちの良さと毒々しさの両方を兼かね備えた話し方──聖ひじり達のクラスメイトにして先日、彼に対して凶きよう行こうの限りを尽つくした少女、ブランネリア・コロンバールだ。

　そして。

「やあ土萌華、久しぶり。やっぱり君は全然変わらないね」

「あ……」

　見たことがないはずなのに、妙みように見覚えがある男性。

　歳としはおそらく二十代中ちゆう盤ばんぐらいだろう。背は聖よりも高くて、百八十センチ代中盤。ただし瘦やせ型がたどころか相当にガッチリと筋肉は付いていて、背の高さと相まって相当に目を引く外見をしている。瞳ひとみは紅色で口元からは吸血歯が覗のぞいていた。

　吸血鬼だ。そして、

「く、九条教官！」

　──以前は、間ま違ちがいなく人間だったはずの土萌華の知り合い！

　そこに立っていたのは土萌華が『機関』、《吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつ機関ノア》において戦闘術の全すべてを教わった尊敬する指導教官──九条桐彦、その人だった。

　だが、土萌華の知る九条は三十代後半の昭和生まれで、背の高さこそ変わらないが、もう少し筋肉は少なかった気がするし、白しら髪がも交じっていた気がする。

　──当時よりも、ハッキリと若返っている！

「教官……きゅ、吸血鬼になられたんですか……!?」

「うん。まぁ、色々あってね」

「そ、そうなんですか……！」

　土萌華は二人と数メートルほどの距きよ離りを取り、向かい合った。

　がらんとした倉庫の中には九条とブランネリア以外の相手はいないようだった。薄うす暗ぐらい倉庫の中で爛らん々らんと赤い瞳が瞬またたいた。

「とはいえ、土萌華さまの知っている桐彦さまとは、少し外見が違ちがっているかと思われます。人間から吸きゆう血けつ鬼きになった時、肉体の年ねん齢れいが変化するのは珍めずらしいことではありませんから」

　ブランネリアが青い瞳を爛々と輝かせ、囁ささやくように言った。

「それに何でも、お二人は桐彦さまが吸血鬼になる前の──人間だった頃からの仲だとか」

「っ──!?」

　瞬しゆん間かん、土萌華は拳こぶしを握にぎり締しめ、身構えていた。

　人間だった頃からの仲。それは紛まぎれもない事実だ。だが、その事実をブランネリアが知っているということは──

「本当に、ブランは驚おどろいたのですよ？　土萌華さまは、ズルい人です。そんな風に赤い眼で、牙きばを生やして、血の匂においをプンプンさせておきながら本当は人間だったなんて。人間ならば、ちゃんとそれらしい格好をして頂かないと紛らわしくて仕方がありません」
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「……！」

　予想は、していた。なにしろブランネリアは抵てい抗こう出来ない聖から血を吸い尽くし、凶行の限りを尽くすような極きわめて邪じや悪あくな少女だ。だが、そもそもの話、ブランネリアが土萌華が人間であるということを知っているということは──

「桐彦さまから教えて貰もらわなければ、ブランも気付くことは出来なかったでしょうね」

「っ！」

　それを彼女に話したのが──九条桐彦である、と考えざるを得ない！

「きょ、教官!?　まさか……」

「すまないね、土萌華……実はさっきブランネリア君にこの基地の倉庫を一つ、貸してくれないかと頼たのまれたんだよ。話を聞くと気に食わないクラスメイトがいて、その子を痛め付けるのに使いたいと言うわけさ。

　でも、驚いたよ。まさか、それが土萌華だったなんて思わなかったから──だから、ブランネリア君に教えてあげたのさ。これから君が痛め付けようと思っていた相手は、そもそも吸血鬼ですらなくて人間なんだよ、とね」

「そ、そんな……！」

　からりと笑いながら、九条が答えた。

　土萌華は二つの意味で、絶望する。

　ブランネリアがまさに聖にしたように土萌華を痛め付けるために、この場所へと呼び出そうとしたこと。そして、尊敬していた九条が土萌華のことを彼女に売り渡わたすような行こう為いをしたことだ。

　九条は当たり前の話だが、土萌華が人間であることを知っている。だが、同時に彼女の正体がバレてしまえば、ただ事では済まないということも絶対に把は握あくしているはず。

　どうして、九条はそんなことを──!?

「土萌華さま？　信じられない、という顔をなさっているようですが、桐彦さまの判断は至し極ごく当然のモノなのですよ？」

　ブランネリアが口端を歪ゆがめる。土萌華は思わず声を荒あららげた。

「ど、どういうことですか!?」

「──迦喰夜様が、人間を探していらっしゃるからです」

　迦か喰ぐ夜や。

　それは日本を支配する第三の始祖の名だ。

　だが、どうして、その名前がここで出て来る？　土萌華をこの場所に呼び出したことにそんな大きな意味があるというのか──？

　ブランネリアが言った。

「人間はまだ完全には滅ほろんでなどいない──この世界に、まだ人間が残っていることを迦喰夜様は確信なさっているのです。だから、ブラン達のような迦喰夜様を信しん奉ぽうする吸血鬼が人間の存在に気付けば、それをご報告するのは当たり前のことなのですよ。そうですわよね──桐彦さま？」

　月光に濡ぬれた血色の髪が艶つややかな輝きを放つ。そしてブランネリアはくるりと傍かたわらを一いち瞥べつし、更さらに笑え顔がおの濃のう度どを上げた。そして言い放つ。

「あなたを吸血鬼にされたのは迦喰夜様ご本人なのですから！　迦喰夜様のご意志に逆らうことなど出来るはずがないのです！」

「……まぁ、そうなるね」

　九条はブランネリアの苛か烈れつな言葉に不ふ釣つり合いなぐらい、のんびりとした仕草で同意を示した。「すまないね、土萌華。大体、ブランネリア君の言う通りなんだよ」

　その表情には一いつ切さいの否定の色は見受けられなかった。

　ただただ九条は鷹おう揚ようにブランネリアの言葉に頷うなずくだけ。焦あせりも、狼ろう狽ばいもなく──口の中に入って来た水をスルスルと嚥えん下かするが如ごとく。

　自然と。

「そ、そんな……噓うそです！　噓だって言ってください、教官！」

　何よりも土萌華は九条のことを信じたかった。彼は自分が本当に小さな頃から戦い方を教えてくれていた恩師であり、最も尊敬している相手でもあったからだ。

　そんな九条が、たとえ吸血鬼にされたからとはいえ自分のことを吸血鬼の親玉──始祖に売り渡すような真似まねをするなんて、絶対に考えたくなかった。

　それどころか、吸血鬼の始祖を信奉する存在になっているだなんて以もつての外だ！

　しかし。

「土萌華。僕はもう君の教官じゃないんだ。僕は──日本に暮らす吸血鬼達の長官なんだよ。僕には吸血鬼達を守る義務があるんだ」

「え……」

　次に九条の口にした言葉が、そんな土萌華の縋すがるような希望を一いつ蹴しゆうした。

「国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａ、関東支部長官──実質、この国のナンバー３だね。それが僕の今の立場さ。第三の始祖である迦喰夜様……『姫』に従属し、この国を吸血鬼の立場から守る吸血鬼。だからそう、君のような吸血鬼に害を成すクルースニクと戦って、制圧することこそが今の僕の仕事なんだよ」

「あ、あ、あ……」

　──逆転、しているのだ。

　人間に害を成す吸血鬼を倒たおすために戦う戦士がクルースニクならば、そのクルースニクが吸血鬼になった時、その目的は見事なまでに反転する。元人間で、元クルースニクだからこそ、彼らほど吸血鬼自分達にとって有害な敵は存在しないことを理解している。

　誰だれよりも、深く、強く。

「そういうわけだから納なつ得とくして付いて来てくれないかな。土萌華？　もう少しで、京都からブランネリア君が呼び寄せた極秘の輸送機が到とう着ちやくする。それに乗ってしまえば、後はもう暗くなる前には向こうに着くはずだから」

「っ──」

　九条がおもむろに掌てのひらを差し出した。

　従え、ということだ。二人の言葉に。

　この国を治める──始祖の意志に。

　…………そんなことは出来ない。

　土萌華には、まだやらなければならないことがある！

「な、納得なんて出来ません！　私は自分の血を吸わせるつもりも、そんな邪悪な吸血鬼に従うつもりもありません！　私はクルースニクです！　たとえ、この吸血世界に一人で目覚めたとしても、自分が膝ひざを折ってはならない相手ぐらいは理解しているつもりです！」

「……ま、そう言うよね。君は」

「《ヤツカハギ》起動！　壱いちの腕うで、《悪あく路ろ王おう》展開！」

　気き丈じようにクッと唇くちびるを嚙かみ締め、叫さけび声と共に、土萌華が霊れい装そうを展開した。

　両手足には籠ガント手レツトと脚甲グリーブが出現し、右の二の腕には楕だ円えん形のボックスと身の丈たけほどもある巨きよ大だいな銀色の杭くいとが融ゆう合ごうした武装が出現する。

　ギアボックスの表面を飾かざるラインの色は赤。これぞ八つの形態を持つ、土萌華の超ちよう攻こう撃げき型血脈霊装《ヤツカハギ》の通常モード──ただひたすら吸血鬼を穿うがち、滅めつ殺さつすることだけを目的とした一いち撃げき必殺の撃パイ滅ルバ杭ンカーだ。

　──もちろん、その武器を、吸血鬼化した自身の恩師に向けるなどとは、土萌華は想像したことすらなかったわけだけれど。

「二百年ぶりだな。君の悪路王を見るのも」

　微かすかに口元に笑みを浮うかべて、九条が一歩前に出た。そして手て袋ぶくろを嵌はめた両手を払はらうように打ち合わせ、真っ直すぐ土萌華を睨ねめ付ける。

「でも悪路王を出したってことは、僕を殺す気満々ってことか。光栄だね」

「──いいえ、私は教官を殺す気はありません。出力を数十パーセントまで抑おさえてあります。それでも普ふ通つうの人間ならば衝しよう撃げきで四し肢しが弾はじけ飛ぶでしょうが──吸血鬼になった教官なら、命に別状はないかと」

「……余よ裕ゆう、あるねぇ」

　謙へりくだるような九条の言葉に、土萌華はすぐさま首を横に振ふった。

「違います！　余裕なんて……あるわけないじゃないですか！　たとえ吸血鬼になったとしても、本当の教官は素す晴ばらしい方のはずです。優やさしい方のはずです！　私はそれを誰よりも教官から教わりました！　血の命令なんかに負けちゃ駄だ目めです！　私は教官を救いたいんです！　お願いします、元の優しい教官に戻もどってください！」

「…………」

　少しだけ、九条が完全に言葉を失った。

　けれど、その沈ちん黙もくはあっという間に崩くずれ去る。

　九条が嚙み締めるように言った。

「ねぇ、土萌華。君さぁ──相変わらず、最高に頭悪いよね」

　土萌華は小さく頷いた。

「…………よく、言われます」

「だろうね」

　──瞬間、両者の姿がフッと搔かき消えた。芦あし田だ土萌華と九条桐彦──人間と元人間、師し弟てい同士の戦いが幕を開けた。







「──聖さま。邪じや魔ま者ものは行ってしまわれましたよ？」

　土萌華と九条が倉庫から飛び出して行ったのを確かく認にんした後、ブランネリアがおもむろにその場所にいるはずのない人物の名前を呼んだ。だが。

「ハッ。相変わらず目め聡ざといな」

　彼は、確かにそこにいた。

　黒灰色の髪かみ、血のように赤い瞳ひとみ──宝たから泉いずみ聖だ。彼一人ではない。背後にはその臣下であるルーチェットとエルクの姿もあった。

「ブランネリア・コロンバール！　若だけでなく土萌華様をこんなところに呼び出すなんて！　あなたという人は、どこまで腐くさって……！」

「ルー姉！　俺にやらせてください！」

　口々にブランネリアを罵ば倒とうする二人。

　一方、当のブランネリア本人はというと、依い然ぜんとして悪あく辣らつな態度を保ったまま、

「おやおや。誰ですか、この失礼で喧やかましいガキと愛あい想その悪い下品な男は。ふむ──コレは獣けものの匂においですか……ああ、なるほど。蝙蝠こうもりと狼おおかみですね。うふふ、畜ちく生しようの分際でヒトの姿を模も倣ほうするとは、なんてあさましいのでしょう！　道理で獣臭くさいと思ったわけです！」

「「!?」」

　嘲ちよう笑しようと共に、二人を罵倒した。

　畜生！　獣！

　──それは蝙蝠の眷けん属ぞくと人狼種である二人にとって、最大の侮ぶ蔑べつの言葉である。

「け、け、獣臭いですって!?　こ、このクソビッチ、よくもっ！　エルクはともかく、私は臭くなんてありません！　お、お言葉ですが、全身から吐はき気けがしそうなほど血の臭においを漂ただよわせているあなたに臭いなどと言われる筋合いはっ──」

「ちょ、ルー姉!?　お、俺だって別に臭くなんてないんですが……!?」

「阿あ呆ほう──奴やつの挑ちよう発はつに乗るな、二人とも」

　翼つばさと爪つめを顕けん現げんさせ、すかさずブランネリアに飛び掛かかろうとしたルーチェットを聖が制止した。醜しゆう悪あくで下げ劣れつ──それが彼女のやり方だ。だが、相対するこちらまでわざわざ彼女にレベルを合わせてやる理由は全くないはずなのだ。

　聖はブランネリアを見み据すえながら、おもむろに口を開く。

「……九条桐彦の名を使い、土萌華を呼び出したのはオマエだな」

「ええ、完全な偶ぐう然ぜんではありますが。まさか桐彦さまの人間時代の知り合いが、まだ人間の姿で生き残っているなどとは思いませんでしたもの」

「だろうな。だが、そのおかげで」

　聖は小さく笑った。「──オマエは命拾いをした。九条と戦いながら土萌華が倉庫から出て行くのを見ていただろう？　土萌華と一対一になったら、オマエは十秒も持たずに殺されていた。間ま違ちがいなくな」

「…………」

　ギロリとブランネリアが屈くつ辱じよくに染まった瞳で聖を睨にらみつけた。視線だけで相手を射殺せそうな殺意を込めて、だ。しかし聖は、彼女のそんな反応を一切意に介かいさず続けた。

「馬ば鹿かな女だ。元々何のために土萌華を呼び出そうとしたのかは知らんが……大方くだらない理由だろう。オマエ、自分が何をしたのか分かっているのか？　よりによって誰よりも土萌華が目覚めたことを知らせてはならない相手にわざわざ──」

　次の瞬しゆん間かんだった。

「──生意気でしてよ、聖！　黙だまりなさい！　あなた、誰に向かって口を利きいていると思っているのですか!?」

　ブランネリアが額に青筋を立てて、聖を怒ど鳴なりつけたのは。

　だが、今、この瞬間──聖の眼中に、彼女という存在は一いつ切さい入っていなかった。聖が強く意識しているのは、あの男……九条桐彦だった。

　ブランネリアなど、どうにでもなる。

　彼女ならば、聖だけでも──圧あつ倒とうすることが出来る。

「ハハハ。そっくりそのままその言葉を返すぞ──ブランネリア。なぁ、オマエこそ誰に向かって口を利いていると思っているんだ？」

「はっ……!?」

「いかん、怒おこらせてしまったか？　マズいぞ。このままでは《血けつ盟めい》の力を使われてしまうかもしれん。第六の始祖直下、Ｅ型吸血種最上位・フランスのコロンバール家の者達が挙こぞって所持するという『自身の血液を意志を持った何らかの物質に変化させる力』でオレは攻こう撃げきされてしまうかもしれないのか。いやぁ、参ったな。ははははは」

　聖は一歩、また一歩と彼女に歩み寄りながら、一気に捲まくし立てる。

　この《血盟》とは、人間であるクルースニク達が用いる《血脈》の吸きゆう血けつ鬼き版とも言える力だ。

　理り屈くつとしては《血脈》が星のエネルギーを用いるのに対し、《血盟》は何代にも渡わたって引き継つがれてきた自分達の血液の中に眠ねむるエネルギーによってその力を行使する。

　故ゆえに、この《血盟》を行使出来るのは始祖、そして力の強い吸血鬼だけに限定されている。吸血社会における最大級の機密の一つであり、普通の吸血鬼達はそんな力が存在することすら知らず、一生を終えるのが普通なのだ。

　──だからこそ、《血盟》どころか、自分の家系に関する秘密までも暴ばく露ろされてしまったブランネリアの衝撃は凄すさまじいモノがあって。

「な、な……ぇ、あ……な、なんで、そんなことまで知って……!?」

　つい先さき程ほどまでブランネリアが浮かべていた余裕は、全すべて消失してしまっていた。

　彼女はガタガタと膝を震ふるわせ、ガチガチと歯を鳴らして、まさに人成らざる者──魔ま物ものを直視するかのような怯おびえた眼めで、聖のことを見つめていた。

　聖の紅色の瞳が爛らん々らんと輝かがやいた。

　アイスブルーのブランネリアの瞳を真っ向から睨みつけ、一切の躊ちゆう躇ちよなく、相手にとって最も痛つう烈れつな言葉でもって──彼女を叩たたき伏ふせる。

「何故なぜ知っているのか？　決まっているだろう。調べたからさ。オレには非常に優ゆう秀しゆうな部下がいてな。そう、オマエが獣臭いと蔑さげすんだ二人のことだ。色々と知っているんだ。もちろん、これだけではないぞ──そうだな。例えばコロンバール家の者達に共通する特とく徴ちようは似通った《血盟》だけではないこと、もな」

「……!?」

「前から思っていたのだがブラン、オマエは本当に綺き麗れいな赤毛をしているよ。だが不思議だ。コロンバール家の吸血鬼は──白髪の者しか生まれないのではないのか？」

　──真っ正面から、ねじ伏せる。

「ぁ……」

「ま、仕方ないな。オマエは所しよ詮せん──妾めかけの子。だからこそ母国を離はなれて、日本の片かた田舎いなかでデカい顔をしていられるわけだ。そうだよな、ブラン？」

「ッ──だ、黙れ黙れ黙れ黙れええええええええええ！」

　瞬間、ブランネリアは血のような赤毛を右手で搔き毟むしり──左手の親指を自身の口元へと持って行こうとしたのである。

　けれど。

「──親指の皮を食いちぎって、血を流し、《血盟》を発動させるつもりだな。オマエの癖くせだものな、指を嚙むのは。オレの血を吸っている時も、時々やっていた。それは錯さく乱らんしたように見せかけて、実際は努めて冷静である証拠だ」

「うっ……!?」

　それは聖が最も警けい戒かいしていた行こう為いだった。

　聖は一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついてブランネリアに接近すると、倉庫の壁かべに、彼女の身体からだを押し付けたのである。そして右手は彼女の左手の手首を摑つかんでいる。ギシリと鉄製の壁が歪ゆがみ、紅の瞳と青の瞳がすぐそこまで接近する。

　それこそ──昨さく日じつ、聖がブランネリアに血を吸い尽つくされた時のように。

　だが、あの時と両者の立場は完全に逆転してしまっている。

　赤い瞳──宝泉聖は、禍まが々まがしい笑えみを浮うかべている。

　青い瞳──ブランネリア・コロンバールは歯を食いしばり、顔を引きつらせている。

　この瞬間、全ての主導権は聖の手の中にあった。

「さて。今、オマエはきっとこう考えている。『このサングリアの口だけの無能男をどうやってブチ殺してやろうか』とな。言葉ではオレに敵かなわない。ならば力を使う。それはあまりに正しい思考だ。だが悲しいかな──オマエ程度の力ならば、オレの『言葉』が勝まさるんだよ、ブラン。今から、その証しよう拠こを見せようじゃないか」

「は、はっ……証拠ですって……!?　よくもそんな出任せを……！　こうしてブランの手を摑み、壁に追い詰つめてそれで勝ったつもりでいるのですか、聖！　生あい憎にくとオマエの言う通りです！　オマエ如ごときサングリアなど《血盟》を使わなくても一瞬で……！」

「──ソレは、輸送機が来るまで待て」

　押さえ込まれたブランネリアが聖を力ちから尽ずくで圧倒しようとした瞬間だった。聖がニンマリと口元に笑みを浮かべ、上空を指差したのである。

「は……？」

　一方、ブランネリアは完全に虚きよを衝つかれた。輸送機。確かにソレは、あともう少しでこの入間航空基地に到とう達たつする。迦喰夜の下もとへ芦田土萌華を連れて行くために彼女がチャーターした京都行きの輸送機だ。

　だが、それが──どうして聖の口から出て来る？

　あくまでこの輸送機はブランネリア側の事情だ。部外者である聖がコントロール出来る事こと柄がらではないのだ。では何故、そんな余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度を保っていられるのだ？

　聖が言った。

「なぁ、ブラン。知っていると思うが──オレはオマエが大だい嫌きらいだ。正直、出来ることなら今すぐにでもオマエが泣き叫さけび、惨みじめに頭を地面になすりつけ命いのち乞ごいをするまで嬲なぶって嬲って嬲り尽くして──この積もり積もった恨うらみを晴らしてやりたいと思っている」

「……奇き遇ぐうですわね。ブランも今、全く同じことを思っておりますわよ」

「ふむ、なるほど？　確かに奇遇だな。だが生憎と──今はそんなことをするつもりはないのさ。利害の一致、という奴だ……ルーチェ、エルク！　手て筈はず通り、退路の確保を頼たのんだぞ。ここは直じきに大おお騒さわぎになるはずだからな」

「了りよう解かいです、若」

「お任せを」

「大騒ぎ？　それはいったいどういう──」

　臣下達に奇き妙みような指示を出した聖の顔をブランネリアが探さぐるように見上げた。

　聖はそれに応こたえ、強い口調で言った。

「ブラン──今だけは手を貸して貰もらう。大嫌いなオマエの力ですら今のオレには欠かせないのだ。さもなければ、ここにいる全員が死ぬ。オレも、オマエも、土萌華も──九条桐彦を除いた全員が」




　　　　２




「はぁっ！」

　爆ばく発はつ的な加速力でもって、芦田土萌華は九条桐彦に肉にく薄はくした。

　土萌華の戦せん闘とうスタイルはあくまで超ちよう人じん的な耐たい久きゆう力を基点においた強きよう行こう突とつ破ぱにあるが、それはつまり異常な身体能力強化の賜たま物ものであり、当然、敏びん捷しよう性も並なみ大たい抵ていのモノではない。

　初手・打ち込むは右の拳こぶし。

　そして狙ねらうはその後の撃パイ滅ルバ杭ンカーによる連れん携けい──超ちよう攻こう撃げき型血脈霊れい装そう《ヤツカハギ》、壱いちの腕うで《悪路王》による一いち撃げき必ひつ倒とう！

「おっと、危ない」

「くっ──」

「右は受けないよ。リスクが大きいからね。僕が一瞬でも止まれば悪路王が来るのは分かっているんだから」

　だが、九条はそんな土萌華の戦法を全てお見通しだ。

　悠ゆう然ぜんとした笑みを浮かべたまま、九条は一発目の右の拳は当然のこと、流れるように繰くり出される土萌華の攻撃を一つ一つ捌さばいていく。

　だが、彼が真に警戒しているのは右の拳だけだ。

　それ以外の蹴しゆう撃げきや左の拳は、所詮、悪路王に繫つなげるための布石に過ぎないと九条は完全に察知している。だから逆に余よ裕ゆうを持って対処することが出来るのだ。

　──彼女の右の拳さえ受けなければ、絶対に彼は負けることがないのだから。

「だったら、これで！」

　跳はねるようにして後方に飛び退のいた土萌華が、体勢を低くしながらコンクリートで舗ほ装そうされた滑かつ走そう路ろに掌てのひらを触ふれさせた。

　土萌華が首から下げていた琥こ珀はくを塡はめ込んだ十じゆう字じ架かが淡あわい土色の光を放つ。

　──大地が、隆りゆう起きする。

「土の蛇へび、これも懐なつかしいね」

　半径一メートルほどはある巨きよ大だいな土の柱が二本、土萌華の足元からまるで間欠泉のような勢いで地表数十メートルの地点まで噴ふき上がった。

　地下空くう洞どうにてルーチェットを一発で圧倒した土の大だい蛇じやである。そのまま、凄まじい勢いで二頭の大蛇は鎌かま首くびを擡もたげて九条の身体を突き破らんばかりに彼の下へと突とつ撃げきした。

　が、しかし。

「そして、いつも言っていたはずだよね」

　言葉と共に、九条が土の大蛇に向けて手を翳かざす。

　そして、彼の掌が大蛇に触れた瞬しゆん間かん、

「──君の『土』は僕の『砂』には、絶対に届かない、と」

「っ……」

　まるで搔かき消えるかのように、巨大な二頭の大蛇は頭から尻しつ尾ぽまでサラサラの砂の粒つぶに分解されて、消しよう滅めつさせられてしまったのである。

　これこそが土萌華がこれまで絶対に九条に勝つことが出来なかった最たる理由──

「やっぱり教官の能力は……！」

「その通り。僕の人間時代の《血脈》は砂だったし、吸きゆう血けつ鬼きになってからの《血盟》も砂なのさ。どうもね、クルースニクが吸血鬼になると人間時代に取り込んだ《血脈》の影えい響きようからか、普ふ通つうの吸血鬼ではあまり発はつ露ろし難にくい能力が使えるようになるらしいよ？」

　九条桐彦が土萌華とほぼ同系統のクルースニクであり、特に「砂のクルースニク」と呼ばれていた、という点なのである。

　確かに土萌華は「大地のクルースニク」であるが、それは大まかな区分に過ぎず、実は土系統でも相あい性しようの良いものとあまり良くないものが存在する。

　土萌華が得意とするのは「土」と「岩」だ。

　特に地中に存在する土や岩石を何らかの形に変化させたり、自由自在に操作することで肉にく弾だん戦のアシストに用いるのが彼女の必勝法である。

　ところが九条はあくまで「砂」だけに特化した能力者。土萌華が九条に全く歯が立たなかった一番の理由は、土萌華の操作する土や岩を、尽ことごとく砂に変へん換かんすることの出来る九条の能力と決定的なまでに相性が悪かったせいなのだ。

「さぁ、行くよ」

　九条の言葉と共に、滑走路を舗装していたコンクリートが一いつ斉せいにひび割れ、そこから湧わき水のような勢いで大量の砂が噴ふき出した。

　やっていることは土萌華がやった土の大蛇と変わらない。だが、砂とは極きわめて変へん幻げん自じ在ざいな物質だ。つまり──存在そのものが搦からめ手に等しい。そして九条は土萌華の性格どころか、戦闘スタイルから霊装、能力まで全すべてを知り尽くしている。

　土萌華は丸まる裸はだかだ。

「ぐっ……！」

　津つ波なみのような凄すさまじい勢いで襲おそい掛かかってくる砂から距きよ離りを取るべく、土萌華は地面を疾しつ走そうする。脚甲グリーブの底面とコンクリートが何度もぶつかり合い、甲かん高だかい音を立てる。

「（駄だ目めだ……近付けない……！）」

　土萌華の打だ撃げきは一発一発が樹木を薙なぎ払はらい、岩を砕くだき、地面に大穴を開けるだけの破は壊かい力を秘ひめている。ところが、砂の波はハッキリとした姿を持たず、粒りゆう子しでありながら半ば水に等しい存在なのである。故ゆえに接近されたとして、ソレを打ち払い、攻こう勢せいに打って出るのが──非常に難しくなって来る。

　これでは撃パイ滅ルバ杭ンカーを打ち込むどころの話ではない。しかも、だ。土萌華から接近することは敵わず、逆に──

「それなら！　《ヤツカハギ》形態変化、漆ななのう──」

「それは悪手だよ、土萌華」

「!?」

　──砂に紛まぎれて移動することの出来る九条は、土萌華に近付き放題なのだ。

　突とつ如じよとして土萌華の眼前に現れた九条が渾こん身しんの回し蹴げりを土萌華に叩たたき込んだ。

　すかさず土萌華は両りよう腕うでを重ね合わせ、大地を踏ふみ締しめて防ぼう御ぎよを固めるが、衝しよう撃げきを殺し切ることは出来ず、吹き飛ばされてしまう。

「うぁあ！」

「漆の腕《不知火しらぬい》は遠えん距きよ離り砲ほう撃げき用の爆ラン撃杭チヤー。確かに《不知火》なら僕の砂を一度に吹き飛ばすことが出来るだろう。けれど難点が二つあるね。まず、《不知火》は単発式だ。あまり連射は利きかないから僕の接近までは止められない。そして最大の問題点──《不知火》を出すには、唯ゆい一いつ、僕を倒たおすことが出来る《悪路王》を引っ込めなければならない。

　覚えているよね？　僕は自分の身体からだを砂に変えて攻こう撃げきを避よけることが出来る。切ろうが貫つらぬこうが削けずろうが、意味はないのさ。圧あつ倒とう的な衝撃で、有う無むを言わさず打ち込んだ相手に損傷を与あたえる《悪路王》だけが僕を倒し得る」

　コンクリートの上に叩きつけられた土萌華を数メートル先から見下ろしながら、九条が言った。

「他ほかの形態に《ヤツカハギ》を変化させて《悪路王》が打てなくなれば、僕は君を警けい戒かいする必要がなくなる。つまり攻め込み放題なのさ」

「あ……」

「苦し紛れの形態変化だけは、絶対にしてはならないと教えたはずだよ」

「そ、それは……！」

　路面から上半身を起こした土萌華は唇くちびるを嚙かみ締めた。

　九条の言う通りだった。

　彼には《悪路王》しか通用しないことは、土萌華も分かっていたはずなのだ。だが思わず癖くせが出た──行動の選せん択たく肢しを増やすことで、活路を開こうとしたのだ。

　逆に、それが自身の退路を断たつことに繫がると気付かずに。

「僕が思うにね、君は頑がん丈じよう過ぎるのとタフ過ぎるのがよくないよ。だって僕の今の攻撃を食くらっても、ちっとも怪我けがをしていないだろう？　悪手を打っても中々被ひ害がいを受けないから実感が湧かない。学習もしない──だから、ずっとバカのままなのさ」

「っ……」

「だけど、もしも僕が君を物理的に殺し得る能力を持っていないと思っているのなら、それは大きな勘かん違ちがいで…………おや？」

　と、そこで九条は言葉を切り、おもむろに西の空を見上げた。

　──輸送機だ。

　どうやらブランネリアが呼び寄せた京都行きの輸送機がようやく入間航空基地に到とう着ちやくしたらしい。

「あっ……」

　悪あく魔まの使者の到着に、自然と土萌華の表情が強こわ張ばった。もしも九条に敗北した場合、土萌華はこれに乗せられて、京都へと連行されるだろう。そうなった後は──正直、考えるのすらおぞましい目に遭あわされるに違ちがいないのだ。

「やっとか。思ったより遅おそかったなぁ」

　のんびりとした口調で九条がぼやいた。

　苦く悶もんの表情を浮うかべる土萌華の反応とは全く対照的な反応だと言えるだろう。土萌華はゆっくりと立ち上がりながら、九条を睨にらみつけた。

　──出立の準備は整ってしまった。

　あとはもう土萌華が敗北すれば、完全に終わりだ。

　逆転の一手はない。

　だからこそ、土萌華はここで踏ん張らねばならないと思った。雰ふん囲い気きに吞のまれてはいけない。まだ活路はあるはずだ。希望を捨ててはならない。

「教官！　確かに私はバカかもしれません！　ですが──」

「あ、土萌華。ちょっと待っててくれるかい。先に済ませておくことがある」

「へ？」

　先に、済ませておくこと？

「よっと」

　九条は自身のほぼ真上辺りにまで到とう達たつしつつあった輸送機に向けて、手を翳かざした。

　スゥッと──彼の目が細くなる。見み据すえるは雲一つなく、燦さん々さんと光を放つ太陽だけが彩いろどりを添そえる青空。九条は手を翳したまま小さく呟つぶやいた。

「爆ぜろ」

　瞬間、地表から縄なわのように這はい出した砂の固まりが数十メートル上空を飛んでいた輸送機目掛けて真っ直すぐ伸のびて行くと、一いつ瞬しゆんで機体のそこかしこを雁がん字じ搦がらめにするように巻き付いたのである。そして、ギュッ、と砂の縄が機体を締め上げた。

　そして──空に爆ばく炎えんの花が咲さく。

「はっ──!?」

　輸送機のボディは紙のように裂さかれ、翼つばさは折れ、エンジンは木こつ端ぱ微み塵じんに爆ばく砕さいされる。

　辺り一面に響ひびき渡わたるような轟ごう音おんと共に「輸送機だったもの」は炎と煙けむりの尾おを引きながら土萌華の目の前で基地に向けて墜つい落らくして行った。

「（教官が輸送機を……ば、爆ばく破はしたっ……!?　え……な、なんでっ……!?）」

　土萌華は自分の目を疑うことしか出来なかった。

　何度か瞼まぶたを擦こすって見て、これが幻げん影えいか何かなのではないかと思おうとしたのだが、空を飾かざる炎と落下して来る焼け焦こげた輸送機の部品が彼女を現実へと引き戻もどす。

　そして彼女の真っ正面には──この異常を引き起こした当人が誰だれよりも涼すずしげな顔で空に咲いた爆炎の花を眺ながめているのだから。

「よし。こっちの事情は片付いたよ」

　九条が土萌華に訊きいた。

「で──なにか、言いたいことがあるんだっけ、土萌華？」

「っ……!?」

　彼の声こわ色いろが、ガラリ、と変わった。

　今の今まで、土萌華と戦っていた九条桐彦は外見こそ二〇一五年の時より若返っていたが、それ以外は丸っ切り彼女の知る「教官」そのものだった。

　温おん厚こうで、優やさしく、時に厳しくはあるが、実直な人ひと柄がらを感じさせる口調──たとえ吸血鬼に身をやつしたとしても、部下を売り渡すようなことをするとは到とう底てい思えないような。

　だが、この瞬しゆん間かん、九条桐彦は変貌した。違う。変わったのではない。

「（この人は、私の知っている教官じゃない……！）」

　──ついに、晒したのだ、己おのれの本性を。

　その時だった。

　土萌華の背後から突如として声が響いたのは。

「言っただろう、ブラン。『面おも白しろいことが起こる』とな」

「ええ。まさかとは思いましたが。今でも信じたくはありませんわ、こんなこと……」

　土萌華は振ふり返る。

「聖くん……ブランネリアさん……？」

　黒灰色の髪かみの少年と赤髪の少女──そこには聖とブランネリアが立っていた。

　──どうして、聖がここに。

　確かに置き手紙は残して来たが、行き先は一いつ切さい告げていなかった。だというのに、どうして土萌華の居場所を摑つかんで、こうして追い掛けて来ることが出来たのだろう。

　瞬間、聖が言った。

「心配を掛けさせるな、阿あ呆ほう」

「え……」

「オレは、オマエを失うわけにはいかないんだ。少しはこっちの気持ちも考えろ」

　そう言って、聖は土萌華から視線を外してしまう。

　一方で、土萌華は彼の言葉にどう反応するべきなのかがサッパリ分からなかった。だから、気が付けば頭を下げて「あ、ありがとうございます……」と聖にお礼を言っていた。

　フン、と小さく鼻を鳴らして一度だけ、首を縦に振った。そんな彼の仕草を見て──土萌華は不思議なことに、少しだけ幸せな気持ちになった。

　どうして、そんな風に感じたのかは、土萌華にはよく分からなかったけれど。

　一方で。

「ふぅん──オマエを失うわけにはいかない、か。君が誰かは知らないけれど、凄すごく男前でカッコいい台詞せりふだね。僕も人生で一度くらいは言ってみたかったかもしれない。ブランネリア君もやっぱり同じようなこと言われてみたいと思う？」

「…………桐彦さまは、どうしてそこでブランに話をお振りになるのですか？」

「え。いやぁ、ハハ。なんかブランネリア君が凄い機き嫌げん悪そうだったから、もしかしたらそういう願望でもあるのかなぁって思って」

「ッ、ぅ──!!」

「でも残念だなぁ。えーと、今、聖ひじり君って呼ばれたのかな？　聖ひじり君、君の台詞は否定させて貰もらうことになるんだ。すまない」

　ブランネリアを軽くあしらい、九条桐彦が現れた聖を見やりながら肩かたを竦すくめた。そして血のように赤い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせながら、嘲あざけるように言った。

「──土萌華は、ここで僕の手で殺させて貰うよ。それが二百年間、吸きゆう血けつ鬼きになってまで僕が追い求めた夢なんだからね」




　　　　３




　九条の言葉を耳にしたブランネリアの反応は迅じん速そくだった。

「ッ──レディ！」

　彼女は右手の親指の皮を嚙み切ると、そこから溢あふれ出した血液を自分の周囲に撒まき散らした。するとその血液の一いつ滴てき一滴の中からボコボコボコボコボコと沸ふつ騰とうしたかのような泡あわが発生し、まるで風船のように急激に膨ふくらみ始めたのである。

　いや、むしろ「バルーンアート」そのものだ。

　ブランネリアの能力は聖が指し摘てきした通り、コロンバール家伝統の「自身の血液を意志を持った何らかの物質に変化させる力」の一いつ端たんに属する。そして彼女が変化させることが出来る形は「動物」──自身の血液を意志を持った動物の姿に変えて、使し役えき出来るのが彼女の《血盟》だった。

「……桐彦さま。土萌華さまをここで殺すとは、どういうことですか？　彼女は迦喰夜様がずっと探していらっしゃった大切な『人間』です。まさか、迦喰夜様のご意志に逆らうおつもりなのですか？　返答次し第だいでは──この子達があなたの喉のどを食い破るでしょう」

　彼女の《血盟》は、まさにバルーンアートの達人が小さな風船から自由自在に動物の形を作り出すのと似ている。それが赤い風船だったならば、尚なお更さらの話だ。

　一瞬で、ブランネリアの周囲には凄すさまじい数の「血液で出来た動物」が出現していた。

　動物の種類は多た岐きに渡る。

　中でもその多くが犬──ドーベルマンやシェパード、マスティフ、ロットワイラーといった猟りよう犬けんの形を取っていたが、もちろん彼女の《血盟》の範はん囲いが実在する動物だけに限定されているわけではない。

　その中には、いわゆる想像上の生物とされる「幻げん獣じゆう」や「魔ま獣じゆう」などの姿もあった。

　キメラ、バジリスク、ベヒモス、グリフォン……凄まじい力を持つモンスターを自身の血液によって創造し、現代に呼び起こす。

　これがブランネリアの力だった。

「へぇ。血の魔獣使いって奴やつなのかな。これまた面白い《血盟》だね」

「──こちらの質問にお答え頂けますか、桐彦さま」

　人を食ったような調子で感かん嘆たんの声を上げた九条とは対照的に、ブランネリアは額に青筋を立てながら冷れい徹てつな声でもって彼を叱しつ責せきした。

　ところが、だ。

　九条が語り出した内容は──その問い掛かけとは全く関係ないモノだったわけで。

「僕はね、本当に昔から土萌華のことが憎にくくて憎くて堪たまらなかったんだ。それこそ僕が人間だった頃ころから……土萌華がまだ小学校にすら入れないぐらいの年ねん齢れいの頃からね」

「……あの、桐彦さま？　そんなことをブランは訊いてな──」

「おかしいよね……吸血鬼を殺すために全すべてを犠ぎ牲せいにして僕は物心付く前から技術を磨みがいてきたっていうのにね……そして実際、一度は《聖棺アーク》にも選ばれた！　それが、まさかだよ！　まさか、あんな──」

　瞬間、ついに自分を無視することに耐たえかねたブランネリアが爆ばく発はつした。

「九条ッ！　あなた、殺されたいんですの!?　さっさとブランの質問に答えなさいッ！」

「一々うるさいな、田舎いなか貴族の分際で！　威い勢せいが良いのは口だけかい!?　やれるもんならやってみたらどうだい!?」

「なっ──」

　が、激げき昂こうし、態度を豹ひよう変へんさせたのはブランネリアだけではなかったのである。

　──九条も、だ。

　先さき程ほどまでの優やさ男おとこ的な雰囲気を一変させ、九条は歯を剝むき出しにしてブランネリアを睨にらみつけた。一方、凄まじい剣けん幕まくで怒ど鳴なりつけられたブランネリアは逆に気勢を削そがれてしまう。彼女は思わず、一歩、二歩と後あと退ずさった。

　九条の放つ異常な雰囲気に完全に吞み込まれ、気け圧おされてしまったのだ。

　と、ここで。

「ブラン。そいつはオマエの話をまともに聞くつもりがない。退どいていろ」

「……ひ、聖さま」

　後退ったブランネリアの肩がドン、と鈍にぶい音を立てて、聖の胸むな板いたにぶつかった。ブランネリアは若じやつ干かん不安そうな眼まな差ざしを携たずさえ、聖を上うわ目め遣づかいで見た。

　が、聖はギロリとそんな彼女を睨ねめ付けると、

「媚こびた声を出すな、ブラン。オレはオマエのことが心底大だい嫌きらいだと言っているだろう。もっとハッキリ言ってやろうか──邪じや魔まだ。さっさと場所を空けろ、このクソ女が」

「っ、な、な、なぁっ──!?」

「九条。さっきの話の続きを聞かせてくれ。いやぁ、本当にこの田舎貴族は気が利きかないから困るな。はは」

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、屈くつ辱じよくに顔を真っ赤にしているブランネリアの肩を軽けい薄はくな笑えみを浮うかべながら突つき飛ばした聖は何歩か足を進め、ついに九条と対たい峙じした。

　だが、九条と向かい合うのは彼一人ではない──もう一人、彼女が、いる。

　土萌華だ。

「きょ、教官……うそ……ですよね……そんな昔から私のことが憎かったなんて……」

　ガクガクと膝ひざを震ふるわせながら土萌華が問い掛ける。

　彼女の顔は、これまで聖が見たことがないほどの絶望に染まり切っていた。

　頰ほおからは完全に血の気が引き、目は虚うつろ、唇は小刻みに震えて、今すぐにでも地面に倒たおれ込んでしまいそうなほど、か弱く見える。九条が言った。

「土萌華は本当に頭が悪いなぁ」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、土萌華の表情に希望が灯ともった。それは彼女が尊敬する教官から幾いく度どとなく投げ掛けられて来た馴な染じみ深い言葉だったからだ。

　土萌華は願った。

　全部冗じよう談だんだよ、と自分の知る九条桐彦が彼女の前に現れてくれることを。

　だが、現実は苛か酷こくだ。

「──噓うそ、なわけないだろ。だから僕は君が嫌きらいなんだ。頭が悪過ぎてこっちの話が全く伝わらない。僕は心の底から君をウザったく思ってて『頭が悪い』って言ってるのに、君はよく分からない勘かん違ちがいをして、いつもヘラヘラしていた。最高に──ムカついたね」

　よりによって一番聞きたくない言葉だけを、的確に叩たたきつけてくれる。

　そこから逃にげ出す術すべは一切ないのだ。

「優しい教官に戻もどってくれ？　本当の教官は素す晴ばらしい方のはず？　ははは……ハーハッハッハハハハハハ！　よく言うよ！　僕をこんなにしたのはいったい誰だれだと思っているんだい？　君だよ？　君なんだよ？　それに何だっけ。僕を救いたい？　ああ、いいね。やって貰おうじゃないか。だったら土萌華。いますぐここで心臓を引き抜ぬいて自殺してみせてくれないか？　それで僕は救われる。惨みじめったらしく君が死ぬ姿を見られるなら、この二百年にだって意味が生まれる！　ほら、さっさとやってみせろよ早く！」

「ッ──!!」

　土萌華が完全に凍こおりついた。

　それは、あまりにも醜しゆう悪あくな罵ば声せいだった。

　憎しみ、執しゆう着ちやく、嘲り、狂きよう気き、歪ゆがみ──ありとあらゆる負の感情をごった煮ににしたような言葉が、芦田土萌華を傷付けるという目的、そのためだけにぶちまけられたのだ。

「きっと、君には分からないだろうね。なにしろ生まれた時から《聖棺アーク》になることが決定付けられていたんだから。自分のせいで《聖棺アーク》の椅い子すから転げ落ちた奴がいるなんて考えたこともなかっただろう？」

「え……」

　だが、おそらく土萌華を最も驚おどろかせたのはこの事実だろう。

　──生まれた時から《聖棺アーク》になることが内定していた。

　これは彼女の記き憶おくと大いに食い違ちがう。

　そもそも土萌華は年齢が二ふた桁けたに達する前後まで、まともに《血脈》を操あやつることすら出来なかった。両親もあくまで研究者であり、遺伝的な素質があったわけではない。

　そのため土萌華は幼少の頃から天才的な素質を発揮していた風ふう華かと比ひ較かくされ、ひたすらに「出来の悪い姉」として幼少期を過ごしたのだ。

　サラブレッドともエリートとも無む縁えんの出自。それでも愚ぐ直ちよくなまでの努力と研けん鑽さんを積み重ねたからこそ、今の土萌華がいる──《聖棺アーク》になることが出来た。

　それは、少女にとって一番の誇ほこりとも言うべき事実だったはずなのだから。

「う、生まれた時から……わ、私が……!?」

「そうだよ。僕と本部の人間ぐらいしか知らないだろうけど。確か……僕が十八歳の頃だったかな。今でもよく覚えてるよ。君が生まれたのが一九九九年の十二月三十一日で、その次の日──西せい暦れき二〇〇〇年の一月一日かな。僕は《聖棺アーク》の座を降ろされた！　理由は教えて貰えなかったけどね……でも、君が成長して初めて大地の力に目覚めた時に確信したよ。僕と君の能力の系統が被っていたから、なんだってね」

　九条の言葉はどんどん苛か烈れつさを増していく。

　土萌華の身体からだが震え、その表情から生気が抜け落ちていくのとは対たい照しよう的に。

「その後は地じ獄ごくそのものだったよ。僕から《聖棺アーク》の椅子を奪うばい取っておきながら、いつまで経たっても僕に勝てない奴の指導をしなければならなくなったんだから！　『機関』から離はなれることも考えたけど、僕は吸血鬼と戦う以外の生き方を知らなかったから……それからは死にながら生きていたようなモノさ──二〇五〇年に人と吸血鬼が戦争を始めるまではね」

　九条が歪んだ笑みを浮かべ、視線を聖とブランネリアに投げた。

　──今から彼が口にする事実を、元から知っているであろう二人に。

「君達は、僕が大戦で何をしたのか知っているだろう？」

「ああ」

「当然ですわ。あの功績があってこそ、桐彦さまは百七十年以上、国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａの責任者としてこの国のナンバー３の立場を不動のモノにしていらっしゃるのですから」

「……どういう、ことなんですか？」

　土萌華が尋たずねた。聖は九条の表情を見やり、彼が悠ゆう然ぜんとした態度を崩くずしていないことを確かく認にんすると、あえて自分の口から真実を語る決意を固めた。

「九条桐彦は大戦の時──人間側の情報を吸血鬼に売り渡したのさ」

「っ……!?」

「だからこそ、いとも容易たやすく日本の『機関』は吸血鬼達に敗北し、壊かい滅めつした。その功績を称たたえられ、九条は迦喰夜直々に血液を与あたえられ、吸血鬼となった。九条の名は……公おおやけには情報統制されていて出て来ることはないし、本人もメディアなどには一いつ切さい露ろ出しゆつしない。だが、当時を知る者や過去の文ぶん献けんを調べて行けば──必ず行き当たる名前でもある」

　聖が続けざまに言う。

「それにな、土萌華。オマエには黙だまっていたがこの『国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａ』は公には隠かくされているが大戦後に自衛隊と、ある組織が合がつ併ぺいして誕生した組織だ。そして、その組織というのが、」

　聖が眉まゆを顰ひそめ、土萌華に衝しよう撃げきの事実を告げたのである。

「《吸血鬼殲滅機関ノア》──オマエが所属していた『機関』の日本支部が前身なんだよ」

「なっ──」

「だから、地下空くう洞どうでオマエに最初に会った時、言っただろう。『機関とやらの人間を待てばいい、などと考えているのならば、オマエは大層な大バカだ。そいつらは、ここに来ることはない。来られるわけがない確固たる理由がある』とな」

　過去の「吸血鬼を打ち倒すための組織」は、この世界ではもう「吸血鬼を守るための組織」になってしまっている。だから、土萌華を捜さがしに来るわけがないのだ。

　しかし、聖はそこに一つだけ疑問を抱いだいていた──

「オレは土萌華と出会ってから、ずっと不思議に思っていたことがある。何故なぜ──『機関』を前身に生まれたはずの『機構』に《聖棺アーク》の情報が一切伝わっていないのか。調査が足りないだけなのか？　所しよ詮せん、日本は支部だからなのか？　外部からは決して触ふれられないようなブラックボックスの中に情報が秘ひ匿とくされているのか？──答えは意外なところにあったわけだ」
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　土萌華と出会う以前から九条についての情報を集めていた聖だったが、今回の件でようやく全すべての事実と思おも惑わくが完かん璧ぺきに一いつ致ちした。

　──もっとも、それは彼が考えていた通りの理由ではあったのだけれど。

「九条桐彦は吸血鬼に『機関』を売り渡したが《聖棺アーク》の情報だけはその全てを握にぎり潰つぶした。コイツが『機関』を売ったのは、恩おん赦しやとして迦喰夜から直接血を貰もらい、最上位の吸血鬼となって永遠に近い時を生きられるようになるため。

　その全ては、たった一つの理由に集約される──いつかの未来に目覚めた大地のクルースニクにして七人目の《聖棺アーク》、芦田土萌華に復讐を果たすため。土萌華を……自らの手で殺すためだ」
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　復讐──それが聖と九条とを結びつけるキーワードだった。

　九条桐彦が芦田土萌華に殺意を抱いているのではないか、という仮定に聖が最初に辿たどり着いたのは、土萌華の口から彼の名前を聞いて少し経ってからだった。

　元々、土萌華と出会う前からルーチェットとエルクの協力の下、国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａの長官である九条桐彦の身辺を嗅かぎ回っていた聖は、ずっと「彼が何故、人間を裏切ったのか？」という点に大きな関心を抱いていた。

　大戦が勃ぼつ発ぱつした際、九条桐彦の年ねん齢れいは六十九歳。いかな実力者であろうと引退を余よ儀ぎなくされる年齢……死を待つだけの老兵である。そんな彼が何故、突とつ然ぜん人間社会全てを敵に回すような行こう為いをしたのか──それは聖にとっても長年の疑問だった。

　何か、とんでもない理由があるのではないか。

　自分の今までの人生全てを擲なげうってまで叶かなえたい野望でもあったのか。

　──聖の疑問は芦田土萌華との出会いによって、氷解することになる。

「（土萌華は元の時代で一度も九条に勝ったことがないと言っていた。これは明らかにおかしいだろう。《聖棺アーク》に必要なものは吸血鬼を殺し尽つくす力──武力に他ほかならないのではないか？　人類史上最強の八人が始祖を殺すために眠ねむりにつくのならば、何故、芦田土萌華は九番目の実力者でありながら《聖棺アーク》に選ばれた？　そして──そんなふざけた決定を九条本人は笑って許したと言うのか？）」

　ありえない、と聖は思った。

　しかも、その後に聖はわざわざ土萌華に「オマエが《聖棺アーク》に選ばれたことについて九条という奴やつは何も言わなかったのか？」と質問したのだ。

　土萌華は「同じことを訊きいたことがある」と答え、九条がどう答えたのかを聖にそのまま教えてくれた。九条は、土萌華の問い掛かけに、こう答えたらしい。

『そんなこと僕が気にするわけないじゃないか。確かに僕は土萌華よりも強いかもしれないけど、《聖棺アーク》になるには他に必要な条件も沢たく山さんある。何も気にしてなんていないよ──何も、ね』

　と。

　傑けつ作さくだ、と思った。なにしろ土萌華という少女はこの九条の上っ面つらだけの言葉を、頭の天辺てつぺんから足の先まで全て信じ切っていたのだから！

　力こそが全てに決まっているではないか、と。

　だからこそ、聖は思う。

　──そんな愚おろかな少女には絶対に聖が必要で、そして何の武力も持たない少年には、絶対に土萌華が必要なのだ、と。
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「すごいな聖ひじり君の説明は全部当たってるよ。完璧だ。大正解だよ」

　九条が言った。

　続けざまに、ぱちぱちぱちと手を打ち鳴らす。拍はく手しゆだった。

「では、ブランが土萌華さまの名前を出したせいで……！」

「そうだね。ブランネリア君には、どれだけお礼を言っても言い足りないよ。土萌華がどこに眠っているかは、どれだけ手を尽くしても分からなかったからね。だから同時に申し訳なくも思うんだ。ここで──君は土萌華と一いつ緒しよに死んで貰うことになるわけだから」

「なっ……!?」

「だって、そうだろう？　君は迦喰夜のために土萌華を守らないといけない。だけど僕は土萌華を殺したい。敵対するしかないじゃないか」

　九条の雰ふん囲い気きが変わった。

　全ての真相は明らかにされた。墜つい落らくした輸送機が倉庫に衝しよう突とつしたせいで、基地には火が回り始めている。

　いずれ遅おそくないうちに、ここには外部の者がやって来るだろう。もう、時間はあまり残されていない。だから、やるべきことをやる──二百年にも及およぶ悲願を九条は叶えようとしていた。

「っ──土萌華さま！　いつまでも呆ほうけている場合ではありませんわ！」

「……！」

「ブランは土萌華さまのような方は、正直申し上げまして全く好みではありません！　ですが、ここは──この瞬しゆん間かんだけは、土萌華さまの力が必要なのです！」

　すかさずブランネリアが臨戦態勢に入った。

　傷口が開いたままの指を前方に突つき出し、従えた血の猛もう獣じゆう達を九条にいつでも飛び掛からせることが出来るよう、彼を睨にらみつけた。

「きょ、教官……私は……！」

　続けて土萌華もブランネリアに立ち並び、腰こしを落とし、拳こぶしを構えた。

　もちろん、彼女の表情は悲痛そのものだ。

　九条によって叩たたきつけられた現実に、罵ば声せいに、真実に、心を今にも食い破られてしまいそうになっている。

　だが──芦田土萌華は、吸血鬼と戦うために人生を賭かけて来た戦士だ。

　彼女の身体には、血液には、十数年にも及ぶ修練と戦せん闘とうの経験が間ま違ちがいなく蓄ちく積せきされている。たとえ心が張り裂さけそうでも、決して折れることは許されない。

　土萌華は人類史上、八人しかいない《聖棺アーク》の一人。

　彼女の後ろには、志半ばに命を落として来たクルースニクの数え切れないほどの無念と苦く悩のうとそして死体の山が積み重なっているのだから。

「あなたと……吸血鬼と、戦います……！」

　土萌華は拳を握り締しめる。

　それだけが彼女の生きる道。前へと進む道なのだから。

　けれど。

「うーん。舐なめられたもんだなぁ」

　不意に九条が呟つぶやいた。

　九条はそのまま土萌華、ブランネリア、そして奥の聖と順じゆん繰ぐりに少年少女の顔を眺ながめた後、かすかに口元を歪ゆがめた。

「あのさぁ。君達の二対一程度で負けるほど──僕、弱くないよ？」

　瞬間、世界が完全に音を失った。

「は……？」

　そして聖が気が付いた時には、何もかもが終わっていた。




　まず攻こう撃げきの対象になったのはブランネリアだった。

　九条は完全にブランネリアの処理速度を超こえたスピードで彼女の懐ふところに肉にく薄はくすると、彼女が従えていた血の猛獣達を砂を纏まとわせた右みぎ腕うでの一いち撃げきでもって、全て消しよう滅めつさせた。

　現実に存在する動物だけではなく、バジリスクもキメラもペガサスもベヒモスもグリフォンも全てだ。そして彼女の腹部に向けて、蹴けりを打ち込んだ。

　その蹴りは、ブランネリアの身体からだをいとも容易たやすく突き破り、彼女は大だい嫌きらいな赤い色の血液を撒まき散らしながら、遙か彼方かなた──数百メートル向こうまで吹ふき飛ばされた。

　ここでようやく土萌華がブランネリアがやられたことに気付き、九条に応戦しようとしたが、完全に後の祭りだった。

　九条は禍まが々まがしい凶きよう相そうを浮うかべ、おそらく彼にとっての「奥の手」を発動させた。

　──砂の弩いしゆみだ。

　九条はそれこそ土萌華の撃パイ滅ルバ杭ンカーと同じぐらいの太さを持つ巨きよ大だいな矢を、砂を使って一いつ瞬しゆんで生成し、それを土萌華に向けて発射したのである。

　土萌華の防ぼう御ぎよは間に合わなかった。

　彼女の戦闘服をいとも容易く貫つらぬき、その砂の弩はブランネリアのように貫かん通つうこそしなかったが──芦田土萌華に血液を流させた。

　深々と矢が少女の身体に突き刺ささり、そしてその凄すさまじい衝しよう撃げきに耐たえきれず、土萌華の身体はブランネリアとほぼ同じ方向に吹き飛ばされた。




「は……？」

　それらの事実を一いつ切さい知覚することが出来なかった聖には、結果のみが提示された。一瞬で姿を消した二人の少女。紅色の血液と、宙を漂ただよう砂──そして。

「聖ひじり君。もう君は帰っていいよ」

　ぽん、と聖の肩かたを優しく叩いた長身の男だけ。

「な……!?」

「土萌華は殺すし、ブランネリア君は生きてると凄すごい面めん倒どうだからやっぱり殺すけど、君には恨うらみはないからね。──っと、マズいな。火がかなり回って来た」

「お、おい！　どういうことだ！」

「いや、どうもこうも……僕は弱い者虐いじめをする趣しゆ味みはないからさ」

「な──っ、なんだと……!?」

「それにさ、」九条が少しだけ遠い目をして、言った。「君を見てると、何となく親近感が湧わいてくるんだよね。何でかは分からないけど」

「……！」

「じゃ、気を付けて。ここも直じきに火が来ると思うし、危ないから。二人のことはさっさと忘れた方がいいと思う。それと、これから付き合う相手は選んだ方がいいと思うな。僕が言うのもなんだけど、ブランネリア君は感動するくらい性格がねじ曲がってるし、土萌華は殺したいほど頭が悪いから。君ならもっと普ふ通つうの良い子と知り合いになれると思う。そっちの方が絶対に平へい穏おんで穏おだやかに暮らせるはずだから。それじゃあね」

　それだけを言い残して、九条は忽こつ然ぜんと聖の前から姿を消した。土萌華達に、とどめを刺しに行ったのだろう。

「ッ……オレには、殺す価値すらないと言うのか……」

　聖の遙か後方で何か物が燃え、爆ばく発はつしたかのような轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。九条が撃げき墜ついした輸送機が倉庫か何かに激げき突とつし、どうやら基地全体に火が回ったようだ。

　本来なら数千人規模の人員を収容出来る入間基地だが、今日は九条の手によって人ひと払ばらいがなされているため、消火活動も自動制せい御ぎよのプログラムに任せ切りだ。

　消防は事態を把は握あくしているだろうが、基地への侵しん入にゆうは、当然、軍の許可がいる。おそらく、これも九条がシャットアウトしているのだろう。時間が掛かるはずだ。

　炎ほのおが、世界を侵おかし始める。

　だが──聖は自身に迫せまる炎に、もはや何の感情も持つことが出来なかった。

「（そもそも、急ごしらえの一手ではあったのだ。土萌華が九条桐彦に勝ったことがない以上、奴との接せつ触しよくだけは避さけねばならなかった。九条との対たい峙じは芦田風華──《聖棺アーク》をもう一人発見するまでは先延ばしにしなければならなかった。九条との出会いは、オレの計画の破は綻たん、そしてオレと土萌華の死を意味するはずだったのだから──）」

　急場でブランネリアの協力を取り付け、二対一の構図を作り出しはしたが、全く効果はなかった。

　だが、それ以上に聖の心を打ちのめしたのは、全く別の問題だった。

　──聖だけが見み逃のがされたということ。

　歯し牙がにも掛かけられず、優しくされた。戦う力を持たないことに気を遣つかわれ、「普通であること」を勧すすめられ、平穏無事な生活を祈いのられた。

　彼の人生が殺された両親の「復ふく讐しゆう」を果たすためにあると、少しも鑑かんがみられなかった。

　聖に、戦う力がないからだ！

　土萌華を守る力などないと、奴やつが確信していたからだ！

　ただ少女達に守られるだけで、自身の腕一つでは何も出来ず、小細工を練ることに活路を見み出いだすも、それも圧あつ倒とう的な力によって叩き潰つぶされ、結局情けを掛けられる──

　それが宝泉聖の限界だという事実を一方的に叩きつけられたのである！

「っ、ガ────クソが……クソッ、クソッ、くそおおおおおおお！」

　地面に頽くずおれた聖は、叫さけびながら、何度も何度も握にぎり締めた拳でコンクリートを殴なぐりつけた。けれどソレはただの自傷行こう為いに過ぎない。

　普通の吸きゆう血けつ鬼きならば、地面を舗ほ装そうするコンクリートを叩き割ることなど造作もない行為だからだ。けれど、聖には、ヒビ一つとして付けることが出来ない。

　宝泉聖は──普通の吸血鬼ですらない。半はん端ぱ物。劣れつ等とう種。大それた願いを胸に抱いだくことすら不相応な劣おとった存在。

　乾かわいた音、軽い音だけが──何度も何度も木霊こだまする。

　木材が延えん焼しようし、鉄が拉ひしげる。爆ばく音おんがそこかしこに轟とどろき、地面を通して地じ響ひびきのようなものすら伝わって来た。どこかで燃料か弾だん薬やくに火が燃え移ったのだろう。更さらに巨大な火の手が生まれ、気が付けば聖の周りは真っ黒い煙けむりが漂い始めていた。

　炎が、迫る。

「（九条でこれならば……迦喰夜はいったいどれだけの力を持っているんだ……）」

　九条桐彦は日本のナンバー３。その上にはもう一人、これを上回る実力者がいて、そしてその頂には──始祖がいる。




　第三の始祖、迦喰夜。彼の両親を殺した──彼の復讐相手が。




　始祖を殺す。

　これこそが聖の目的であり、生きる意味であり、彼の存在全すべてを賭けても成し遂とげなければならない悲願だった。だが、聖は所しよ詮せん、戦う力を持たないサングリアであり、どう足あ搔がいたとしても始祖に至ることは出来ない。

　だから、頭を使う道を──他人を利用して、立ち回る道しか、自分には残されていないと思った。出来ることは何だってやった。様々な知識を蓄たくわえ、戦術を練り、技術を取得した。そして──その果てに、聖は気付いてしまった。

　この結果こそが、つまり聖の限界を示していた。

　聖程度の頭脳では始祖はおろか、その配下にすら太刀たち打うち出来ないという現実が！

「（土萌華が死ねば、オレは終わりだ……）」

　芦田土萌華との出会いは、聖にとって紛まぎれもなく人生最高の出会いだった。

　自身で戦う力を持たない聖にとって、彼女を失うことは──そのまま屈くつ辱じよくの中で殺された両親の敵かたきを討うつことも出来ず、生きる意味そのものを失うのと同じなのだ。

「土萌華……！」

　その名前を口にするだけで胸の奥が苦しくなった。聖は拳をまたしても意味もなく路面に叩きつける。何度も、何度も。

　──自分に、力さえあれば。

　これまで幾いく度どとなく夢想した願いが、またしても脳のう裏りを過よぎる。

　けれど、聖は無力だ。何も出来ない。策は全て尽つきたのだ。

　今から土萌華のところに行ったとしても、聖はきっと何の役にも立たない。九条桐彦は「知略」などという、ちっぽけな概がい念ねんで括くくれる存在ではないのだから。

　常識を捩ねじ曲げ、ありとあらゆる不条理を一方的に押し付けてくる天上者──それこそが始祖と《聖棺アーク》だ。知ち恵えがあることなど、何の自じ慢まんにもならない。力がなければ──本当の意味で、守りたい人を守ることなど出来はしないのだから。

「申し訳ありません、父上、母上……！」

　唇くちびるを嚙かみ締め、両親に己おのれの無力さを詫わびながら、聖は胸ポケットから母親が最期に遺のこした手帳を取り出した。所々に焼け焦こげた跡あとの残る黒くろ革かわの手帳だ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった聖は、無心で手帳のページを捲めくっていた。とはいえ、この手帳は使い込んだ跡があるものの、中には全く文字が書かれていない。

　唯ゆい一いつ、最後のページに母からの言葉と、土萌華が眠ねむっていた富士樹海の地下空くう洞どうへの道筋が綴つづられているだけだ。

『炎の中に、あなたの求めるすべての力がある』

　遺ゆい言ごんの文言は、今まで数え切れないほど読み返して来た。そしてその度たび、聖は首を傾かしげたものだった──炎の中とは、いったい何なのだろうか、と。

　それは土萌華と出会ってからも分からなかった。

　もしもコレが「大地」だったならば、まだ内容は分からなくもなかった。つまり大地のクルースニクである芦田土萌華が聖にとっての「全ての力である」という意味だ。

　だが、炎とは、なんだ？

「今、オレの周りを囲んでいるもの……」

　輸送機の墜つい落らくから始まった延焼は未いまだ一切勢いを落とすことなく、聖を飲み込み、焼やき尽くさんとばかりに、辺り一面を覆おおっていた。

　これが聖の求めたモノだとでも言うのか？

　皮肉にも、今まさに聖は炎によって、その命を落としかけているというのに？

　──馬ば鹿か馬ば鹿かしい！

「……母上、もしも次があったなら、もう少し分かりやすくお願いしますね……結局、最後まで母上の仰おつしやりたかったことが全く分かりませんでした……」

　幽ゆう鬼きのようにぼんやりと立ち上がり、聖は嚙み締しめるように呟つぶやきながら、

「オレは、頭が悪いので」

　最後に持っていた形見の手帳を炎に向かって投げ入れた。今まで己を支えて来たモノとの縁えにしを断たち切るために。何もかもを捨て去るために。

　だが、聖は全く想像すらしていなかったのだ。

「なっ……!?」

　まさか母親の形見の手帳を炎にくべて燃やすという行為によって初めて──母が手帳の中に封ふうじ込めた真のメッセージが、姿を見せるということに。

　炎の中に、聖の求めるモノが本当に存在したということに！

　瞬しゆん間かん、手帳を放ほうり投げた場所から、まるで火山の噴ふん火かのような凄すさまじい規模の爆ばく炎えんが発生した。聖は目を疑った。なぜなら突とつ如じよとして燃え上がった炎は、彼が今まで一度も見たことのない奇き妙みような色をしていたからだ。

　聖は思った。

　どうしてこの炎は、雪のような白色をしているのだろう、と。

『………………聖』

　聖の名を呼ぶ声が。

　女性の声だった。どこか懐なつかしくて、優やさしくて、全てを包み込むような声だ。

　この声に聖はハッキリと聞き覚えがあった。

　忘れるものか。たとえ──それを最後に耳にしたのが十年も前だったとしても。

「母上！」

　聖は叫んだ。

　すると、まるでウィル・オ亡・ウィスプ霊のような白い炎の固まりが、ぼうっと爆炎の中から聖の下もとへと進み出て来た。声がまたしても響き渡る。

『……こんな形でしか、あなたに言葉を残せなくてごめんなさい。そこにルーチェは、いるのかしら？　もう全てを聖に話してあげて。私の正体も、名前を変えたことも、何もかも全てを』

　そして炎の記き憶おくは、これが十年前に吹ふき込まれたものだとは、到とう底てい信じられないような言葉でもって、聖に「力」の在処ありかを指し示したのである。

　炎から、言葉が漏もれた。

『──────』

　その一言を耳にして、聖は思わず大きく目を見開いた。

　母の幻げん影えいが語って聞かせたのは、彼の想像を遙かに超こえる──とんでもない手段だったのだから。
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「う、あ……」

　痛い、と土萌華は思った。

「血が……こんなに……」

　長らく縁のなかった感覚だった。

《血脈》の力に目覚め、異常とも言うべき身体能力強化が可能になった時点から、土萌華の身体は「傷付く」という概念から酷ひどく遠ざかっていた。

　鉄てつ壁ぺき、故ゆえの鈍どん感かんさ。

　土萌華の戦せん闘とう服は腹部に大穴が空いてしまっていて、そこからはトクトクと抑おさえ切れない量の血が溢あふれ出ていた。致ち命めい傷しよう、とまでは行かない。《血脈》の力を集めて、少し休めば傷も塞ふさがるだろうし、動けなかったり、喋しやべれなくなるほどではない。

　でも、痛かった。とても…………痛かった。

「──見つけた」

　その時、声が。

　土萌華の全身の感覚が総毛立った。すぐさま声のした方を、土萌華は見た。

　そこには長身の男性の姿があった──九条だ。

「教官……」

　舗装された路面を九条のブーツが踏ふみ鳴らす音がザッと響ひびいた。

　周囲は火の海だ。青空が炎ほのおに照らされて、鮮せん烈れつな赤色を帯びる。空を見上げるとバラバラというヘリコプターが上空を飛び交かう音が聞こえて来る。

「騒さわぎになってるみたいだね。急ごうか」

「っ……！」

　先さき程ほどの砂の弩いしゆみにしても全力で防ぼう御ぎよすれば、もう少し被ひ害がいを抑えることが出来たのは明白である。土萌華の中に迷いがあったのだ。九条の告げた真実に心を搔かき乱され、あやふやな気持ちのまま拳こぶしを握にぎってしまった──その結末が、このザマだ。

「（どう……しよう……）」

　どくん、どくん、と心臓が鳴る。土萌華は明確に自身の「死」を意識していた。グッと胸の奥を鷲わし摑づかみにされたような感覚が沸わき上がる。これは、きっと、恐きよう怖ふだ。

　迫せまり来る死に怯おびえる感情だ。

　先程、九条に言われた言葉を土萌華は思い出す。

『君は頑がん丈じよう過ぎるのとタフ過ぎるのがよくないよ。だって僕の今の攻こう撃げきを食くらっても、ちっとも怪我けがをしていないだろう？　悪手を打っても中々被害を受けないから実感が湧かない。学習もしない──だから、ずっとバカのままなのさ』

　その通り、なのかもしれない。

　今までの人生で、土萌華は絶対的な死の恐怖に晒さらされたことがなかった。向こうの時代で吸きゆう血けつ鬼きを討とう伐ばつに行った時だって死にかけたことなんて一度もなかった。

　土萌華は、たとえどんなミスを犯おかしても──自身が命に関かかわる傷を負うことのない絶対安全圏けんとも言える防御能力を持っていたからだ。

　でも、この瞬間だけは、違ちがう。

　九条桐彦は間ま違ちがいなく芦田土萌華の防御を貫つらぬき、命を奪うばい去るだけの攻撃能力を有していて、そしてソレを為すための意志を、殺意を持ち合わせている。

　生まれて初めて自分の「死」を意識したこの瞬間こそが、そのまま土萌華が「死」を迎むかえる時だった、ということなのだろうか。最初で最後の死の予感──それは土萌華の心を恐怖でいっぱいにするには十分過ぎる感覚だった。

「あ、あ、あ……」

　嗚お咽えつが漏れる。口の中がカラカラになって、まともな言葉が紡つむげなくなる。

「（誰だれか……助けて……）」

　心の中でその言葉を呟いた時、何故なぜだか土萌華の心には、とある少年の顔が浮うかんでいた。黒灰色の髪かみの毛で、瞳ひとみは赤く、そして、いつも土萌華に酷いことを言うとても意地悪な彼──聖の顔が。

　もしかして、土萌華は、期待していたのかもしれない。

　聖がまるでヒーローのように、自分を助けてくれるシチュエーションを。

　けれど、土萌華は知っている──それは夢であり、妄もう想そうに過ぎない、と。

　確かに聖はとても頼たよりになる男の子だ。

　頭が悪くて世間知らずで、この世界のことが右も左も分からない土萌華に、彼は色々なことを教えてくれた。彼の後ろに付いていけば、きっと何とかなる──そんな気持ちになったことも、一度や二度ではない。けれど、彼には──戦う力はない。

　言葉でどうとか、戦略でどうとか、土萌華がいま直面している事態は、そんな領域の話をとっくに凌りよう駕がしてしまった。ただひたすらに真っ向から力と力をぶつけ合い、強い方だけが生き残る。これは、そういう世界の話なのだ。

　そこに聖の出る幕はない。彼は土萌華を助けてはくれない。彼が最も力を発揮出来る分野は今の土萌華の現状とは、決して交わらない。

　それに、だ。

「（聖くんは……逃にげられたのかな……）」

　──土萌華は、同じくらい、聖にここに来て欲しくなかったのだ。

　まだ聖が生きているかは分からない。けれど、今この場所にやって来たら、九条はきっと彼のことを有う無むを言わさず抹まつ殺さつするだろう。

　それは土萌華にとって、とても辛つらいことだ。

　とても悲しいことだ。

　……もっとも、そのことについて、土萌華は心配していなかったのだけれど。

　もしも、聖が生きていたとして、ここにやって来る可能性はゼロパーセントだ。言うまでもない。

　だって──聖はとても頭が良いのだ。

　わざわざ自分から死にに来るようなバカでは、決してない。

「……こんなことを言うと、まるで小悪党みたいだから、正直、イヤなんだけどさ。ごめん。我が慢まん出来ないから言うよ」

　九条が、そんな土萌華を見み据すえながら言った。

「最高だよ。君のその顔を見るために、僕の二百年はあったんだ」

　ぐにゃりと口端を歪ゆがめ、紅色の瞳を見開き、復ふく讐しゆう者の愉ゆ悦えつを嚙かみ締めた──その瞬間だった。

「小悪党みたいだから、ではなかろう。小悪党そのものだぞ、今のオマエは？」

　──少年が、少女を救うために、その場所に辿たどり着いたのは。







「これは、意外なお客さんだ」

「だろうな。オレ自身がこの場に来たことを一番不思議に思っている」

　九条が苦く笑しようし、それに応こたえるように聖も自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべた。

　一方、土萌華は瞠どう目もくせざるを得なくなる。

　まさに、つい今の今、絶対に来るわけがないと考えていた相手が──宝泉聖が、彼女の前に姿を見せたのだから！

「ひ、聖くん……ど、どうして、ここに──!?」

「どうしてもこうしてもあるか。それに少し歓かん迎げいしたらどうだ。気の利きかない女だ」

「歓迎って……！　ここに来たら聖くんも教官に……！」

「かもしれんな」

「っ──だ、だったら、どうしてこんな馬ば鹿かなことをするんですか!?」

「……馬鹿なこと？」

　聖が首を傾かしげ、不敵な笑みを浮かべた。

「──それは聞き捨てならんな。オレは勝機もなしにむざむざ死にに来たりはしない」

「しょ、勝機……!?」

　想像を絶する言葉だった。まさか、まだ何かあるというのか。隠かくし玉が。この絶体絶命の状じよう況きようを覆くつがえす、神さまのような一手が──？

「聖ひじり君、それは僕も気になるな。勝機？　本気で言ってるのかな、それ」

「当たり前だ。こんな時に冗じよう談だんを言うわけがない」

「面おも白しろいね。どんな策かは分からないけど、見てみたいな。やってみなよ」

　九条がニィッと笑った。

　絶対的な自信がそこにはあった。

　元々、九条は一度は《聖棺アーク》として選別されただけの実力者なのだ。加えて吸血鬼になったことで、更さらにその力は増大している……そんな彼に対する勝機とは、いったい？

「そうさせて貰もらおうか──土萌華、待たせたな」

「聖くん……！」

　言いながら、地面に横たわっていた土萌華の下に聖が近付いて来た。そしてスッと顔の横でしゃがみ込み、まじまじと土萌華の顔を見下ろした。聖の部屋で彼を介かい抱ほうしていた時の構図が丸々逆転したようなシチュエーションだった。

「面めん倒どうなので説明は省略する。とにかくここはオレの指示に従え。特に何があっても絶対に暴れるな。いいな？」

「は、はい……」

「よし」

　聖がおもむろに頷うなずいた。

「では、脱ぬがすぞ」

「!?」

　謎なぞの宣言と共に、突とつ如じよとして聖が土萌華の身体に覆おおい被かぶさりながら、服の襟えり元もとに手を掛かけたのである。聖はもう片方の手で土萌華の身体を少しだけ持ち上げ、地面と服との間に隙すき間まを作った。

　そして、するり、だ。

　土萌華の服の左ひだり肩かたの部分を摑つかみ、スッと外側に引っ張る。土萌華は胸が相当大きい方なので当然抵てい抗こうもあった。が、それでも異常なほど聖の手て際ぎわが良かったせいもあってか、一いつ瞬しゆんで土萌華の首筋から左ひだり肩かたにかけての肌はだが剝むき出しにされてしまう。

　スーッと凍こごえるような一月の風が、彼女の皮ひ膚ふを撫なでた。ポツポツと鳥とり肌はだが立つ。

「ふぇ、へ、わ、ふぁ……!?」

　などと聖が好き放題にやる一方で、土萌華は完全に凍こおりついてしまっていた。いや、まるで電気ケトルのように一瞬で体温が上じよう昇しようし、首元から頰ほおまで真っ赤になってしまったので、正確には燃え上がったという方が正しいのだが……！

　そ、それにしても、これは！

「ひ、ひじりくん……やめてください……ゆ、ゆるしてください……」

　土萌華は蚊かの鳴くような声で、とにかく必死に懇こん願がんした。

　彼が何を考えて土萌華の服を脱がせたのかはサッパリ分からないが、今、自分がとんでもなく卑ひ猥わいな目に遭あい掛けているということだけは、理解出来たのだ。

　しかし。

「何を言っている。誰が止やめるか阿あ呆ほう」

「そ、そんな……」

　聖は土萌華の懇願を一いつ蹴しゆうし、尚なおも彼女の服をはだける作業に専念する始末。

　一方、土萌華は完全に涙なみだ目めだ。

　ひどい。ひどすぎる。やはり聖は鬼おにだった。なんなのだ、コレは。まさか自分が死の間際で、こんなエッチな目に遭わされるなんて、想像するはずがない！

　しかし、土萌華が「もしも自分の最さい期ごの姿が素すっ裸ぱだかだったらどうしよう」などと絶望的な妄想に取り憑つかれている一方──

「なるほど。聖ひじり君が何を考えているかは分かった。確かに僕の力が人間だった頃ころより増大したことを考えると、それは凄すごくクレバーなやり方だ。勝機、だよね。紛まぎれもなく。戦せん況きようは変わるよ。だって──土萌華を吸血鬼にしようっていうんだろう？」

　九条が大おお真面目まじめな顔付きで口にした言葉に、土萌華は絶句した。

「えっ……」

　──土萌華を吸血鬼にする。

　九条は間違いなく、そう言ったのだ。確かに言われてみれば、コレは完全に吸血鬼が人間を襲おそう時に、首筋を露ろ出しゆつさせるのと同じ体勢で──!?

「ダ、ダメです、聖くん！　私、吸血鬼になんてなりたくありません！」

「そうかい？　吸血鬼としての暮らしも案外悪くないよ、土萌華」

「ダ、ダメなものはダメなんです！　だって、吸血鬼になったりしたら、わ、私が今までしてきたことが全部……」

　消えてなくなってしまう。

　修練も、能力も、そして肉体も──何もかもが人間から吸きゆう血けつ鬼きに上書きされ、芦田土萌華の十六年間は、そっくりそのまま否定される。吸血鬼と戦うためだけに生きて来たはずの人生が、吸血鬼となることで、終しゆう焉えんを迎むかえてしまう。

　けれど。もしも、もしもの話だ。

　──もし、ここで土萌華が吸血鬼にならなければ、自分達はどうなるのか？

　九条によって二人は殺されるだろう。だって、他ほかに勝ち目はないのだ。土萌華は九条に完敗し、聖は戦う力を持たない。むざむざと殺されるしかない。しかも恨うらみを買っていたのは土萌華なのに、そこに聖を巻き込む形になってしまう。

　だが、吸血鬼になれば、可能性が生まれるのだ。

　二人とも、死なずに済む未来が──開けるかもしれない。

「聖くん……わ、私は……」

　土萌華は震ふるえながら、唇くちびるを開いた。

　何を言うべきかは土萌華にだって分かっていた。

『私を吸血鬼にしてください』

　と、聖に頼たのむのだ。そうするしか、この場を乗り切る方法はない。馬鹿な土萌華にだってそれくらいのことは分かる。選せん択たく肢しは一つだけ。命を繫つなぐ道は一つだけなのだ！

　けれど。

「（でも怖こわいよ……いやだよ……！）」

　ガチガチと勝手に嚙み合った奥歯が不快な音を立てる。身体からだの震えは益ます々ます酷ひどくなる。

　目め尻じりからは涙が溢あふれ出し、勝手に頰を伝い、こぼれ落ちる。

　自分が自分でなくなる恐きよう怖ふ──それはきっと、百数十年前に、世界中の人間達が体験したであろう恐怖だ。それを土萌華は二二二九年の時代で追体験している。

　護まもれなかった人々の悲しみを、今──

「土萌華。だから、オマエは馬鹿だというんだ」

「え……」

　その瞬しゆん間かんだった。不意に、聖の手が土萌華の頭を撫でた。

　ゆっくりと──とても意地悪な彼に不ふ釣つり合いなくらい、優やさしい手付きで。

「……安心しろ。オレはオマエから何かを奪うばったり、何かを失わせるためにここに来たんじゃない。オレはオマエのことを──守りに来たんだ」

　ハッとして土萌華は聖の顔を見上げる。そこには空に瞬またたく金色の太陽と同じくらい煌きらびやかな紅色の瞳ひとみが、土萌華のことを真っ直すぐ見下ろしていた。

　聖がニヤリと笑った。

「そして九条──オマエはもっと大馬鹿だ！　弟子でしが馬鹿ならばそれをいつまでも矯きよう正せい出来ない師し匠しようはもっと馬鹿に決まっている！　大笑いだ！　土萌華のことを見下せる立場に自分がいると、勝手に勘かん違ちがいしていただけだというのに！」

「……なんだって？」

　九条が心底不快そうな表情を浮うかべた。彼の顔からは、つい今までの余よ裕ゆうぶった笑みが完全に消失していた。聖が放ったのだ。

　九条を最も苛いら立だたせる一言を。

　──土萌華と比べて、九条が劣おとっているなどという戯たわ言ごとを。

「オマエは、オレの話になど、耳を貸さなければ良かった。オレを見み逃のがさず、殺しておけば良かった。何故なぜ、遊んだ。何故、慢まん心しんした。復ふく讐しゆう相手の怯おびえる顔が見たかった？　はは、意味が分からんな。オレは──一分一秒だろうと、奴やつが…………迦喰夜がのうのうと生きていることが気に食わないというのに！　オレが欲しいのは、ただ一点の曇くもりもない奴の完全な『死』だけ！　そして、それを成すための──力だけだ！」

　瞬間、聖が土萌華の首筋に顔を埋うずめた。

「あ、あ、っ！」

　聖の吸血歯が土萌華の首筋に突つき刺ささる。土萌華は思わず喘あえぎ声を漏もらし、全身を硬こう直ちよくさせ、脚甲グリーブに包まれたままの爪つま先さきをピンと伸のばしてしまう。

　だが、それは、彼女が予想していたのとは真逆の行こう為いだった。吸血鬼の血が流れ込んで来るのではなくて──吸われていたのだから。

　ドクドクと。ポンプのように吸われ。

　ゴクゴクと。水を嚥えん下かするかのように飲まれる。

「ククククククク……」

　そして、芦田土萌華の血を──いや、《聖棺アーク》の血を飲んだことによって──

「ハーハッハッハッハハハハハハハハ！」

　宝泉聖の真の目覚めの条件が満たされることになったのだ。
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　聖の母が、炎ほのおの記き憶おくによって聖に伝えたことはいくつもあった。

　だが、聖は母があの時、突如として口にした言葉を決して忘れることはないだろう。

　母は聖にこう告げた。

『聖──トモカお姉ちゃんの血を吸いなさい』

　と。

　そして、続けて言った。

『そうすれば、あなたの中の二つの力が目覚めます。一つは《血脈》。炎のクルースニクにして八番目最後の《聖棺アーク》である私……雪ゆき江えの人間としての力です。そしてもう一つは《血盟》。あなたの父親にして謀ぼう殺さつされた第四の始祖──レイ・ノスフェラトゥの吸血鬼としての力……その二つこそが、サングリアであるあなたの力なのです！』




　　　　８




　この吸血世界では半はん端ぱな吸血鬼のことを「サングリア」と呼ぶ。

　では、実際「サングリア」の語源とは何なのか？

　サングリアとはスペイン語で「血」を意味する「sangreサングレ」を語源に持つ、カクテルの名前だ。基本的な作り方は至って簡単。赤ワインをベースにして、そこに様々な果物を加えて作る、甘くて飲みやすい爽さわやかなカクテルだ。

　用いられる果物は多た岐きに渡わたる。オーソドックスなモノとしてはレモン、バナナ、オレンジなどがあるが──とある果物を主に使ったサングリアには特別な意味があった。

　では、それは何の果物か？

　──林りん檎ご、である。

　一方、古来ワインは吸血鬼の最大の特とく徴ちようである「血」を表す飲み物として、人間だけでなく吸血鬼にも広く愛飲されて来た。

　ワインは、そしてその原材料である葡ぶ萄どうは、彼らの象しよう徴ちようだった。

　そして一方、人間の象徴は、林檎だった。

　アダムとイヴが口にしたとされる禁断の実から始まり、ありとあらゆる神話や寓ぐう話わに林檎は登場する。そして何よりこの構図を決定付けたのは──人間と最も対比される生物である吸血鬼にとって、林檎が猛もう毒どくだったことだ。

　故ゆえに、人間の特徴と吸血鬼の特徴を半端に受け継ついだ曖あい昧まいな存在のことを──「サングリア」と呼ぶのは必然とも言えるだろう。

　だが、宝泉聖はその意味で、極きわめて異質なサングリアだった。

　彼の父は始祖であり、そして母親は《聖棺アーク》だ。最強の吸血鬼と最強の人間──聖はその両者の血を見事に受け継いで生まれて来たわけである。

　だが、ソレは──あまりにも強過ぎる力だったのだ。そして幼い子供の身体が、そのような二つの反発する力に耐たえられるわけがないのは明白だった。

　だからこそ、聖の両親は息子むすこの身体に「封ふう印いん」を施ほどこした。

　定期的に林檎を摂せつ取しゆさせることで吸血鬼の力をあえて減退させ、彼を疑ぎ似じ的なサングリアとして定着させたのである。

　だがついに聖は十六歳となり、その身体は二つの異なる力を受け入れる器うつわとして立派な成長を果たした。そして、そんな聖の力を呼び戻もどし、本来の……最強の吸血鬼と最強の人間──両方の力を呼び戻す「呼び水」となる液体、それこそが吸血鬼にとって最悪の飲み物──ヒトの血であり、その最高位である《聖棺アーク》の血液だったというわけだ。

　血の天てん秤びんは少女の血によって、あるべき形を取り戻す。

　それが、宝泉聖の持つ本当の「力」なのだから。
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「こ、これは……!?」

　九条桐彦は目の前で起こった事態が全く飲み込めずにいた。

　彼の勝利は半ば約束されていた。確かに芦田土萌華が吸血鬼として覚かく醒せいすれば、彼といえど苦戦は免まぬかれないとは思っていた。

　だが、そもそもの話──九条が人間だった頃ころから、少女は彼に勝つことが出来なかったことを忘れてはならない。故に、たとえ彼女が吸血鬼と化し、更さらなる力を手に入れたとしても、根本的な能力の相あい性しよう差を覆くつがえすことは出来ないはずだった。

　加えて九条を吸血鬼化したのは第三の始祖、迦喰夜。この世界でも八人しかいない最上位の血液の持ち主である。宝泉聖という少年の生まれがいかに良かったと仮定しても、与あたえる血の力は比べ物にすらならないはずだった。

　だが、しかし──少年は、どうやら芦田土萌華に血を与えたのではなく、彼女の血を吸ったらしかった。吸血鬼にとって最悪の液体であり、ひたすら血の輪りん廻ねに溺おぼれるだけに過ぎない禁断の液体を……。

　ところがだ。

「ハーハッハッハッハハハハハ！　ハハッ、ハッ……おいおい、凄すごいな、凄すぎるだろうコレは!?　これがオレなのか？　オレにこんな力が？　噓うそじゃないだろうな？　ハハハハッハハハハハ！　言うまでもないな！　全すべて現実だ！　何も間ま違ちがいではない！　オレは力を手に入れた！　これこそがオレの真の姿なのだ！　ハッハハハハハ！」

　──その瞬間、宝泉聖は、完全なる別の存在に変質した。

　彼が先さき程ほどからずっと、ああして凄すさまじいハイテンションで高笑いをしているのも無理はない。

　ありえない、力だ。側そばにいるだけで分かる。分からせられてしまう。

　彼の中にある力が、九条の目からしても格が違ちがうほどのモノであるという事実が。

　九条を吸きゆう血けつ鬼きへと変えた──第三の始祖、迦喰夜に匹ひつ敵てきするほどの力が。

「（なんてことだ……やってしまった……！　遊んだりしなければ良かった！　慢心なんて以もつての外だ！　僕はいったい何のためにこの二百年を過ごして来たんだ!?　全てあの女を……芦田土萌華を、僕の手で殺すため、僕の人生を無む茶ちや苦く茶ちやにした復讐をするためだったんじゃないのか!?　失敗した……失敗……失敗を……！）」

　そして、この時点で九条の計画は、完全に破は綻たんの一歩手前まで来ていた。

　──このままでは、あの女に、復讐を果たすことが出来なくなる。

　彼よりもハッキリと劣った存在である、あの女に。

　生まれた時から《聖棺アーク》となることが決まっていた、最低最悪のコネ女に……彼の人間としての……クルースニクとしての尊厳と誇ほこりの全てを奪うばい取り、それどころか彼が心の中で激しく燃やす憎ぞう悪おに欠片かけらも気付くことなく、いつもヘラヘラと笑っていたあの馬ば鹿か女を！

　この手でありとあらゆる苦痛を与え、泣き叫さけばせ、グチャグチャに八つ裂ざきにして、命いのち乞ごいをさせ、生まれて来たことそのものを後こう悔かいさせるまで甚いた振ぶった後に──殺す。

　全ての光と希望と未来を奪い取り、絶望の中で復讐を果たす──それだけを頼たよりに生きて来た九条桐彦の人生そのものを、取り戻すために。

　終わるのか？　このまま、どうすることも出来ずに？

「そんなこと──許されるわけがないッ！」

　九条は吠ほえた。もう理性的な判断は出来なかった。死んでもいい。いや、もはや死ぬことは織り込み済みだ。だが、あの女だけは……芦田土萌華だけは絶対に道連れにする。しなければならない！

「おおおおおおおおおッ！」

　九条は絶ぜつ叫きようしながら、倒たおれ伏ふす芦田土萌華に飛び掛かかった。

　彼女は今は完全な無防備だ。

　聖に血を吸われたことで虚きよ脱だつ状態に陥おちいってしまったらしく、身体からだを弛し緩かんさせ、仰あお向むけで顔を腕うでで押さえて動きを止めてしまっている。それどころか意識もないように思える。

　やるなら今しかない。このタイミングしか──

「九条。オマエ、何のつもりだ？」

「え……」

　だが、しかし、土萌華まであと数メートルで九条の砂さ塵じんを纏まとった右みぎ腕うでが届こうかという瞬しゆん間かん──彼の眼前に一いつ瞬しゆんで宝泉聖が現れたのである。

　ニマァァッと聖は口端を深く歪ゆがめ、そこに喜き悦えつの笑えみを刻んでいた。

　こんなにも嬉うれしそうにしている相手は九条の二百年を超こえる人生においても一度も見たことがないと確信出来るほど、少年はご機き嫌げんだった。

　聖が言った。

「──それは、オレのだぞ？」

　九条の頭を掌てのひらでガッと摑つかみ、彼の顔面を路面に凄まじい勢いで叩たたき付けながら。

「ぐがああああああああっああああ！」

「おいおいおいおい！　まさか、オレがオマエを見み逃のがすと思ったか!?　ハーッハハハッハハハハ！　そんなわけがないだろう!?　オレは復ふく讐しゆうを望む者の気持ちが誰だれよりもよく分かる！　いいか、よく聞け──芦田土萌華はオレの復讐の最高のパートナーだ！　オレは土萌華の力と、そして──このオレの真の力によって目的を成し遂とげる！　故に土萌華はオレが守る！　土萌華を傷付ける者は──一いつ匹ぴき残らずオレが全て殺す！」

　聖は九条の後頭部を摑み、凄まじい勢いで喋しやべりまくりながら、何度も、何度も、何度も彼の顔面を地面に叩き付ける。

　路面は、地面に変わってしまった。入間航空基地の地面を覆おおっていたコンクリートは聖が最初に九条の顔面を叩きつけた瞬間、周囲数十メートルの範はん囲いで亀き裂れつが走り、完全に原形を保つことが出来ずに崩ほう壊かいしていた。

　それでも聖の攻こう撃げきは止まらない。

　聖が九条を叩きつける度たびに、まるでミサイルが直ちよく撃げきしたかのような地鳴りが辺り一面に響ひびき渡り、地面がクレーター状に窪くぼんで行くのだ。

　あまりにも圧あつ倒とう的な力だった。しかもここで肝かん心じんなのは聖は九条を甚振っているわけでもなければ、遊んでいるわけでないということだった。

　聖は高笑いを続けながらも、頭の中は極めて冷静だった。残ざん酷こくなほどに彼の頭の中は冷たく透すき通っていて──一いつ切さいの淀よどみなく、自らの目的を遂すい行こうしていた。

　──聖は、確かめていたのだ。

　己おのれの中に、どれだけの力が眠ねむっているのかを。どれだけのことが出来るのかを。どれだけ速く動けて、どれだけ強く殴なぐることが出来て、どれだけ疲ひ労ろうするのかを。

　なぜならば、コレはあまりに貴重な機会だ。

　聖の力は、あまりにも強い。

　そしてこの力は並なみ大たい抵ていの者が相手では、その数パーセントすら発揮することが出来ないのは目に見えていた。コレはあまりにも貴重な時間なのだ。聖は知る必要があった。自分がどれだけ戦うことが出来るのか、自分の百パーセントはどれくらいの力で、そして己が全力を出した時に──迦喰夜始祖を食くらうことが出来るのかどうかを。

「ガッ……グッ、キ、君は……！」

「ふむ、思ったよりも元気だな。やはり素す手ででは非効率的か？」

　地面を殴おう打だすることに飽あきた聖が九条をひょいっと近くに放ほうり投げる。

　もちろん、それは聖からしたひょいっであり、実際は人間のスピードに換かん算さんして時速数百キロメートルを超えていた。

「ヅッ──す、砂よ！」

　が、九条も一方的にやられているわけではない。すぐさま体勢を立て直した九条は抉えぐられた地面から一いつ斉せいに砂へと干かん渉しようし、自らの《血盟》の力を発動させた。

　まるで洪こう水ずいのような勢いで聖に数トンにも及およぶ圧倒的体積の砂が殺さつ到とうする。

　しかし。

「遅おそいな」

「なっ──!?」

　瞬間、突とつ如じよとして九条の背後に現れた聖が、彼の身体を思い切り蹴けり飛ばした。

　吸血鬼は霧きりになることが出来る──そんな話がしばしば人間世界で語られていたが、まさに身体を霧にでも変化させなければ不可能ではないかというスピードである。

「ぐっ……！」

　地面に倒れ伏し、それでも身体を起こしながら九条は奥歯を嚙かみ締しめた。一方、聖はそんな九条を見下ろしながら、右腕をスゥッと自身の目の高さまで引き上げると、

「ふむ……殴る蹴るはやはりオレには不向きか。ならばここは──《血脈》と《血盟》を使わせて貰もらうとしよう」

　言葉と共に、人間と吸血鬼──その両方の力を一度に行使したのである。

「《血脈》と《血盟》を両方……だと……」

　一方、九条は聖の口にした言葉の内容が全く飲み込めずにいた。

　言うまでもないが《血脈》とは人間だけが行使する力であり、そして《血盟》は吸血鬼だけが行使可能な力だ。

　この事実は、元人間のクルースニクである九条が誰よりもよく理解している。

　確かに自然界に《血脈》は至る所に存在するわけだが、それを自身の血液の中に取り込み、自在に操あやつることが出来るのは人間だけだ。事実、九条が吸血鬼になった際、以前使えていた砂の《血脈》は喪そう失しつし、交代するかのように今の《血盟》を使えるようになった。

　確かに、この二つはよく似ている。

　何も知らない者には、同じモノに見えるかもしれない。だが、いかに圧倒的な力を持とうとも聖の区分はあくまで吸血鬼。《血盟》ならばともかく《血脈》を操ることは不可能のはずで──

「なぁっ……!?　そ、その炎ほのおは……!?」

　次の瞬間、九条は信じられないモノを目もく撃げきしたのである。
















　聖は言葉と共に、どこからともなく一本の「槍やり」を出現させた。聖の背せ丈たけを上回る二メートル近い長槍だ。各部に様々な意い匠しようが施ほどこされており、特に刃はが真っ赤に染め上げられているのは吸血鬼が用いる武装としては頷うなずける部分があった。

　だが、真に九条を震しん撼かんさせたのは、聖がその槍の穂ほ先さきに顕けん現げんさせた──白い炎だった。

　違う。これは、ただの白い炎ではないのだ。

　世界に厄やく災さいを振りまく、雪のような炎──雪せつ炎えん。

　見み間ま違ちがえるわけがない。これは彼女の能力だ。芦田土萌華、芦田風ふう華かと並び、九条桐彦が知る三人目の《聖棺アーク》──炎のクルースニク「雪江」の力だ！

　聖が槍の柄えを肩かたに乗せながら、妙みように感心した様子で答える。

「ほう、やはり見覚えがあるのか。詳くわしく話を聞きたいところだが──お喋りは死を招くということを身を以て証明してくれた大おお馬ば鹿かがいるからな」

　聖がニヤリと笑い、揶や揄ゆするように肩を竦すくめた。

「この一発で幕を引かせて貰う。ま、仕方あるまいな。この《血槍ロンギヌス》に殺せぬ吸血鬼などいないのだから」

「ロン……ギヌス……だと……!?」

「ああ。知っているだろう？　ゴルゴタの丘おかで、イエス・キリストを殺した槍だ。そしてイエスを殺した瞬間──始祖を殺した槍という存在にまで昇しよう華かした聖遺物レガリアだよ。父上が確か、十九世紀頃ごろに見つけて来てな。それ以来、聖槍から血槍となったロンギヌスは我が家の血の中に受け継つがれている──オレの《血盟》だ。父上が亡なくなられた後、しっかりとオレに引き継がれていたことは今知ったのだがな」

　聖が笑った。彼の機嫌は最高潮だった。自身の秘密をあえてペラペラと口にし、調子に乗り、いつ慢まん心しんから足元を掬すくわれても仕方がないように見えるが──決して最後の一線は侵おかさず、常に冷静に事態を観測している。鉄てつ壁ぺきだ。一分の隙すきすら、ない。

「き、君は……何者なんだ……」

「これから殺す相手に説明する必要があるのか？」

「ッ──」

　吸きゆう血けつ鬼きを滅ほろぼす炎と、始祖すら殺し得る槍。

　奇くしくも対吸血鬼を想定した超ちよう一級の能力を二つも所持し、それらをあますことなく融ゆう合ごうさせ、自由に行使出来る少年──宝泉聖。

　圧倒的過ぎる。規格外にも程ほどがある。

　九条の身体からは完全に戦意が喪失してしまった。二百年の悲願である自身の復讐が完全に叶かなうことはないと心が認にん識しきしてしまった。折れてしまったのである。

　こんな相手に……始祖以外の者が、太刀たち打うち出来るわけがない！

「あああああああああああああああ！」

「さて、これで終わりに──」

　そして九条が頭を抱かかえ、絶叫し、ロンギヌスを構えた聖が彼にトドメを刺さすべく槍を構えたその瞬間だった。




「────」




　九条の背後に、忽こつ然ぜんと、彼女が姿を現したのは。

　聖は、ありとあらゆる想定外の事態に対応出来るよう周囲に気を配っていた。

　例えば援えん軍ぐん。例えば砲ほう撃げき。例えば外部からの一いつ般ぱん人。

　そして彼が何が起ころうとここで絶対に達成すると決めていた目的は「ここで九条に自分がトドメを刺す」ということだった。

　九条桐彦は芦田土萌華に恨うらみを持っている。もし、何かが起こって彼がここから逃にげ果おおせた場合──間ま違ちがいなく、これからの聖達にとって厄やつ介かいな相手になることは明らかだ。

　ところが、だ。

「なっ……!?」

　聖は、彼女の接近を一切知覚出来なかった。身体に眠る真の力に目覚め、両親の持つ力を発現させ、細心の注意を払はらっていた聖ですら──吸血により意識を失っていたはずの芦田土萌華が、九条桐彦の背後に出現したことに気付けなかったのである。

　聖は思わず声を荒あららげる。

「オ、オマエ、いつの間に……！　意識を失っていたはずでは……!?」

「超ちよう攻こう撃げき型血脈霊れい装そう《八ヤツ束脛カハギ》──スタートアップ。出力安定。グリーブアンカー左右共に射出──姿勢固定」

　だが現れた土萌華は、聖の知る彼女とは、まるで別人のようだった。

　どこにでもいそうな平へい凡ぼんな少女──という本来の印象は完全に消え去り、そこには虚うつろな瞳ひとみと一切の感情を消失した能面のような表情だけが覗のぞいていた。

　そして土萌華はまるで機械のような口調で呟つぶやきながら、右みぎ腕うでに顕現させた撃パイ滅ルバ杭ンカーを打ち込む準備を淡たん々たんと進行させていく。脚甲グリーブの側面から杭くいにも似たアンカーが突つき出し、彼女の身体からだを大地に固定する。右腕のボックスは凄すさまじい勢いでギアを回転させ、ボディを彩いろどる紅色のラインは青空の下ですら鮮せん明めいな輪りん郭かくを紡つむぎ出す。

「えっ、と、土萌華……!?」

　ここでようやく九条が土萌華の存在に気付いた。顔を上げ、振ふり返った九条が背後に大きく紅色の瞳を瞬またたかせた。

「────」

　そして、九条はおそらく半ば感覚的に「その言葉」を口にした。

　土萌華の人生に身内以外の者では誰だれよりも関かかわり、その二百年を超こえる人生全すべてを彼女への妄もう執しゆうに注ぎ込んだ男、ある意味で誰よりも土萌華を知る人物、九条桐彦。

　そんな彼が最さい期ごに口にした言葉は──この瞬しゆん間かん、宝泉聖の心に、恐おそろしいまでの強い印象を残した。

　土萌華が右腕を突き出し、言葉と共に、審しん判ぱんの杭を打ち込んだ。

「──吠ほえろ、悪路王」







　破は壊かいは一いつ瞬しゆんであり、壮そう絶ぜつでもあった。

「（なんだ、この破壊力は……！）」

　土萌華の撃パイ滅ルバ杭ンカーは九条の身体を肉にく片へんの一つ、血ち飛沫しぶきの一つすら残さずに完全に消しよう滅めつさせた。その破壊力は富士樹海の地下空くう洞どうにて大岩を吹ふき飛ばすために彼女が使用したモノとは文字通り桁けたが違ちがっていた。

　もしもあの時、土萌華が今回と同じだけの出力で悪路王を打っていた場合、崩ほう落らくが起こり、あの中にいた全員が生き埋うめになっていた程度では済まないだろう。

　おそらく、富士山に──穴が空いていたはずだ。

「（だが、何よりも気になるのは先程の土萌華の尋じん常じようではない様子だ。九条は何故なぜ、最期にあんな言葉を……）」

　と、その時だった。

「……………………あれ？」

　悪路王を打ち込んだ結果生み出されてしまった、聖が作ったクレーターの数倍の規模の大穴で立ち竦んでいた土萌華が、不意に普ふ段だん通りの極きわめてマヌケな声を漏もらした。

　そしてキョロキョロと辺りを見回し、聖の姿を見つけると、

「ひ、聖くん！　こ、これはいったいどういうことですか!?　えっ、だ、誰がこんな凄すごい穴を……きょ、教官ですか……!?」

　目を白黒させ、呆ぼう然ぜんとした様子で聖に近付いて来た。

「（何も覚えていない……しかも、この口くち振ぶりだと普段の土萌華は悪路王を全力で打ち込んだとしても、この規模の破壊を行うことは出来ないということだ……！）」

　騒さわぎ立てる土萌華を尻しり目めに、聖は「誰よりも平凡な少女」であるはずの芦田土萌華が抱える「とんでもない異い端たん」を、更さらに強く認識した。

「っ……これは……！」

　と、ここで聖の身体を昂こう揚ようさせていた「力」の感覚が消失する。

　時間切れ、ということなのかもしれない。聖の覚かく醒せいは土萌華の血を一回飲んだだけで完全に果たされるものではなく、彼女の血を飲む度たびに発動する──というところだろうか？

　聖は更に頭を抱えたい気分に打ち拉ひしがれる。

　やはり、様々な意味で土萌華の存在が聖には必要不可欠ということだ。とはいえ、この聖の「真の姿」に関してもこの後、更にデータを集めなければならない。

　──あの最悪の液体を、何度も口にすることによって。

「クソッ……本来なら何もかもがハッピーで終わったはずだったのにな……」

「あ、あの！　聖くん！　私の質問に──」

「それは全部あとで話してやる。九条のことも、だ。今は逃げるぞ。『機構』の基地をここまで木こつ端ぱ微み塵じんにブチ壊こわしておいて、見つかったら大変なことになる！」

「に、逃げ……!?　あ、だ、だったらブランネリアさんを探してからにしましょう！　ブランネリアさんも私が倒たおれていた近くにいるはずで……」

「ブラン……？　ハッ。あんな奴やつ、どうでもよかろう。むしろ巻き込まれて死んでいる方が好ましい」

「えっ、ひ、ひどい──と、とにかくです！　全力で探して来るので聖くんは先に行っていてください！　すぐに追い付きますから！」

　そう言う土萌華の身体は、つい先程までの倒れ伏ふしていた時とは異なり、ほぼ完全に傷が治っていた。腹部に空いたはずの穴も綺き麗れいに塞ふさがっている。

　これは《血脈》の治ち癒ゆ力なのか、それとも──

「……阿あ呆ほう、オマエを置いて先に行けるか。三分待ってやる。探して来い。いいか。オレは気が短い──一秒でも遅おくれそうなら、ブランのことは諦あきらめろ。いいな？」

「は、はいっ！」

　そうして土萌華は忍にん者じやのような身のこなしで爆ばく心しん地ちから飛び出して行った。聖は空を騒がすヘリコプターやら消防の音に耳を預けながら、小さくため息をつく。

　基地からの脱だつ出しゆつを除き、目下処理するべき問題は二つある。

　一つが九条の最期の言葉。

　彼は、最期の瞬間、変へん貌ぼうした土萌華の顔を見て、こう言い放った。

『君は誰なんだ』

　と。

　憂ゆう慮りよすべき事こと柄がらだ。決して捨て置くことは出来ない。

　あの土萌華が一体何なのか……それを聖は知らなければならない。

　そして、もう一つが。

「…………こちらも十分な大問題だな」

　聖は自身の唇くちびるを、指で拭ぬぐい、呻うめくように言った。先程、土萌華と話した時──聖は何故だか、土萌華のことが少しだけ可愛く見えた自分に気付いたのだ。

　だが、これはハッキリと理由が分かっている。

　とはいえ、逆にだからこそ、対策は難しいのだが。

「あの馬ば鹿か、さっさと戻もどって来い……」

　──舌に未いまだ残っている最悪な紅色の液体が、きっと聖に悪さをしたせいに違いない。

　それ以外の理由なんて、あるはずもないのだ。

　絶対に、だ。
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　あの後、土と萌も華かは二分も経たたない内に腹に空いた大穴の痛みに耐たえ切れず、グスグスとベソをかき、目を真っ赤に腫はらして泣きじゃくるブランネリアを見つけて来た。

　その後、すぐさま三人は退路を確保していたルーチェット達の力を借りて、入間航空基地から脱出した。マスコミや消防に見つかることなく逃にげ出すことが出来たのは不幸中の幸いだったと言えるだろう。芦あし田だ土萌華の存在は、秘ひ匿とくされなければならない。

　そして、それから四日ほど時間が経った。

「今も信じられません……聖ひじりくんのお母さんが雪ゆき江えだったなんて……」

　今日は休日で、学校も休みだった。

　とはいえ、さすがに入間航空基地で正体不明の火災や爆ばく発はつ事故が起こり、しかもその時間帯に完全な人ひと払ばらいがされていて、それを指示した国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａの支部長が行方ゆくえ不明ともなれば──世間が食いつかないわけがない。連日、入間の街には報ほう道どう陣じんが入り浸びたっていて、土萌華は外出するのを控ひかえていた。学校にも二日間しか行っていないという始末である。

「我々的にはユキエ様というよりクロエ様ですねー。第四の始祖の奥様が、まさか人間だなんてバレるわけにはいきませんでしたし。わざわざ日本の国家Ｎ．安全Ａ．吸血Ｖ．機構Ａのデータベースに侵しん入にゆうして、データ改かい竄ざんしたんですよ」

　場所は宝たから泉いずみ家のリビング。

　時間は午前三時前で、そろそろ真夜中のワイドショーが始まる頃ころだ。そこでは土萌華とルーチェットがソファに並んで座り、テレビを見ながら雑談をしていた。

　ルーチェットは、元から様々なことを知っていたらしい。

　雪江の存在と正体、聖の中に間ま違ちがいなく父と母の力が継けい承しようされていること、《聖棺アーク》の存在、そしてそもそも──土萌華が富士樹海の深部に眠ねむっているという事実も。

「で、でも酷ひどいですよ、ルーチェさん。全部知ってたのに、黙だまってるなんて……」

「申し訳ありません。奥様から口止めされていまして……いや、未だに若はかなりマジギレしてますけど。ぶっちゃけ、まだ口利きいてくれませんよ。私の顔見ると、まず睨にらみつけて来ますもん」

「あはははは……」

　苦く笑しようするしかない土萌華。一方、ルーチェは小こ柄がらな身体からだをぐいーっと伸のばしながら、

「いや、こういうとアレですけど、私も辛つらかったんですよ。だって若の一番近くにいたのは私なんですから。若が苦しんでる時も、悩なやんでいる時も、打ち拉がれている時も……私は黙っていることしか出来なかったんです。無力でしたよ。エルクの方がよっぽど役に立ってましたね、アレは」

「あ……」

「でも私も肝かん心じんなことは知らなかったんですよねー。形見の手帳を燃やすとか、どういうシチュエーションなら若がそんなことするのか全く想像付きませんもん。要するにアレって親離れしろってことですよ！　ぶっちゃけ、若から一番遠い概がい念ねんです！」

「な、なるほど」

　確かに、言われてみれば、そんな気もしなくはない土萌華だった。と、そこで──

「……」

　リビングに聖がエルクを伴ともなってやって来た。彼の姿を見るなり、ルーチェットはサッと手を上げて、非常に好意的な様子で声を掛かける。

「あっ、若！　一いつ緒しよにテレビ見ませんか！　それとも林りん檎ごでも剝むきましょうか！　ご存じの通り、私、ウサギさん作るの得意ですよ！」

「…………」

「ルー姉。若が『オマエとは話をしたくない』と言っています」

「え!?　な、なんですか、その新しい芸は!?　なんたる腹話術！　わ、私にも若の声を聞かせて下さいよう！」

「…………」

「ルー姉。若が『黙れ馬鹿。絶対に許さん』と言っています」

「ええええええ……というか、エルク！　本当に若がそんなこと言ってるんですか!?　日ひ頃ごろの恨うらみを込めて、おまえが適当なことを言ってるんじゃないんですか!?」

「か、勘かん弁べんしてくださいよ！　そんなわけないじゃないですか!?　俺だって、若の言葉を俺の口からルー姉に伝えるとかメッチャ怖こわくてイヤなんですよ!?」

　本当にルーチェットの顔を見た瞬しゆん間かん、聖はギロリと凄すさまじい怒いかりを込めて睨みつけていた。

　それどころか、わざわざエルクに自分の言葉を耳打ちして通訳をさせる始末。こんな回りくどいことまでするとは、どうも聖が相当にキレているのは明らかだった。

「（でもなんか、聖くんの表情が前より柔やわらかくなったような気がする）」

　聖が何よりも欲ほつしていた「戦う力」は、彼の身体の中に封ふう印いんされていたわけだ。

　もちろん、その触しよく媒ばいに土萌華の血が必要なのは大変なことだと思うし、血を吸われると土萌華自身も身体が妙みように昂こう揚ようして、ワケの分からない気分になってしまう。

　ただ、とにかく自分の中に「力」があったことが聖は本当に嬉うれしかったらしくて、彼がニヤニヤと笑えみを浮うかべ、圧あつ倒とう的な満足感に浸ひたっている光景を家の中で土萌華は度たび々たび目もく撃げきしていた。そんな聖を見ていると、土萌華も自然と温かい気持ちでいっぱいになる。

　土萌華にとって聖は、以前にも増して目の離はなせない存在になった。

「（一段落付いて、平和になった感じはするよね……なんかいいな。私、こういう和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きとは無む縁えんだったし……）」

　昔のことを思い出して、土萌華はまた少しだけ哀かなしい気持ちになってしまった。

　その一方で──九く条じようと雪江が死んだことがハッキリとした。

　九条を殺したのは真の力を取り戻した聖らしい。本来ならば、九条が恨んでいたのは土萌華なわけで、その責任を取るのも土萌華でなければならなかったはずだ。

　……実際に、それが出来たかは、分からないけれど。

　モヤモヤする。

　九条が自分に見せていた顔は、全すべてがまやかしだったのだ。

　土萌華は、彼をあれだけ憎ぞう悪おさせるような元げん凶きようそのものだった──それに入間基地で聞かされた話も土萌華からすれば驚きよう愕がくの一言だった。

　──生まれた時から、土萌華は《聖棺アーク》になることが決まっていた。

　いくら何でも、そんなはずがない…………と思うのだが。

　そして、雪江についてだ。

　分かってはいたものの、自分が目覚めるより十数年早く、雪江が目覚めており、それどころか今、目の前にいる男の子の母親になっていたなんて──正直、今でも現実感がない。

　でも、ソレこそが真実なのだ。

　土萌華の可愛かわいがっていた七歳の女の子は、あの後、きっと物もの凄すごい努力をして《聖棺アーク》の座を手に入れたに違ちがいない。その後、雪江は八人目の《聖棺アーク》として眠りにつき──土萌華よりも早く目覚め、この「吸血世界」を知り、この時代で始祖と出会い、そして。

　土萌華よりも早く大人になって、土萌華よりも先に恋こいに落ちて、土萌華よりも先に子供を産んで、土萌華よりも先に──死んだ。

　土萌華は虚むなしい気持ちでいっぱいになった。悲しくて悲しくて、真実を知ってから数日経った今でも胸の奥が張り裂さけそうな気持ちに──

『たった今、緊きん急きゆう速報が入りました！』

　と、その時だった。

　点つけっぱなしにしていたテレビが切り替かわり、突とつ如じよとして何かの中ちゆう継けいが始まったのである。緊急速報。いったい何があったんだろう。何かの事故だろうか──そう思った土萌華は何となく画面に映っているテロップに目を通した。

「えええええええええええええええええええ!?」

　そして、次の瞬間には、絶ぜつ叫きようしながら立ち上がっていた。聖がギロリと眼めを見張ると、

「うるさいぞ、土萌華。そんな馬ば鹿かみたいな声を出すんじゃない」

「テ、テ、テ、テ、テレビ！　テレビ見て下さい！　テ、テレビが……あああああ！」

「テレビだと？　フン。どうせどこかの芸能人が結けつ婚こんしたとか、不ふ倫りんしたとか、寝ね取とられたとか、そういう下らないニュースに決まって──」

　苛いら立だった様子の聖がついとテレビ画面に視線を移した。

　瞬間、聖の顔から感情が抜ぬけ落ちた。

「なん…………だと…………」

「ちょ──え、はぁっ!?　ま、待って下さい！　これ、テレビに映ってるのって、うちじゃないですか!?　そういえばさっきから何か空とか外がうるさいような──」

「っ……若、ルー姉！　俺、ちょっと門の方に行って来ます！　敷しき地ちに入られたら大変なことになりますよね!?」

　中継はどうやらヘリコプターからのモノらしかった。そして、その映像には──どう見ても宝泉邸ていにしか見えない日本屋や敷しきが映っている。

　つまり、今、この瞬間──テレビ局の記者が、この家の上空にいるということだ。

「…………！」

「ど、どどどどどうしましょう、聖くん!?　えっ、っていうか何でバレるんですか!?　まだ私、外に二日しか行ってないですし、バレた感じ全然なかったですし、しゅ、週刊誌がすっぱ抜いた!?　い、いつそんな……」

　画面のテロップには、こんな文章が書かれていた。

『埼玉県入間市にて、世界最後の人間が発見される』

　そしてついに土萌華の耳にも空を飛ぶヘリコプターやら、家の門の前に押し寄せて来た報道陣の響どよめきが伝わって来た。聖は画面を見つめたまま、完全に硬こう直ちよくしている。

　──とんでもないことになってしまった。




　　　　２




　同日同時刻──京都。

「ねえねえ景かげ久ひさー。ちょいカモンカモーン」

「なんすか、姫ひめ」

「テレビ見てごらん」

「はぁ。ワイドショーすか？　こんな大画面でわざわざこんなモン見るとか、姫も好きっすね──っと、これは……」

　いったい何なん畳じようあるのか分からないような和室の中に、まるで映画館のような超ちよう巨きよ大だいスクリーンが設置されていた。部屋の中にいたのは奇き妙みような装いの少女が一人。そして彼女に呼ばれて入って来た景久と呼ばれた男だけだ。

　腹はら這ばいになって寝ね転ころんだ少女がニヤニヤと笑いながら呟つぶやく。

「人間だって」

「……みたいですねぇ」

「どしたの。なんかイライラしてるよ」

「いや……こういう特ダネを俺らがテレビで知るって、おかしくないすか？　普ふ通つうまず何よりも最初にこっちに情報を回すべきで──」

「ううん。それが『報道の自由』って奴やつだよ、景久」

　少女がとても楽しそうに云いった。

「基本的に全ての雑誌や報道機関には凄すごいネタを摑つかんだり、うちに関係するネタを扱あつかう時には、お伺うかがいを立てるように云ってあるよね。だから普通は、こんなネタは絶対に出回らない。だってワタシを怒おこらせたらどうなるか分からないって、向こうは思ってるから。

　でもね──ワタシは何を報道されても怒るつもりなんて、ちっともないんだよ？　例えばどこかの出版社が『かぐや姫の爛ただれた性生活特集！』とかやってくれたら嬉し過ぎて国民栄えい誉よ賞しようあげちゃうと思うもん。だって、それが支配されないってことだから！　何を云ってもいい！　何を書いてもいいし、何を考えてもいい！　たとえ相手が始祖だろうとやりたいことを自分の信条のままやり通す──」

　少女が立ち上がり、身に纏まとった異様に長い着物をずるずると引き摺ずりながらピョンピョンと跳はねた。同時に腰こしまである真っ白い髪かみがふわふわと空中を漂ただよう。

　まるで宇宙を漂っているかのように。

　そして、云った。

「やっぱりワタシはワタシに『支配』されない『自由』な国民達が大好きなんだよ。景久」

　支配と自由。少女────第三の始祖、迦か喰ぐ夜やの最大のモットーを。

　景久が大きくため息を吐ついた。

「知ってますよ、姫。もう何回聞いたか分かりません」

「だよね。伊だ達てに六百年以上の付き合いじゃないもんね、ワタシ達」

　そして少女はくるりとテレビの方に向き直ると、景久に対してぽつり、と云った。

「東京行き。予約して。会いに行くよ」

「あい。今回のルートはどうしますか。陸空海とありますが」

「この前は飛行機だったから超電導リニアにしようか」

「分かりました。一本丸々借り切ります」

　それだけで少女の東京行きは決定した。景久はもう自分の役割は済んだと云わんばかりに少女に背を向け、部屋を出て行こうとした。が、しかし。

「ねえ、景久」

「なんすか」

　紅の瞳ひとみに少しだけ哀しそうな色を浮かべて、迦喰夜が云った。

「桐きり彦ひこは、ちゃんと自分の復ふく讐しゆうを成し遂とげて逝ゆけたのかなぁ」

「……どうでしょうね。アイツ、誰だれが相手だとか一いつ切さい言ってませんでしたし、そもそもアイツが死んじまったら、それを確かめる方法がないですから」

「だよね」

　そこで両者の会話が止まった。

　と、その時だ。

　なんと──茶色い二本のおさげ髪がみの少女が画面に登場したのである。映像が粗あらくて何とも見にくいが、中々可愛い感じで胸が大きいことだけは伝わって来た。

　結構、迦喰夜の好みのタイプだ。しかもどうやらこの少女が家の門の前に出て来て、何か発言するつもりらしい。加えてニュースキャスターの情報によると、まだ確証はないが、この少女が渦か中ちゆうの「世界最後の人間」だとか何とか。

「人間って、この子かな。この子だといいな。この子がいい！」

「うーん。どうなんでしょうねぇ」

「ちょっとちょっと。テンション低いよ、景久。ＪＫぐらいだぜ？　枯かれてんの？」

「姫がお盛ん過ぎるだけっす。大体、俺はロリはちょっと」

「なによそれー。女子高生はロリじゃなーーーい」

「…………はぁ」

　畳たたみに寝そべり、頰ほお杖づえを突きながら迦喰夜が熱い主張をぶちまけた。

　けれど景久が全然反応してくれなかったので迦喰夜はそそくさと居住まいを正し、何事もなかったかのように話を別の方向に持って行った。

「ところで。ふと思ったんだけどさ、景久」

「はい」

　そして、まるでどこにでもある──世間話をするような口調で言った。

「なんかこの子、風ふう華かちゃんと似てる気がしない？　もしかして親しん戚せきとかかな？」







　あとがき







「染め手」という言葉があります。

　これはもっぱら「麻マー雀ジヤン」という、名前だけはお馴な染じみのゲーム（著者としても「麻雀の若者離れ」という記事を読んだ記憶が久しいのです！）内で用いられる専門用語なのですが、著者の中にコレよりも率直な語ご彙いがないのであえて使ってしまいます。

「染め手」とは、分かり易く言えば「手札を一つの属性だけで纏まとめ上げること」という意味合いのコトバです。著者の前作もそうでしたし、果てはデビュー前の投稿作でも、著者は世界観を一つのモチーフだけで徹底的に染め上げる話ばかり書いておりました。

　この「サングリア」は、まさに「吸ヴア血ンパ鬼イア染め」な作品です。

　もちろん主人公は吸血鬼。

　主人公が一緒に住んでいる臣下は蝙蝠こうもり娘と人じん狼ろうというちょっとしたイレギュラーではありますが、当たり前ですがご近所さんやクラスメイト、芸能人や総理大臣、果てはこの世界のアイドルアニメに出て来るアイドル達も吸血鬼です。

　キャッチコピーは「おとなも こどもも おねーさんも吸血鬼！」です。噓です。あとがきの文章に悩んでいたらふと思いついたので、垂れ流してしまいました。

　本当は「明るくて、ガチで、新しい吸血鬼もの」というのが企画を作り始めた頃から一番強く思っていた部分です。それこそ、大人にも子供にもお姉さんにも受け入れられるような作品が作れたら素晴らしいな、と。

　それでは最後に謝辞を。

　世界観にピッタリの素晴らしいイラストを描いて下さった、だぶ竜りゆうさん。ありがとうございます。

　担当して下さった編集者の方々、一昨年おととしの年末に初めて「サングリア」の話をさせて頂いてから、ついに作品を形にして本にすることが出来ました。ありがとうございました。

　そして、この本を手に取って下さった全ての方に感謝を。次巻は冬ぐらいに出せたらいいなと思います。それでは、ご縁がありましたら是非とも、また。
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